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はじめに

PeopleSoft オンライン ヘルプおよび PeopleBook について

PeopleSoft オンライン ヘルプは、PeopleSoft アプリケーションおよび PeopleTools の全てのヘルプ コンテ
ンツを表示できる Web サイトです。このヘルプでは、標準ナビゲーションと全文検索、さらに状況依存オ
ンライン ヘルプが PeopleSoft ユーザーに提供されます。

PeopleSoft ホスト オンライン ヘルプ
オラクル社の PeopleSoft ホスト オンライン ヘルプ Web サイトの PeopleSoft オンライン ヘルプにアクセ
スすると、Oracle ホスト サーバーのすべてのヘルプ Web サイトおよび状況依存ヘルプに直接アクセスで
きます。ホスト オンライン ヘルプは定期的に更新されるため、ユーザーは最新のドキュメントにアクセスで
きます。ホストの Web サイト コンテンツにはアプリケーションの保守に関するドキュメントがすぐに反映さ
れるため、これらの個別のドキュメント記録を My Oracle Support で確認する必要がなくなります。ホスト
オンライン ヘルプの Web サイトは英語版のみ使用可能です。

注: 最新リリースのホスト オンライン ヘルプのみが定期的に更新されます。新しいリリースが登録されて
も、前のリリースは引き続き利用できますが、更新はされません。

ローカルにインストールされたヘルプ
組織においてファイアウォールの制限により、ホスト オンライン ヘルプの Web サイトを利用できない場合
は、PeopleSoft オンライン ヘルプをローカルでインストールできます。ローカルでヘルプをインストールした
場合は、ユーザーがアクセス可能なドキュメントをより詳細に管理したり、自分の組織のカスタム ドキュメ
ントへのリンクをヘルプ ページに組み込むことができます。

また、PeopleSoft オンライン ヘルプをローカルにインストールすると、全文検索にあらゆる検索エンジンを
使用することができます。Oracle Secure Enterprise Search を設定して全文検索を行う手順については、
ご使用のインストール ドキュメントに記載されています。

ご使用のデータベース プラットフォーム向けの『PeopleTools Installation』の「Installing PeopleSoft Online
Help」を参照してください。Secure Enterprise Search を使用しない場合は、選択した検索エンジンのド
キュメントを参照してください。

注: ローカルでインストールしたヘルプ Web サイトで検索エンジンにアクセスするには、「Search」フィー
ルドを有効にする必要があります。手順については、オンライン ヘルプ サイトの「Contents」サイドバー
で「About This Help」, 「Managing Locally Installed PeopleSoft Online Help」, 「Enabling the Search
Button and Field」を選択してください。



はじめに

xvi Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

ダウンロード可能な PeopleBook のPDF ファイル
従来の PeopleBook 形式であり、ダウンロード可能な PDF 版のヘルプ コンテンツにアクセスすることもで
きます。PeopleBook PDF のコンテンツは PeopleSoft オンライン ヘルプのコンテンツと同じですが、構造
は異なり、オンライン ヘルプで使用できるインタラクティブなナビゲーション機能はありません。

共通のヘルプ ドキュメント
共通のヘルプ ドキュメントには、複数のアプリケーションに適用される情報が含まれています。共通のヘ
ルプの 2 つの主要なタイプは、次のとおりです。

• アプリケーションの基礎

• PeopleSoft アプリケーションの使い方

ほとんどの製品ファミリーでは、システムの設定や設計に関する基本的な情報を説明する、一連のアプリ
ケーションの基礎ヘルプ トピックが提供されます。この情報は、PeopleSoft 製品ファミリーの多くの、また
は全てのアプリケーションに適用されます。単一のアプリケーション、製品ファミリー内のアプリケーション
の組合せ、または製品ファミリー全体のいずれを実装化に関係なく、該当するアプリケーションの基礎ヘ
ルプのコンテンツについて理解している必要があります。これらは、基本的な実装タスクの開始点となり
ます。

また、『PeopleTools: Applications User's Guide』では、PeopleSoft ピュア インターネット アーキテクチャの
さまざまな要素が紹介されています。また、そこではシステムをナビゲートする際に、ナビゲーションの階
層、コンポーネントおよびページを使用して基本的な機能を実行する方法についても説明しています。ア
プリケーションや導入内容は異なる場合がありますが、このユーザーズ ガイドのトピックでは PeopleSoft
アプリケーションの使用方法に関する一般的な情報が説明されています。

フィールドおよびコントロールの定義
PeopleSoft のドキュメントには、アプリケーション ページに表示されるほとんどのフィールドおよびコント
ロールの定義が含まれています。これらの定義で、フィールドまたはコントロールの使用方法や、移入され
る値の発生元、さらに特定の値を選択したときの結果などが説明されています。フィールドまたはコント
ロールが定義されていない場合は、追加の説明が必要ないか、ドキュメントの共通要素のセクションに既
に記載されています。たとえば、日付フィールドは追加の説明がほとんど必要ないため、ドキュメント内で
定義が複数のページにわたって記載されないことがあります。

表記規則
次の表に、オンライン ヘルプで使用される表記規則を示します。

表記規則 説明

キー + キー キー操作の組合せを示します。たとえば、キーの間のプラス記
号 (+) は、最初のキーを押しながら 2 番目のキーを押す必要が
あることを意味します。Alt+W の場合、Alt キーを押しながら W
キーを押します。
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表記規則 説明

. . . (省略記号) PeopleCode 構文で、先行する項目または一連の項目を任意
の回数繰り返すことができることを示します。

{ } (波かっこ) PeopleCode 構文で、2 つのオプションからの選択肢を示しま
す。オプションはパイプ ( | ) で区切られます。

[ ] (角かっこ) PeopleCode 構文で、オプションの項目を示します。

& (アンパサンド) PeopleCode 構文でパラメータの前にアンパサンドが記述され
ている場合は、そのパラメータがインスタンス作成済みのオブ
ジェクトであることを示します。

また、アンパサンドは全ての PeopleCode 変数の前に付きま
す。

⇒ この継続文字は、コードの行の最後、ページのマージンで折り
返された場所に挿入されます。コードは、継続文字がない 1 つ
の連続した行のコードとして表示または入力される必要があり
ます。

ISO の国コードおよび通貨コード
PeopleSoft オンライン ヘルプのトピックでは、国別の情報や通貨金額を識別するために国際標準化機
構 (ISO) の国コードおよび通貨コードを使用しています。

PeopleSoft ドキュメントでは、ISO 国コードは国の識別子として表示される場合があり、ISO 通貨コードは
通貨の識別子として表示される場合があります。ドキュメントでの ISO 国コードの参照は、全ての ISO 国
コードがアプリケーションに含まれていることを意味しません。"(FRA) Hiring an Employee" は、国固有の
見出しの例です。

PeopleSoft の通貨コード テーブル (CURRENCY_CD_TBL) には、サンプルの通貨コード データが含まれ
ています。通貨コード テーブルは、ISO 標準 4217 "Codes for the representation of currencies" に基づいて
おり、さらに国テーブル (COUNTRY_TBL) の ISO 国コードにも依存します。通貨コードおよび国情報を管
理するページへのナビゲーションは、使用している PeopleSoft アプリケーションによって異なります。通貨
コード テーブルおよび国テーブルを管理するページにアクセスするには、アプリケーションのオンライン ヘ
ルプで詳細を確認してください。

地域および業種の識別子
特定の地域や業種に対してのみ適用される情報は、その前に標準の識別子がかっこ書きで付きます。
通常、この識別子はセクション見出しの先頭に記述されますが、注意書きや他のテキストの先頭に記述
されることもあります。

地域固有の見出しの例として、"(Latin America) Setting Up Depreciation" があります。
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地域識別子

地域は地域名によって識別します。PeopleSoft オンライン ヘルプでは、次の地域識別子が使用される場
合があります。

• Asia Pacific

• Europe

• Latin America

• North America

業種の識別子

業種は、業種名または業種の略称によって識別します。PeopleSoft オンライン ヘルプには、次の業種識
別子が現れることがあります。

• USF (U.S. Federal)

• E&G (Education and Government)

翻訳および埋込みヘルプ
PeopleSoft 9.2 ソフトウェア アプリケーションには、翻訳済の埋込みヘルプが組み込まれています。 9.2 リ
リースでは、埋込みヘルプの翻訳作業に重点を置いて、他の Oracle アプリケーションとの協調を図ってい
ます。 従来のオンライン ヘルプおよび PeopleBooks ドキュメントを翻訳する予定はありません。かわりに、
アプリケーション内の重要局面では埋込みヘルプ ウィジェットを介して翻訳済ヘルプを直接提供します。
また、アプリケーションとヘルプ翻訳を 1 対 1 で対応付けています。つまり、ソフトウェアと埋込みヘルプ翻
訳のフットプリントは同じであり、これまで成し遂げられなかったことを実現しています。

PeopleSoft オンライン ヘルプの使用および管理

次のトピックに関する情報を参照するには、PeopleSoft オンライン ヘルプの任意のページのユニバーサ
ル ナビゲーション ヘッダーで [ヘルプ] リンクをクリックします。

• PeopleSoft オンライン ヘルプの新機能。

• PeopleSoft オンライン ヘルプのアクセシビリティ。

• PeopleSoft オンライン ヘルプのアクセス、ナビゲーションおよび検索。

• ローカルにインストールされた PeopleSoft オンライン ヘルプ Web サイトの管理。

PeopleSoft HCM の関連リンク

PeopleSoft 情報ポータル

http://www.peoplesoft92.com/
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My Oracle Support

Oracle University の PeopleSoft 研修

YouTube での PeopleSoft ビデオ機能の概要

PeopleSoft ビジネス プロセス マップ (Microsoft Visio 形式)

連絡先

ご意見は、PSOFT-INFODEV_US@ORACLE.COM までお送りください。 ご使用の PeopleTools および
アプリケーションのリリース番号を含めてください。

フォロー

Facebook。

YouTube

Twitter@PeopleSoft_Info。

PeopleSoft ブログ

LinkedIn

https://support.oracle.com/CSP/ui/flash.html
http://education.oracle.com/pls/web_prod-plq-dad/db_pages.getpage?page_id=402&p_nl=OPSE
http://www.youtube.com/user/PSFTOracle
https://support.oracle.com/epmos/faces/DocContentDisplay?id=1613605.1
mailto:PSOFT-INFODEV_US@ORACLE.COM
https://www.facebook.com/pages/Oracle-PeopleSoft/220476464680933
http://www.youtube.com/user/PSFTOracle
https://twitter.com/PeopleSoft_Info
https://blogs.oracle.com/peoplesoft
http://www.linkedin.com/groups/Oracle-PeopleSoft-Enterprise-4265685?trk=myg_ugrp_ovr
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第1章

グローバル ペイロール (日本) - はじめに

グローバル ペイロール (日本) の概要

グローバル ペイロール (日本) には、グローバル ペイロール コア アプリケーションと連携して日本向けの給
与計算パッケージを構成するエレメント、ルール、ページ、プロセスおよびレポートが用意されています。

グローバル ペイロール (日本) では、月給、日給月給、日給、時間給などの支給タイプに応じた給与や賞
与に対する支給エレメントおよび控除エレメントが用意されています。また、月次の給与計算に通勤手当
を含め、超過勤務および休暇欠勤に対して給与を調整し、法律で規定された社会保険料と労働保険料、
所得税および住民税を控除できます。有給休暇の管理および年末調整の計算ができます。退職金の計
算、銀行振込み処理の設定と実行、給与明細書の作成および複数の職務レコードの処理ができます。

関連リンク
「グローバル ペイロールのユーティリティについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

グローバル ペイロール (日本) のビジネス プロセス

グローバル ペイロール (日本) には、次のビジネス プロセスが用意されています。

• 給与と賞与。

• 時間データ入力。

• 雇用終了処理。

• 通勤手当。

• 退職金。

• 社会保険。

• 労働保険。

• 住民税。

• Zaikei貯蓄控除の管理。

• 所得税。

• 年末調整。
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• 銀行振込み。

• 給与明細書。

これらのビジネス プロセスについては、グローバル ペイロール (日本) のビジネス プロセスのトピックで説
明します。

グローバル ペイロール (日本) の統合

グローバル ペイロール (日本) には、グローバル ペイロールのコア アプリケーションを通して、次のアプリ
ケーションが統合されています。

• PeopleSoft HR。

• PeopleSoft 勤務管理。

統合については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています

関連リンク
「受給者データの更新」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
「勤務管理の統合」 (「PeopleSoft 勤務管理」)

グローバル ペイロール (日本) の導入

PeopleSoft セットアップ マネージャを使用すると、導入する機能に基づいて、実行する必要のある設定タ
スクのリストを生成できます。この設定タスクには、設定する必要のあるコンポーネントが、コンポーネント
テーブルにデータを入力する順番にリストされ、関連するドキュメントへのリンクも含まれます。

その他の情報ソース

導入プランの設定段階では、導入ガイド、テーブルへのデータ ロードの順序、データ モデル、ビジネス プロ
セス マップなど、PeopleSoft 内にあるすべての情報を活用してください。

Enterprise PeopleTools PeopleBook: PeopleSoft セットアップ マネージャEnterprise PeopleTools PeopleBook:
PeopleSoft コンポーネント インターフェイス
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第2章

グローバル ペイロール (日本) について

グローバル ペイロール (日本)

グローバル ペイロール (日本) は、グローバル ペイロールのコア アプリケーションの国別拡張機能です。グ
ローバル ペイロール (日本) では、日本の給与計算に必要な給与計算ルールとエレメントを提供します。

グローバル ペイロール (日本) のビジネス プロセス

グローバル ペイロール (日本) では、次のビジネス プロセスをサポートしています。

• 給与と賞与。

グローバル ペイロール (日本) では、4 種類の支給タイプ (月給、日給月給、日給、時間給) で給与と
賞与の支給および控除を計算するためのエレメントを提供しています。グローバル ペイロール (日本)
システムを従業員の給与パッケージの固定的賃金の給与レート コードにマッピングし、ポジティブ入
力で賞与金額を入力できます。月次の給与計算に通勤手当を含め、超過勤務および休暇欠勤に対
して給与を調整し、法律で規定された社会保険料と労働保険料、所得税および住民税を控除できま
す。

• 時間データ。

柔軟性のあるルールにより、給与計算と有給休暇 (PTO) の追跡に使用する時間データを管理できま
す。勤務日数、超過勤務、休日、遅刻早退、欠勤、有給休暇、病欠および特別休暇の処理には、変数
を使用します。有給休暇の付与、取得、残数を管理するには、用意されているフォーミュラを使用しま
す。前年から繰り越された有給休暇の処理を組織の慣行に従って定義できます。

• 雇用終了処理。

グローバル ペイロール (日本) では、雇用終了従業員の年末調整 (YEA) を自動的に計算するための
ルールと手順を提供しています。

• 通勤手当。

グローバル ペイロール (日本) では、1 日、1 か月、3 か月、6 か月周期の現金支給、現物支給、課税対
象および非課税の通勤手当支給額を計算し、追跡するために必要なエレメントを提供しています。通
勤手当は、周期ごとの合計金額で定義することも、通勤区間ごとに定義することもできます。通行料
等非課税限度額のデフォルト値は、システムによって提供されます。各従業員ごとに通行料等非課
税限度額を定義し、各従業員の通勤手当コンポーネントの値を入力できます。該当する月に支給さ
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れる通勤手当額を計算するだけでなく、報酬月額の計算に必要な通勤手当月額の値も追跡されま
す。

• 退職金。

グローバル ペイロール (日本) では、従業員の退職金を入力して、退職時の支給に関連する所得税お
よび住民税 (都道府県民税や市町村民税) を自動的に計算し、控除できます。また、退職所得の源
泉徴収票や明細書を作成することもできます。

• 社会保険。

グローバル ペイロール (日本) では、あらゆる状況の社会保険料を計算して追跡するための変数、
フォーミュラ、支給、控除およびその他のルールが提供されています。健康保険料、厚生年金保険料
および介護保険料が計算されます。また、定時決定処理をサポートし、随時改定の対象となる従業員
を特定するために、平均報酬月額も計算して追跡されます。一連の社会保険レポートは、社会保険業
務の処理に役立ちます。

• 労働保険。

グローバル ペイロール (日本) では、業種ごとに適切な保険料率を使用して、従業員の賃金から雇用
保険の負担額を計算します。また、短時間就労の労働保険被保険者の追跡管理、従業員の雇用保
険料免除の判定および労働保険のレポート作成のサポートを行います。

• 住民税。

グローバル ペイロール (日本) では、自治体に提出する給与支払い報告書およびその総括表の作
成、自治体から受領した住民税額のロード、月額給与からの住民税額の控除、および住民税納付先
別一覧表の作成に使用するルール、ページ、プロセスおよびレポートを提供しています。

• 所得税。

グローバル ペイロール (日本) では、給与と賞与の両方から所得税を計算して控除するためのルール
や年の最後の支給で所得税を調整するためのルールを提供しています。所得税源泉徴収簿は、法定
の月次レポート要件を満たすために使用します。

• Zaikei貯蓄控除。

グローバル ペイロール (日本) では、Zaikei貯蓄口座をサポートする配布エレメントを提供しています。

• 年末調整。

PeopleSoft が配布するルールを使用することで、暦年の最後の給与あるいは賞与の支給時に行われ
る年末調整や単独年調に必要な、日本独自の法定要件や業務要件に対応できます。年末調整が完
了し、データ テーブルの準備が整ったら、必要なレポートを作成して年末調整のビジネス プロセスを
完了します。

• 銀行振込み。
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グローバル ペイロール (日本) では、会社の複数の銀行口座から従業員の複数の銀行口座への送金
をサポートしています。従業員ごとに、給与、賞与、単独年調および退職金に対し、個別にその配分額
を複数の銀行に定義できます。銀行振込みファイルは、全銀協フォーマットで用意されます。

• 給与明細書。

グローバル ペイロール (日本) を使用して、月給、賞与、単独年調および退職金に対する給与明細書
を印刷できます。給与明細書のフォーマットは会社によって大きく異なるため、参考例として 1 つの
フォーマットが提供されています。また、組織で使用する給与明細書のスタイルに合うフォーマットにカ
スタマイズ可能なテンプレートも用意されています。

グローバル ペイロール (日本) の統合

画像: グローバル ペイロール (日本) アプリケーションの統合

次の図は、HR、ePay、グローバル ペイロール コア、勤務管理、一般会計など、グローバル ペイロール (日
本) が統合するアプリケーションを示したものです。

配布エレメント

グローバル ペイロールでは、日本用の各ビジネス プロセスは、PeopleSoft によって配布されているエレメ
ントとルールによって定義されています。これらのエレメントとルールには、法定要件を満たすために特別
に設計されているものや、一般的または慣例的な給与計算をサポートするものがあります。

この項では、次について説明します。

• 配布エレメントの作成。

• エレメントの所有者および管理者。
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配布エレメントの作成
国別拡張機能の一部として配布されたエレメントとルールはすべて、コア アプリケーションを使用して作
成されています。このアプリケーションは、新たなエレメントやルールの作成、およびグローバル ペイロール
システムの一部として配布された既存のエレメントの設定で使用するアプリケーションと同じです。給与
計算エレメントの再定義や新規作成に必要なツールについては、コア アプリケーションのドキュメントで詳
しく説明されているので、この項では改めてこの情報は取り上げません。かわりに、この項では、コア アプ
リケーション (独自のエレメントやルールの作成に必要なツールを含む) と国別拡張機能 (システムにあら
かじめ定義されている各国特有のルールやエレメントを含む) の関係について簡単に説明します。

コア アプリケーションの特徴は、次のとおりです。

• コア アプリケーションは、給与計算システムのルールやエレメントを定義したり、給与計算や休暇欠勤
計算を実行することができるフレキシブルな給与計算ルール エンジンで構成されています。

グローバル ペイロールでは、特別な給与計算ロジックや算定数値はアプリケーション コードに埋め込
まれていません。かわりに、支給、控除、休暇欠勤および累計などのすべてのビジネス アプリケーショ
ン ロジックを、給与計算のルールおよびエレメントで指定します。グローバル ペイロールでは、ユーザー
が一連のページから給与計算ルールを入力および管理することが可能であり、ユーザーが指定した言
語や通貨で処理できる包括的な機能群を提供しています。

• コア アプリケーションでは、カレンダー、実行タイプ、支給期間、プロセス リストなど、給与計算や休暇
欠勤計算でのプロセス フローをフレキシブルに定義、実行できる給与計算プロセス フレーム ワークを
提供しています。

国別拡張機能の特徴は、次のとおりです。

• 国別拡張機能は、コア アプリケーションを使用して作成されます。

• 国別拡張機能は、各国の法令および慣習に対応するオブジェクト (各国特有の給与計算ルール、エ
レメント、給与計算プロセス、レポート、ページ、セルフサービス アプリケーションなど) から構成されてい
ます。

エレメントの所有者および管理者
グローバル ペイロールの国別拡張機能の配布エレメントとルールは、その所有者と管理者 (ユーザーまた
は PeopleSoft) に基づいて分類されます。PeopleSoft によって排他的に管理され、ユーザーによる修正ま
たは再設定ができないルールやエレメントがある一方で、ユーザーが設定して組織固有の要件を満たす
ことができるルールやエレメントもあります。

グローバル ペイロールのエレメント所有者

グローバル ペイロールでは、エレメント所有者について次の 5 つのカテゴリがあります。

PS 配布/管理 PeopleSoft によって随時配布、管理されるエレメントです。

PS 配布/管理なし PeopleSoft によって配布されますが、ユーザーが管理する必要
のあるエレメントです。このカテゴリの主なエレメントは、法定で
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はなく慣例のルール、またはユーザーがそのルールを別の解釈で
定義したい場合の法定エレメントのどちらかです。PS 配布/管
理なしとして定義されているエレメントは PeopleSoft によって更
新されることがありますが、これらの更新は必ずしも適用する必
要はありません。

ユーザー管理 ユーザーの組織で作成および管理されるエレメントです。ユー
ザー管理として定義されているルールが PeopleSoft によって配
布されることはありません。

PS 配布/ユーザーにより修正済 もともとは PS 配布/管理エレメントだったエレメントを、ユーザー
が管理することにしたものです (この変更は元に戻せません)。

PS 配布/管理/保護 ユーザーが決して修正および管理できない配布エレメントです。

グローバル ペイロール (日本) のエレメント所有者

機能分野 所有者/管理者 クラス

休暇欠勤および超過勤務。 PS 配布/管理なし。 慣例。

通勤手当。 PS 配布/管理。 法定。

支給 - 基本給項目。 PS 配布/管理なし。 慣例。

支給 - その他の項目。 PS 配布/管理なし。 法定および慣例。

所得税。 PS 配布/管理。 法定。

住民税。 PS 配布/管理。 法定。

労働保険。 PS 配布/管理。 法定。

社会保険。 PS 配布/管理。 法定。

年末調整。 PS 配布/管理。 法定。

Zaikei貯蓄控除。 PS 配布/管理なし。 慣例。

関連リンク
「エレメント名の定義」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
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エレメントの名称指定規則

PeopleSoft 配布エレメント用に作成された名称指定規則について知っておくと、エレメントの使用方法、
エレメント タイプおよびそのエレメントが使用される機能を判断するのに役立ちます。そのエレメントが主
要エレメントなのか、主要エレメントのコンポーネントなのか、サポート エレメントなのかによって、次の名称
指定規則の 1 つが適用されます。

• サポート エレメント。

• 主要エレメント。

• コンポーネント名のサフィックス。

この項では、次の事項についても説明します。

• 日本用の機能分野コード。

• エレメント タイプ コード (PIN_TYPE)。

• 日本用エレメント名の省略形。

• 日本用サフィックス。

• 産業および地域機能。

サポート エレメント

グローバル ペイロール (日本) では、アレイ、ブラケット、カウント、日付、デュレーション、フォーミュラ、給与
レート コード、変数、再計算/履歴抽出ルール、仮再計算ルール、比例配分ルール、端数処理ルール、累計、
セクション、エレメント グループおよびジェネレーション コントロール条件に対し、名称指定規則 FF TT
NAME が使用されます。この名称指定規則の構成要素の説明を次に示します。

FF 機能分野コード。

TT サポート エレメントのタイプ。

NAME エレメントの名称。

たとえば、社会保険変数 SC VR MONTH REM の場合、SC は機能分野 (社会保険: social insurance)
を表し、VR はエレメント タイプ (変数: variable) を表し、MONTH REM は報酬月額 (monthly
remuneration) を表しています。

主要エレメント

グローバル ペイロールでは、主要エレメント名にはタイプ コードは使用されません。グローバル ペイロール
(日本) では、主要エレメントである支給エレメントおよび控除エレメントに対し、名称指定規則 FF NAME
が使用されます。この名称指定規則の構成要素の説明を次に示します。

FF 機能分野コード。
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NAME エレメントの名称。

たとえば、支給エレメント CM TX ALW では、CM は機能分野である通勤手当 (commuting allowance)
を表し、TX ALW は課税通勤手当 (taxable commuting allowance) を表します。支給エレメント ER BASE
PAYM では、ER は機能分野の支給項目 (earning contributions: 支給項目に関連し、他のどの機能分野
にも関連付けられていないエレメントに対して使用) を表し、BASE PAYM は基本給月額 (monthly base
pay) を表します。

コンポーネント名のサフィックス

グローバル ペイロールで支給エレメントまたは控除エレメントを作成するときは、ベース、レート、ユニットお
よびパーセントなどの、そのエレメントを構成するコンポーネントを定義する必要があります。エレメントに対
するこれらのコンポーネントおよび累計は、計算ルールまたは累計期間を基に自動的に作成されます。ま
た、エレメント名にサフィックスが付加され、これらのコンポーネントおよび累計に対し、自動的に名前が指
定されます。

たとえば、名前が EARN1 で、計算ルールがユニット×レートの支給エレメントを定義するとします。この場
合、この計算ルールで使用されているコンポーネントに対し、EARN1_RATE という名前のレート エレメント
と EARN1_UNIT という名前のユニット エレメントの 2 つの追加エレメントが自動的に作成されます。

グローバル ペイロール (日本) では、サフィックスはすべて、次のタイプのいずれかになります。

• 区切り文字。

• 支給/控除のコンポーネント サフィックス。

• 支給/控除の累計サフィックス。

• 控除延滞のコンポーネント サフィックス。

関連リンク
「エレメントについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

日本用の機能分野コード
機能分野コード 説明

AO 休暇欠勤および超過勤務。

CM 通勤手当。

ER 支給項目 (支給項目に関連し、他のどの機能分野にも関連付
けられていないエレメントに対して使用。)

IH 住民税。

IN 所得税。



グローバル ペイロール (日本) について 第2章

30 Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

機能分野コード 説明

LA 労働保険。

SC 社会保険。

YE 年末調整。

ZK Zaikei貯蓄控除。

エレメント タイプ コード (PIN_TYPE)

エレメント タイプ コード 説明

AE 休暇付与

AT 休暇取得

AC 累計

AR アレイ

AA 自動割当て

BR ブラケット

CT カウント

DT 日付

DD 控除

DR デュレーション

ER 支給

EG エレメント グループ

EM エラー メッセージ

FC 仮計算

FM フォーミュラ

GC ジェネレーション コントロール

HC 再計算/履歴抽出ルール

PP 過去の期間ルール
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エレメント タイプ コード 説明

PR 処理

PO 比例配分ルール

RC 給与レート コード

RR 端数処理ルール

SE セクション

SY システム エレメント

VR 変数

日本用エレメント名の省略形
省略形 説明

ABS 休暇欠勤

AC 実際の結果

ADJ 調整済

ALW 手当

ANU 年次

BAL 残数

BON 賞与

CD コード

CHG 変更

CU 現在

D 日次

DED 控除

DFT デフォルト

EST 事業所

GR または GRD 等級
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省略形 説明

HRS または H 時間数、時間単位

JDG 判定、評価、決定

M 月次

MON 月

MX 最大

NO 番号

NOM 正常

NX 次

O 随時

PR 前回

PRM 保険料、特別給与

PTO 有給休暇

RED 減額

REM 報酬

RET 退職

R 基本

SAL 給与

SK L または SCLE 傷病欠勤

SP L または SPLE 特別休暇

STA 標準

T 時間毎

TM 時間

TTL 合計

WRK 勤務

YR 年



第2章 グローバル ペイロール (日本) について

Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 33

日本用サフィックス
グローバル ペイロール (日本) では、グローバル ペイロール コアのデフォルトのサフィックスが使用されて
います。

産業および地域機能
日本用エレメントの定義では、産業および地域機能は使用しません。

グローバル ペイロール (日本) のデータのアーカイブ

PeopleSoft グローバル ペイロール (日本) は、結果データを大量に生成します。データのサイズを管理
しやすい状態に維持するには、データを定期的にアーカイブします。PeopleSoft PeopleTools には、デー
タ アーカイブ マネージャと呼ばれるアーカイブ ツールが用意されています。データ アーカイブ マネー
ジャによる結果データのアーカイブを支援することを目的として、PeopleSoft グローバル ペイロール (日
本) では、あらかじめ定義されたアーカイブ オブジェクト (GPJP_RSLT_ARCHIVE) とアーカイブ テ
ンプレート (GPJPRSLT) を用意しています。このアーカイブ テンプレートでは、カレンダー グループ ID
(CAL_RUN_ID フィールド) によってデータを選択するクエリーを使用します。

注: 標準で用意されているアーカイブ オブジェクト、アーカイブ クエリーまたはアーカイブ テンプレートに
変更を行う場合は、細心の注意を払ってください。変更によって重要なデータが失われる可能性がありま
す。

「グローバル ペイロール データのアーカイブ」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」) を参照してください。

『PeopleTools: Data Management』

エレメント用のクエリー

PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

http://docs.oracle.com/cd/E64438_01/hcm92pbr8/eng/hcm/hgpy/concept_ArchivingGlobalPayrollData-ad8000.html
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第3章

国データの定義

グローバル ペイロール (日本) システムの設定について

この項では、グローバル ペイロール (日本) の配布エレメントがどのように設定されているかについての一
般情報を説明します。また、システムの使用方法および設定方法についての注意や警告もいくつか説明
します。

この項では、次の作業を行う方法について説明します。

• 基本給およびその他の PeopleSoft HR データの使用。

• 支給元の定義。

• 支給タイプの設定。

• カレンダー グループ ID の設定。

• 遡及支払い計算について。

• 配布された書込み可能アレイの使用。

• 支給の属性の設定 (給与)。

• 支給の属性の設定 (賞与)。

• 時間管理用変数の設定。

基本給およびその他の HR データの使い方
グローバル ペイロール (日本) のアプリケーションは、HR アプリケーションで入力された会社データおよび
従業員の個人データや職務データを使用するように設計されています。給与計算処理に必要な HR デー
タを管理するために使用するグローバル ペイロールのルール、Structured Query Report (SQR) およびアプ
リケーション エンジン プログラムが提供されています。

基本給の給与レート コードのマッピング

基本給の計算において、グローバル ペイロール (日本) では、HR で給与レート コードを使用して定義され
た、従業員の給与パッケージが使用されます。サンプル データとして、3 つの汎用レート コード (J08 から
J10) がグローバル ペイロール (日本) 用に提供されています。これらの給与レート コードは、ヒューマン リ
ソース管理の 3 つの汎用基本給レート コード (J08 から J10) にマッピングされています。マッピング先と
なるヒューマン リソース管理の給与レート コードで、「給与レート コード」テーブルの「固定的賃金」チェック
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ボックスが選択されていれば、必要に応じてこれらの給与レート コードを追加、再マッピングおよび修正で
きます。

関連リンク
「給与レート コード エレメントの定義」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
給与および賞与のルールについて

支給元の定義
支給元とは、給与計算の観点から組織を法的に定義したもので、受給者に支給を行う責任のある組織
のことです。この組織と支給元は同一である場合がよくあります。それぞれの組織の支給元を定義する
には、グローバル ペイロール コア アプリケーションの支給元コンポーネントを使用します。

組織の社会保険事業所、労働保険事業所および所得税/住民税の納付元事業所が支給元より小さい
組織の場合、このトピックで説明する「納付元事業所」ページでこれを定義します。定義されている支給
元が、社会保険、労働保険、所得税および住民税のそれぞれの納付元事業所と同一であっても、これら
に対する納付元事業所を少なくとも 1 つずつ定義する必要があります。

関連リンク
「組織構造について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

支給タイプの設定
グローバル ペイロール (日本) では、従業員の支給タイプを指定するために変数 ER VR PAY TYPE を使
用しています。標準では、フォーミュラ ER FM BASE RATE は、HR の職務データの給与レコードにある従
業員の給与周期を基に、この変数に値を割り当てます。日本用の有効な HR の給与周期には次のもの
があります。

M (月次) 超過勤務手当の支給対象外であり、月単位で給与を支給され
る従業員用。

JM (月次 - 日本) 超過勤務手当の支給対象であり、月単位で給与を支給される
従業員用。

D (日次) 日給ベースで給与が支給される従業員用。

H (時間毎) 時給ベースで給与が支給される従業員用。

注: 超過勤務手当の支給対象であり、月単位で給与が支給される従業員に対し、HR の「職務データ」の
「給与データ」ページで JM の周期が割り当てられていることを確認する必要があります。

カレンダー グループ ID の設定
それぞれの組織および給与計算処理期間にとって意義のあるカレンダー グループ ID を設定する必要が
あります。カレンダー グループで持つことができる実行タイプは、それぞれ 1 つのみです。これは、通常の



第3章 国データの定義

Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 37

給与、賞与、年末調整または退職金のそれぞれの給与計算ごとに、固有のカレンダー グループ ID を設
定する必要があることを意味します。サンプル データとして、PeopleSoft から、給与、賞与、賞与年調、給
与年調、単独年調および退職金の 6 つの実行タイプが提供されています。

関連リンク
「カレンダーについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

遡及支払い計算について
グローバル ペイロール (日本) のアプリケーションでは、基本給の遡及変更を処理するために必要なエレ
メントが提供されています。次に、遡及変更がアプリケーションによって処理される方法の概要を示しま
す。

• ヒューマン リソース管理の職務データの給与レコード (COMPENSATION) が変更されると、基本給の
遡及処理が行われます。

このレコードは職務データ レコードの子レコードなので、給与レコードと職務データ レコードのどちらかが
変更されると、遡及処理が行われます。

• 次のエレメントが、遡及処理で調整されます。

• ER BASE PAYM

• ER BASE PAYD

• ER BASE PAYH

• ER OVERTIME

• ER OT ABVLMT

• ER NIGHT

• ER HOLIDAY

• ER HOLNIG

• ER TAED RED

• ER SPLE RED

• ER ABS RED

• ER SCLE RED

• SC REM S01

• SC REM S02

• SC REM S03

• SC REM S04
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• SC REM S05

• SC REM S06

• SC REM S07

• SC REM S08

• SC REM S09

• SC REM S10

• SC REM S11

• SC REM S12

• 社会保険処理では、報酬月額の計算および随時改定の資格判定の際に遡及変更の履歴が調査さ
れます。

注: HR のレコードに遡及データ行を追加する場合は、新しい行に繰り越すデータを持つ行にカーソルを合
わせておく必要があります。挿入した行に入力した新しいデータを、その行の後に来る既存のデータ行に
繰り越したい場合は、既存のデータ行を手動で更新する必要があります。

支給キー

日本の組織において、日本用の給与計算を設定している場合は、支給キーを使用しないことをお薦めし
ます。

エレメント分割に関する注意

グローバル ペイロールの分割機能は使用しないことをお薦めします。分割はレポートに出力されるデータ
に影響を与える恐れがあるため、分割を使用する場合は、問題が起こらないようにすべてのレポート出力
を十分に検討する必要があります。

関連リンク
「個人情報と職務情報の更新プロセスについて」 (「PeopleSoft ヒューマン リソース管理人事・労務管理」)

配布された書込み可能アレイの使い方
グローバル ペイロール (日本) では、次のような書込み可能アレイが用意されています

• GPJP 書込み可能アレイ (GPJP_WA)。

このアレイには、PeopleSoft アプリケーション エンジンおよび SQR プログラムで使用されるデータが
格納されます。

• 社会保険レポート給与データ書込み可能アレイ (GPJP_WA_SC_RPT_SAL)。

このアレイには、社会保険レポートの作成で使用される給与データが格納されます。
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• 社会保険レポート賞与データ書込み可能アレイ (GPJP_WA_SC_RPT_BON)。

このアレイには、社会保険レポートの作成で使用される賞与データが格納されます。

関連リンク
「データ取得エレメントについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

支給エレメントの属性の設定 (給与)
グローバル ペイロール (日本) で使用する支給エレメントを新しく作成する場合、その属性も設定する必
要があります。給与の支給エレメントには、次のような属性があります。

• 課税対象または課税対象外。

• 現金支給または現物支給。

• 現金報酬または現物報酬。

• 賃金。

• 固定的賃金。

• 超過勤務手当計算基準。

• 減額計算基準。

これらの属性は、支給エレメントを適切な累計に追加することで設定します。

属性 累計 説明

課税対象

課税対象外

ER AC TAX PAY SAL

ER AC NTAX PAY SAL

課税対象の給与支給総額。

課税対象外の給与支給総額。

現金支給

現物支給

ER AC CASH SAL

ER AC NCASH SAL

給与の現金支給総額。

給与の現物支給総額。

現金報酬

現物報酬

ER AC CASH REM SAL

ER AC NCSH REM SAL

給与の現金報酬総額。

給与の現物報酬総額。

賃金 ER AC TTL WAGE SAL 給与の賃金総額。

固定的賃金 ER AC FIX WAGE SAL 給与の固定的賃金総額。

超過勤務手当計算基準 ER AC PRM BASE SAL 給与の超過勤務割増し基礎額。

減額計算基準 ER AC RED BASE SAL 給与の減額基礎額。
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たとえば、課税対象、現物支給、現物報酬、賃金、固定的賃金および超過勤務手当計算基準の属性を
持つ支給エレメントの場合、このエレメントを累計 ER AC TAX PAY SAL、ER AC NCASH SAL、ER AC
NCSH REM SAL、ER AC TTL WAGE SAL、ER AC FIX WAGE SAL、ER AC PRM BASE SAL に追加
します。

支給エレメントの属性の設定 (賞与)
グローバル ペイロール (日本) で使用する賞与の支給エレメントを新しく作成する場合、その属性も設定
する必要があります。

属性 累計 説明

課税対象 ER AC TAX PAY 課税対象の賞与支給総額。

賃金 ER AC TTL WAGE BON 賞与の賃金総額。

現金支給

現物支給

ER AC CASH BON

ER AC NCASH BON

賞与の現金支給総額。

賞与の現物支給総額。

現金報酬

現物報酬

ER AC CASH REM BON

ER AC NCASH REM BO

賞与の現金報酬総額。

賞与の現物報酬総額。

賞与の支給エレメントには、課税対象および賃金の属性が必要です。賞与の支給エレメントは、累計 ER
AC TAX PAY BON (課税対象の賞与支給総額) および ER AC TTL WAGE BON (賞与の賃金総額)
に追加する必要があります。さらに、現金の賞与の場合は、ER AC CASH BON および ER AC CASH
REM BON に追加する必要があります。現物の賞与の場合は、ER AC NCASH BON および ER AC
NCASH REM BO に追加する必要があります。

時間管理用変数の設定
配布された変数をそれぞれの組織のビジネス ルールに適合させるには、変数の環境設定を行う必要が
あります。この設定を行うと、支給期間ごとに各従業員の時間データが入力できるようになり、給与計算
が実行できます。

ここでは、変数の設定方法を説明します。

1. 超過勤務および休暇欠勤に対する変数を設定します。

• PeopleSoft では、4 つの超過勤務の変数と 4 つの休暇欠勤による減額の変数を配布していま
す。変数を追加して、追加の超過勤務および休暇欠勤タイプを管理できます。

• PeopleSoft ではその他に、有給休暇取得や代替休暇など、時間データを管理するための 5 つの
変数が配布されています。また、PeopleSoft では、ポジティブ入力で時間データを入力するため
に、これらの変数のそれぞれに対し、ダミーの支給エレメントを配布しています。

• 超過勤務の割増し率および減額率に対応する変数を定義します。
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• 超過勤務手当、休暇欠勤減額またはその他の給与計算を計算するために変数を追加して使用
する場合は、その内容に応じて、フォーミュラおよびその他のルールの作成や変更を行う必要があ
ります。

2. 当年度から先に有給休暇を消費する組織の場合、変数 AO VR PR PRI FLAG の配布時の値を変
更します。

3. 10 月以外の月に有給休暇を付与している組織の場合、変数 AO VR ENT MONTHS の配布時の値
を変更します。

4. それぞれの組織の有給休暇の付与スケジュールを設定します。

PeopleSoft では、勤務期間に応じた有給休暇付与のスケジュールを設定するために、4 つの変数が
配布されています。

• それぞれの組織の休暇付与スケジュールに適合させるために、必要に応じて勤務期間を評価す
る新しい変数を追加したり、ルールを定義します。

• それぞれの変数に関連付けられた有給休暇付与の日数を定義します。

• 前年度の未取得の有給休暇が有給休暇付与の時点で無効になる場合は、変数 AO VR PTO
EXP FLAG のデフォルト値を変更します。

関連リンク
時間データ ルールについて
「計算エレメントについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
「上書きについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

ファイル ハンドルの設定

フラット ファイルの読込みや書込みを行う場合は、ファイル ハンドルを設定する必要があります。ファイル
ハンドルによって、使用するファイル名および文字セットがアプリケーション エンジン プログラムに指示さ
れます。

この項では、ファイル ハンドルを割り当てる方法について説明します。

ファイル ハンドルの設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「ファイル ハンドル JPN」ページ GPJP_FILE_HANDL ファイル ハンドルを割り当てます。イン
ポートまたはエクスポートをしたい外部
ファイルごとに、ハンドルを割り当てます。
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「ファイル ハンドル JPN」ページ
「ファイル ハンドル JPN」ページ (GPJP_FILE_HANDL) を使用して、ファイル ハンドルを割り当てます。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「レポート」, 「ファイル
ハンドル JPN」, 「ファイル ハンドル JPN」

画像: 「ファイル ハンドル JPN」ページ

次の例では、「ファイル ハンドル JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

ファイル ハンドル インポートまたはエクスポートをしたい各ファイルに、重複しな
い 2 文字のファイル ハンドルを割り当てます。ファイル ハンドル
は、任意の英数字の組合せです。

ファイル名 ファイルにアクセスするための、ファイル名を含んだ正確なパス
を指定します。使用しているオペレーティング システムでの正規
の記述方法を使用します。

文字セット そのファイルのインポートまたはエクスポートで使用される文字
セットを選択します。

銀行振込みに関係するファイル ハンドルには、JIS_X0201 を選
択します。
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第4章

保険、税および給与明細書の設定

配布エレメントの表示

PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

納付元事業所と保険事業所の設定

この項では、納付元事業所および保険事業所についての概要と納付元事業所および関連アクティビ
ティの定義方法について説明します。

納付元事業所と保険事業所の設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「納付元事業所テーブル JPN」ページ GPJP_TAX_ESTAB 納付元事業所を定義します。所得税取
扱い機関から組織に割り当てられた事
業所番号を登録します。住所やそれぞれ
の事業所に関連する追加情報を指定し
ます。

「社会保険事業所 JPN」ページ GPJP_TAX_ESTAB2 社会保険事業所を定義します。社会保
険庁から組織に割り当てられた事業所
番号を登録します。住所やそれぞれの事
業所に関連する追加情報を指定します。

「労働保険事業所 JPN」ページ GPJP_TAX_ESTAB3 労働保険事業所を定義します。地方労
働局から組織に割り当てられた事業所
番号を登録します。住所やそれぞれの事
業所に関連する追加情報を指定します。

納付元事業所と保険事業所について
納付元事業所テーブルには、所得税取扱い機関、社会保険庁、各地方労働局によって割り当てられた事
業所番号が保存されています。これらの番号は、それぞれの組織全体またはその組織の一部に与えら
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れます。給与計算処理を始める前に、それぞれの事業所番号を設定し、それらの追加情報を指定する必
要があります。

次の各トピックでは、事業所 ID の定義方法について説明します。この後のトピックでは、これらの事業所
ID を個別の従業員に関連付ける方法について説明します。

「納付元事業所テーブル JPN」ページ
「納付元事業所テーブル JPN」ページ (GPJP_TAX_ESTAB) を使用して、納付元事業所を定義します。

所得税取扱い機関から組織に割り当てられた事業所番号を登録します。住所やそれぞれの事業所に関
連する追加情報を指定します。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「税」, 「納付元事業
所テーブル JPN」, 「納付元事業所テーブル JPN」

画像: 「納付元事業所テーブル JPN」ページ

次の例では、「納付元事業所テーブル JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このペー
ジのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。
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詳細とオプション

計算方法 この給与支払い者、つまり所得税納付元事業所での甲種の従
業員の所得税計算が、コンピュータによって計算されているの
か、あるいは税表引きによって行われているのかを選択します。
有効値は、「機械計算」と「表引き」です〓(注: 平成 17 年 4 月よ
り表引きは使用できません)〓。

「整理番号 1」、「整理番号 2」 納付元事業所に関連付ける整理番号を 2 つまで入力します。
この番号は電子ファイルのレポート作成で使用できます。

年末調整オプション

12 月で退職する従業員に対して年末
調整を実行

このチェック ボックスは、デフォルト設定では選択が解除され
ています。12 月の支給日より前に雇用が終了する従業員に対
して年末調整を実行する場合は、このチェック ボックスを選択
します。

前職データを常に追加 このチェック ボックスは、デフォルト設定では選択されていま
す。このチェック ボックスの選択を解除すると、年度の途中で
雇用が終了する受給者が年末調整の対象外と判断された場
合に、前の勤務先での給与合計、源泉徴収税、社会保険料控
除額が、現在の勤務先におけるこれらの総額から除外されま
す。

生命保険/損害保険の控除データを常
に印刷

このチェック ボックスは、デフォルト設定では選択されていま
す。このチェック ボックスの選択を解除すると、年度の途中で
雇用が終了する受給者が年末調整の対象外と判断された場
合に、源泉徴収票に生命保険/損害保険の控除データが印刷さ
れません。

「社会保険事業所 JPN」ページ
「社会保険事業所 JPN」ページ (GPJP_TAX_ESTAB2) を使用して、社会保険事業所を定義します。

社会保険庁から組織に割り当てられた事業所番号を登録します。住所やそれぞれの事業所に関連する
追加情報を指定します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会
保険事業所 JPN」, 「社会保険事業所 JPN」

画像: 「社会保険事業所 JPN」ページ

次の例では、「社会保険事業所 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

詳細とオプション

事業所整理記号 社会保険庁から事業所に割り当てられた番号を入力します。こ
の値は、レポート作成で使用されます。

従業員厚生年金基金事業所番号 厚生年金基金から事業所に割り当てられた番号を入力します。

事業所番号 行政機関から割り当てられた事業所番号を入力します。

公法人 この社会保険事業所のメンバーが公法人で働いている場合
は、このオプションを選択します。

このオプションが選択されており、社会保険扶養者情報テーブ
ル (GPJP_SC_DEP_DTA) に受給者データがある場合、健康保
険扶養者届を提出するように指示するフラグが資格取得届に
作成されます。
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厚生年金基金加入 この社会保険事業所が厚生年金基金に加入している場合は、
このオプションを選択します。

このフィールドの設定と、受給者の性別によって、各種の社会保
険届で使用される種別が決まります。

「労働保険事業所 JPN」ページ
「労働保険事業所 JPN」ページ (GPJP_TAX_ESTAB3) を使用して、労働保険事業所を定義します。

地方労働局から組織に割り当てられた事業所番号を登録します。住所やそれぞれの事業所に関連する
追加情報を指定します。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「労働
保険事業所 JPN」, 「労働保険事業所 JPN」

画像: 「労働保険事業所 JPN」ページ

次の例では、「労働保険事業所 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

事業所情報

事業主の肩書 事業主の肩書きを入力します。この値は、レポート作成で使用さ
れます。



保険、税および給与明細書の設定 第4章

48 Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

詳細とオプション

事業所番号 この事業所の労働保険事業所番号を入力します。

計算方法 この労働保険事業所での労働保険料の計算が、コンピュータ
によって計算されているのか、あるいは表引きによって行われ
ているのかを選択します。有効値は、「機械計算」と「表引き」です
〓(注: 平成 17 年 4 月より表引きは使用できません)〓。

業種 この労働保険事業所が、「業種 A」、「業種 B」、「業種 B - 建設」の
どれなのかを選択します。

労災保険料率 労災保険料率を入力します。

0.501 以上は切上げ このチェック ボックスは、デフォルト設定では選択が解除され
ています。このチェック ボックスの選択を解除すると、雇用保険
料の端数がその額に関係なく丸められます。このチェック ボッ
クスを選択すると、受給者負担分の雇用保険料の端数が 0.
501 以上の場合は端数が切り上げられ、0.501 未満の場合は
切り捨てられます。

保険、税および給与明細書の設定に使用する共通フィールド

対象年度 通常は、プロセスやレポートの実行対象となる暦年を指します。
対象年度とカレンダー年は一致しない場合があります。たとえ
ば、労働保険の対象年度は、選択した年度の前年の 4 月 1 日
から選択した年度の 3 月 31 日までで、住民税の対象年度は、
選択した年度の 6 月 1 日から翌年の 5 月 31 日までです。

納付元事業所 会社またはその会社に属する支社などで、所得税や住民税を
従業員から徴収 (控除) し、所得税取扱い機関や自治体に支
払う義務を持つ団体を指します。

給与支払者 給与支払い者は、納付元事業所として定義します。

給与支払者整理番号 所得税取扱い機関から給与支払い者に割り当てられる番号で
す。

特別徴収義務者指定番号 自治体から給与支払い者に割り当てられる番号です。

労働保険事業所 会社またはその会社に属する支社などで、労働保険料を従業
員から徴収 (控除) し、各地方労働局に支払う義務を持つ団体
を指します。
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社会保険事業所 会社またはその会社に属する支社などで、社会保険料を従業
員から徴収 (控除) し、社会保険事務所に支払う義務を持つ団
体を指します。

社会保険処理に関する設定

この項では、前提条件をリストし、社会保険料控除額の設定方法および標準報酬等級の表示方法につ
いて説明します。

社会保険データの設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「標準報酬月額保険料額表 JPN」ページ GPJP_SC_STD_REMUN 標準報酬月額表の値および等級が表示
されます。

「社会保険料率 JPN」ページ GPJP_SC_EST_DATA 社会保険料率の設定。それぞれの社会
保険事業所の社会保険料率を入力しま
す。

関連リンク
社会保険ルールについて

前提条件
社会保険料率を設定する前に、社会保険事業所を定義する必要があります。

「納付元事業所と保険事業所の設定」を参照してください。

「標準報酬月額保険料額表 JPN」ページ
「標準報酬月額保険料額表 JPN」ページ (GPJP_SC_STD_REMUN) を使用して、標準報酬月額表で値
と等級を表示します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「標準
報酬月額保険料額表 JPN」, 「標準報酬月額保険料額表 JPN」

画像: 「標準報酬月額保険料額表 JPN」ページ

次の例では、「標準報酬月額保険料額表 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

標準報酬月額表の情報が表示されます。この表は、健康保険料および厚生年金保険料の計算で従業
員の標準報酬月額および等級を決定するために使用されます。

「社会保険料率 JPN」ページ
「社会保険料率 JPN」ページ (GPJP_SC_EST_DATA) を使用して、社会保険料率を設定します。

それぞれの社会保険事業所の社会保険料率を入力します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会
保険料率 JPN」, 「社会保険料率 JPN」

画像: 「社会保険料率 JPN」ページ

次の例では、「社会保険料率 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

給与および賞与に対する、従業員および会社の負担分の計算に使用する保険料率を入力します。

0.51 以上は切上げ このチェック ボックスを選択すると、受給者負担分の社会保険
料の端数が 0.51 以上の場合は端数が切り上げられます。この
チェック ボックスの選択を解除すると、端数が 0.6 以上の場合
に端数が切り上げられます。

住民税処理に関する設定

この項では、住民税処理に関する設定の概要について説明します。
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住民税の設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「自治体テーブル JPN」ページ GPJP_IH_MUNIC 自治体コードを定義し、給与支払い者と
関連付けます。給与支払い者ごとに、自
治体から割り当てられた特別徴収義務
者指定番号を登録します。

「郵便番号 JPN」ページ POSTAL_TBL_JPN 自治体コードを郵便番号に関連付けま
す。

住民税処理に関する設定について
ここでは、住民税処理に関する設定方法を説明します。

1. 「自治体テーブル」ページで、自治体コードを給与支払い者整理番号および特別徴収義務者指定番
号に関連付けます。

2. 「郵便番号 JPN」ページで、自治体コードを郵便番号に関連付けます。

3. PeopleSoft の住民税テーブルに直接データをロードする、各自治体の電子ファイルのファイル ハンド
ルを定義します。

「ファイル ハンドル JPN」ページを使用します。

住民税額を手動でロードする場合は、この手順を省略できます。

関連リンク
住民税ビジネス プロセス処理について
ファイル ハンドルの設定

「自治体テーブル JPN」ページ
「自治体テーブル JPN」ページ (GPJP_IH_MUNIC) を使用して、自治体コードを定義し、それを給与支払
い者に関連付けます。

給与支払い者ごとに、自治体から割り当てられた特別徴収義務者指定番号を登録します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「税」, 「自治体テーブ
ル JPN」, 「自治体テーブル JPN」

画像: 「自治体テーブル JPN」ページ

次の例では、「自治体テーブル JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

給与支払者整理番号 この自治体に関連付ける所得税納付元事業所ごとに、それぞ
れの給与支払い者整理番号を選択します。

特別徴収義務者指定番号 自治体によって、特別徴収のために給与支払い者に割り当てら
れた番号を入力します。

「郵便番号 JPN」ページ
「郵便番号 JPN」ページ (POSTAL_TBL_JPN) を使用して、自治体コードを郵便番号に関連付けます。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「インストール」, 「国」, 「郵便番号 JPN」, 「郵便番号 JPN」

画像: 「郵便番号 JPN」ページ

次の例では、「郵便番号 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールド
およびコントロールの定義は後で説明します。

自治体コード この郵便番号に関連付ける自治体コードを選択します。

給与明細書の設定

この項では、給与明細書設定の概要および給与明細書、テンプレートおよび支給グループとの関連付け
の定義方法について説明します。

給与明細書の設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「テンプレート配置 JPN」ページ GPJP_PP_POSVAL 給与明細書の配置の定義。給与明細書
またはテンプレート上のすべてのデータ
の配置を、セクション、行、列を使用して、
参照および定義します。

「テンプレート JPN」ページ GPJP_PP_TEMPLATE 給与明細書の印刷に使用するテンプ
レートを定義します。

「支給グループ別明細書割当 JPN」ペー
ジ

GPJP_PP_PAYGROUP 支給グループと実行タイプを給与明細
書テンプレートに関連付けます。
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関連リンク
配布エレメントの表示

給与明細書の設定について
グローバル ペイロール (日本) を使用すると、組織での様々なニーズに合うように給与明細書を設定でき
ます。

ここでは、給与明細書の設定方法を説明します。

1. 「テンプレート配置 JPN」ページで、給与明細書の各データ エレメントの配置を定義します。

PeopleSoft から配置リストが用意されていますが、その維持管理はユーザーが行う必要があります。
必要に応じてリストに値を追加できます。

2. 「テンプレート JPN」ページで、給与明細書テンプレートを定義します。

どのエレメントをどの配置に表示させるか、テンプレートごとに指定します。

3. 「支給グループ別明細書割当 JPN」ページで、給与明細書テンプレートを支給グループと実行タイプに
割り当てます。

「テンプレート配置 JPN」ページ
「テンプレート配置 JPN」ページ (GPJP_PP_POSVAL) を使用して、給与明細書の配置を定義します。

給与明細書またはテンプレート上のすべてのデータの配置を、セクション、行、列を使用して、参照および
定義します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「給与明細書」, 「テン
プレート配置 JPN」, 「テンプレート配置 JPN」

画像: 「テンプレート配置 JPN」ページ (部分)

次の例では、「テンプレート配置 JPN」ページ (部分) のフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

セクション 給与明細書のセクションの番号です。たとえば、日時、支給、控
除、支払いごとに別々にセクションを作成することができます。

行 セクションのデータ行です。セクションの最初の行は、常に 01 で
す。

列 行のデータ列です。行ごとに、列は 01 から 09 までの番号を持
ちます。

配置 セクション、行、列を連結したものです。たとえば、配置が
010203 の場合、最初のセクションの 2 番目の行の 3 列目を表
しています。
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配置の追加

PeopleSoft では、配置リストがあらかじめ用意されています。リストに値を追加するには、2 桁の数字を「セ
クション」、「行」、「列」の各フィールドに入力します。追加する配置のそれぞれに対し、セクション、行、列
の値を必ず入力してください。ページを保存するか、「リフレッシュ」をクリックすると、「配置」フィールドが
更新されます。

注: 配置リストの値を削除することは可能ですが、柔軟性を維持するために削除しないことをお薦めしま
す。

「テンプレート JPN」ページ
「テンプレート JPN」ページ (GPJP_PP_TEMPLATE) を使用して、給与明細書の印刷に使用するテンプ
レートを定義します。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「給与明細書」, 「テン
プレート JPN」, 「テンプレート JPN」

画像: 「テンプレート JPN」ページ

次の例では、「テンプレート JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィー
ルドおよびコントロールの定義は後で説明します。

給与明細書 ID 定義する給与明細書テンプレートの ID です。

略称 略称を入力しない場合、このページの保存時に、「名称」フィー
ルドに入力された文字列の最初の 10 文字が自動的に挿入さ
れます。

テンプレート詳細

配置 給与明細書でのフィールドの配置を選択します。
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入力タイプ 指定した配置に表示させるエレメントのタイプとして、「支
給」、「控除」、「累計」または「変数」を選択します。

分割またはスライスがある場合は、変数の最終的な値のみが
表示されます。このため、累計対象となる値はすべて保存して
おく必要があります。

エレメント名 選択したエレメント タイプのエレメントを選択します。

見出し 給与明細書の各データに対するラベルを指定します。見出しを
入力しない場合、そのフィールドのエレメント名の最初の 10 文
字が給与明細書に出力されます。

「支給グループ別明細書割当 JPN」ページ
「支給グループ別明細書割当 JPN」ページ (GPJP_PP_PAYGROUP) を使用して、支給グループと実行タ
イプを給与明細書テンプレートに関連付けます。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「給与明細書」, 「支
給グループ別明細書割当 JPN」, 「支給グループ別明細書割当 JPN」

画像: 「支給グループ別明細書割当 JPN」ページ

次の例では、「支給グループ別明細書割当 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

支給グループ このページを開くときに選択した支給グループです。複数の受
給者に対し、特定の給与明細書テンプレートを指定する場合、
その受給者のグループを固有の支給グループとして定義する必
要があります。このページで指定されていない支給グループに
対する給与明細書は作成できません。

実行タイプ 実行タイプごとに行を追加します。このページで指定されていな
い実行タイプに対する給与明細書は作成できません。

給与明細書 ID 実行タイプごとに、給与明細書の印刷時に使用する給与明細
書テンプレートを選択します。
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第5章

給与および賞与の利用

給与および賞与のルールについて

PeopleSoft から配布される給与および賞与を決定するルールは、日本の法定要件およびビジネス上の要
件を満たしています。この項では、いくつかの要件について確認し、ルールがこれらの要件をどのように満
たすのかを一般的な用語で説明します。従業員の差引き支給額に影響する、追加の支給および控除に
ついては、別のトピックで説明します。

この項では、次の項目について概要を説明します。

• 基本給の設定。

• 超過勤務手当。

• 休暇欠勤減額。

• 賞与。

• 支給の累計。

基本給の設定
基本給の計算において、グローバル ペイロール (日本) では、PeopleSoft HR で給与レート コードを使用し
て定義された、従業員の給与パッケージが使用されます。基本給レート フォーミュラ ER FM BASE RATE
により、従業員の基本給の給与レート コードが取得され、その従業員の支給タイプの周期に換算されま
す。また、その値は、基本給レート変数 ER VR BASE RATE の値を算出するために合計されます。

基本給は、従業員の支給タイプに従って個別に計算されます。従業員の支給タイプが日次または時間
毎の場合は、基本給が計算されるときに時間データも使用されます。グローバル ペイロールのポジティブ
入力のページで、月ごとの時間データを入力します。

関連リンク
グローバル ペイロール (日本) システムの設定について
時間データ ルールについて

超過勤務手当
超過勤務の割増し基礎額および割増し率に対する変数の値を定義します。従業員の割増し基礎単価は
自動的に計算されます。その後、その従業員に対して入力された超過勤務時間に従って、超過勤務手当
が計算されます。
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システムには、次の超過勤務の割増し率に対する変数が用意されています。

• 普通。

• 休日。

• 深夜。

• 休日深夜。

注: 日本の労働基準法では、1 日の労働時間は 8 時間以下に定められています。1 日の労働時間が 8
時間を超えると、超過勤務手当が支払われます。超過勤務手当の割増し基礎額は 25% 以上です。予定
労働時間を超えているが法定労働時間に達していない場合は、超過勤務手当を割増し基礎額に従って
支払うかどうかは会社側の判断に委ねられます。割増し基礎額に従わない超過勤務手当は、PeopleSoft
アプリケーションではサポートされません。

関連リンク
グローバル ペイロール (日本) システムの設定について

休暇欠勤減額
減額基礎額および減額率に対する変数の値を定義します。従業員の減額基礎単価は自動的に計算さ
れます。その後、その従業員に対して入力された休暇欠勤時間に従って、減額する金額が計算されます。

システムには、次の休暇欠勤の減額率が用意されています。

• 遅刻および早退。

• 特別休暇。

• 一般欠勤。

• 傷病欠勤。

賞与
システムには、賞与の支給エレメント ER BONUS が用意されています。ポジティブ入力を使用して、この
エレメントにそれぞれの従業員の賞与額を入力します。

関連リンク
「ポジティブ入力について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

支給の累計
税金および保険料の処理のために、累計を使用して、それぞれの従業員に対する次の給与および賞与
の金額を管理します。
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• 課税対象。

• 課税対象外。

• 現金支給。

• 現物支給。

• 社会保険料の対象報酬。

• 労働保険料の対象賃金。

累計を追加して、支給のその他の詳細および合計を管理できます。

給与処理に関する設定

支給タイプが「月給」以外の従業員の給与を計算する場合は、いくつかのデータを事前に入力しておく必
要があります。

1. HR に設定されている給与レート コードを、グローバル ペイロール (日本) の給与レート コードにマッピン
グします。

2. 「カテゴリ別変数」ページで、超過勤務手当および休暇欠勤減額を計算するための変数のデフォルト
値を入力または更新します。

変数 説明 カテゴリ

ER VR WRK DAYS YR 年間労働日数。 割増し/減額基礎情報

ER VR WRK HRS DAY 時間内所定労働時間。 割増し/減額基礎情報

ER VR OVR PRM RAT 普通残業時間に対する割増し率。 割増し率

ER VR HOL PRM RAT 休日残業時間に対する割増し率。 割増し率

ER VR NIG PRM RAT 深夜残業時間に対する割増し率。 割増し率

ER VR HOLN PRM RAT 休日深夜勤務時間に対する割増し率。 割増し率

ER VR TAED RAT 遅刻および早退に対する休暇欠勤減
額率。

減額率

ER VR SPLE RAT 特別休暇に対する休暇欠勤減額率。 減額率

ER VR ABS RAT 一般欠勤に対する休暇欠勤減額率。 減額率

ER VR SCLE RAT 傷病欠勤に対する休暇欠勤減額率。 減額率
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3. 変数のデフォルト値は、各レベルで必要に応じて、適切なサポート エレメント上書きのページで上書き
します。

4. それぞれの従業員の超過勤務および休暇欠勤のデータは、ポジティブ入力を使用して入力します。

関連リンク
「給与レート コード エレメントの定義」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
支給タイプの設定

支給および控除のレポート

グローバル ペイロールでは、それぞれの従業員の支給および控除をリストできる汎用レポートが用意され
ています。

関連リンク
「汎用レポートについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

配布された給与エレメントおよび賞与エレメントの参照

グローバル ペイロール (日本) では、給与および賞与の計算用の支給エレメントおよびプロセス リストを次
のとおり提供しています。

給与および賞与の支給エレメント

支給 説明

ER BASE PAYM 固定的賃金 (月給)。

ER BASE PAYD 固定的賃金 (日給)。

ER BASE PAYH 固定的賃金 (時給)。

ER OT ABVLMT 月間限度を超える時間に対する超過勤務手当

ER OVERTIME 普通残業手当。

ER NIGHT 深夜勤務手当。

ER HOLIDAY 休日勤務手当。

ER HOL NIG 休日深夜勤務手当。
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支給 説明

ER TAED RED 遅刻/早退による減額 (マイナス支給)。

ER SPLE RED 特別休暇による減額 (マイナス支給)。

ER ABS RED 一般欠勤による減額 (マイナス支給)。

ER SCLE RED 傷病欠勤による減額 (マイナス支給)。

ER BONUS 賞与。

給与および賞与のプロセス リスト

プロセス リスト 説明

JPRSAL 基本給与計算プロセス。

JPRBON 基本賞与計算プロセス。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

配布エレメントの表示
PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
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第6章

時間データの管理

時間データ ルールについて

PeopleSoft から配布されている時間データを処理するルールは、日本の法定要件およびビジネス上の要
件を満たしています。この項では、次について説明します。

• 超過勤務時間変数および休暇欠勤時間変数。

• 有給休暇 (PTO)。

• 配布エレメント。

超過勤務時間変数および休暇欠勤時間変数
グローバル ペイロール (日本) には、様々なタイプの超過勤務および休暇欠勤のデータを入力するための
変数が用意されています。それぞれの組織で超過勤務および休暇欠勤のタイプを追加して管理したい
場合は、変数を追加して作成することができます。

それぞれの支給期間で、給与計算を実行する前に従業員ごとに時間データを入力します。

関連リンク
時間データの入力

有給休暇
有給休暇の付与、繰越しおよび取得のためのルールの概要を次に示します。

有給休暇の付与

有給休暇の付与のルールは次のとおりです。

• PeopleSoft では、休暇付与をスケジュールするための一連の変数およびフォーミュラが用意されてい
ます。

それぞれの組織の休暇付与のスケジュールに適応させるために、配布されたエレメントを再定義した
り、変数およびフォーミュラを追加することができます。

• 有給休暇が付与される月の配布時の設定値は、「10 月」になっています。
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支給元レベル、支給グループ レベルまたは受給者レベルで、この値を再定義したり、上書きすること
ができます。

有給休暇の繰越し

有給休暇の繰越しのルールは次のとおりです。

• 累計では、前年度および当年度に付与された有給休暇の残日数が個別に管理されています。

• 有給休暇の繰越しが発生したときに、前年度の未取得の有給休暇が時効になるかどうかは、有効期
限変数 (AO VR PTO EXP FLAG) によって判断されます。

この変数の配布時の値は Yes です。前年度の未取得の有給休暇は、有給休暇の付与の時点で時
効になります。

• 変数の値が Yes の場合、前年度の未取得の有給休暇は削除され (つまり、時効となり)、当年度
の未取得の有給休暇のみが、前年度の未取得の有給休暇として新しい付与期間に繰り越され
ます。

• 変数の値が No の場合、前年度の未取得の有給休暇が当年度の未取得の有給休暇に累計さ
れ、この累計された値が前年度の未取得の有給休暇として新しい付与期間に繰り越されます。

有給休暇の取得

当年度の有給休暇を先に使用するのか、前年度から繰り越された有給休暇を先に使用するのかは、優
先順位変数 (AO VR PR PRI FLAG) によって判断されます。この変数の配布時の値は、前年度に付与
された有給休暇を先に使用するように設定されています。支給元レベル、または支給グループ レベルで、
この配布時の値を再定義したり、上書きすることができます。

配布エレメントの表示
PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

時間データ入力の準備

配布された変数をそれぞれの組織のビジネス ルールに適合させるには、変数の環境設定を行う必要が
あります。この設定を行うと、支給期間ごとに各従業員の時間データが入力できるようになり、給与計算
が実行できます。
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時間データの入力

従業員の時間データは、ポジティブ入力として入力します。多数の従業員のデータを入力する場合は、
「テンプレート別ポジティブ入力」ページを使用することで処理のスピードを上げられます。

ここでは、テンプレートを使用した時間データの入力方法を説明します。

1. 「ポジティブ入力テンプレート」ページで時間データの入力に使用するテンプレートを設定します。

• 時間データが 7 個以上必要な場合は、複数のテンプレートを設定します。

• 支給期間ごとに同じテンプレートを使用するか、または必要に応じてテンプレートを変更します。

2. 支給グループおよびカレンダー ID に対する各従業員の時間データは、「テンプレート別ポジティブ入
力」ページで入力します。

このページに入力するときに、支給グループおよびカレンダー ID をテンプレートに関連付けます。

関連リンク
「ポジティブ入力について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

時間データのレポート

グローバル ペイロールでは、それぞれの従業員の時間データおよび有給休暇残日数をリストできる汎用
レポートが用意されています。

関連リンク
グローバル ペイロール (日本) の汎用レポートの実行
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第7章

雇用終了の処理

雇用終了処理について

PeopleSoft では、死亡により雇用が終了した従業員の年末調整 (YEA) を自動的に計算するためのルー
ルと手順を提供しています。

雇用終了判定フォーミュラ (基本給与に対する YE FM YEA ELIG、基本賞与に対する YE FM ELIG
BON、および 12 月の給与と賞与に対する YE FM ELIG YE) によって、次の判断が行われます。

1. 受給者が雇用終了しているかどうか。

給与計算対象の受給者が、現在の支給期間内に雇用終了しているかどうかが判断されます。

YE FM YEA ELIG では、従業員が現在の支給期間内に雇用終了しているかどうかが判断されま
す。YE FM ELIG BON と YE FM ELIG YE では、従業員が支給日の時点で雇用終了しているかど
うかが判断されます。

この判断は、給与に対する給与計算の場合は期間終了日時点、賞与または 12 月の給与に対する
給与計算の場合はその支給日時点の従業員の職務レコードの異動区分が TER (雇用終了) になっ
ているかどうかに基づいて決定されます。

2. 最後の支給計算の時点で、受給者が年末調整計算の対象になっているかどうか。

この判断は、前の手順で選択された、異動区分が TER になっている従業員の職務レコードに、異動
理由として DEA (死亡) が指定されているかどうかに基づいて決定されます。

注: フォーミュラ YE FM YEA ELIG、YE FM ELIG BON および YE FM ELIG YE を修正して新たな
異動理由を追加すれば、海外赴任など、死亡以外の理由で雇用が終了する従業員の年末調整を自
動的に計算できます。

フォーミュラ YE FM YEA ELIG、YE FM ELIG BON または YE FM ELIG YE から、受給者が年末調整
計算の対象であることを示す値 1 が返されると、給与および賞与のプロセス リストの年末調整計算セク
ションが処理されます。年末調整計算セクションには、年末調整の初期処理の YE SE INIT、給与支給
に対する年末調整処理の YE SE TAX ADJ SAL、賞与支給に対する年末調整処理の YE SE TAX ADJ
BON があります。

配布エレメントの表示
PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています
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関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

雇用終了従業員の処理

この項では、次の作業を行う方法について説明します。

• 雇用終了の職務レコードの挿入。

• 雇用終了従業員の年末調整データの管理。

• 給与計算の処理。

雇用終了の職務レコードの挿入
雇用終了の職務レコードは、受給者の最後の支給を処理する前に挿入する必要があります。

たとえば、従業員の最終勤務日が 5 月 10 日、最後の支給の支給期間が 4 月 16 日から 5 月 15 日であ
るとします。給与計算は 5 月 20 日に行われます。この場合は、5 月 20 日に最後の支給が処理される前
に、5 月 11 日を有効日とする、この従業員の雇用終了の職務レコードを入力する必要があります。

雇用終了従業員の年末調整データの管理
標準の手順に従って、雇用終了従業員の税、扶養家族および年末調整の控除に関する情報を入力しま
す。

関連リンク
年末調整について

給与計算の処理
雇用終了従業員の給与計算を処理するために特別な処理を行う必要はありません。死亡により支給期
間内に従業員の雇用が終了した場合、給与に対する年末調整計算は自動的に処理されます。

賞与に対しては、支給日時点で受給者が死亡しているかどうかが判断されます。死亡日が支給日と同じ
かそれより前の日付の場合は、年末調整計算が行われます。

ルールを修正すれば、他の雇用終了理由に対する年末調整も自動的に処理できます。

関連リンク
雇用終了処理について
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雇用終了従業員の源泉徴収票の作成

この項では、雇用終了従業員の年末調整レポート データのロード、確認方法について説明します。

雇用終了従業員の源泉徴収票の作成に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「年末調整レポート データ ロード JPN」
ページ

GPJP_RC_YEALOAD 雇用終了従業員の年末調整データを
ロードするプロセスを実行します。

「年末調整データ確認/更新JPN」ページ GPJP_YEA_TABLE 雇用終了従業員の年末調整データ ロー
ド プロセスの結果を表示します。データを
確認して、「税務署提出」チェック ボック
スや「摘要」フィールドを更新します。

「源泉徴収票 JPN」ページ GPJP_RC_YEAWHRPT 雇用終了従業員の源泉徴収票を印刷し
ます。死亡により雇用終了した従業員の
最後の支給で年末調整処理が行われ
ていた場合、源泉徴収票には年末調整
の結果が出力されます。

「年末調整レポート データ ロード JPN」ページ
「年末調整レポート データ ロード JPN」ページ (GPJP_RC_YEALOAD) を使用して、雇用終了従業員の年
末調整データをロードするプロセスを実行します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「年末調整レポート データ ロード JPN」, 「年
末調整レポート データ ロード JPN」

画像: 「年末調整レポート データ ロード JPN」ページ

次の例では、「年末調整レポート データ ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。こ
のページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

注: このページは、「年末調整」メニューからアクセスする「年末調整レポート データのロード」ページとほぼ
同じです。雇用終了従業員の年末調整データをロードする場合は、「雇用終了処理」メニューからこのペー
ジにアクセスする必要があります。処理する支給のタイプにより、様々な日付と雇用終了日が比較されま
す。給与の場合は、期間終了日と雇用終了日が比較されます。雇用終了日が期間終了日より前の日付
の場合、その従業員は雇用終了しているとみなされます。賞与の場合は、雇用終了日が支給日より前の
日付だと、その従業員は雇用終了しているとみなされます。

カレンダー グループ ID 最後の給与または賞与の支給時のカレンダー グループ ID を選
択します。

「ビジネス ユニット」、「部門」および「従業員」は、特定のビジネス ユニットや部門に所属する雇用終了
従業員、または特定の従業員の年末調整レポート データを作成する場合に使用するオプションのパラ
メータです。

「年末調整データ確認/更新JPN」ページ
「年末調整データ確認/更新JPN」ページ (GPJP_YEA_TABLE) を使用して、雇用終了従業員の年末調
整データ ロード プロセスの結果を表示します。

データを確認して、「税務署提出」チェック ボックスや「摘要」フィールドを更新します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「年末調整データ確認/更新JPN」, 「年末調
整データ確認/更新JPN」
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年末調整データ ロード プロセスの結果を確認して、「税務署提出」チェック ボックスや「摘要」フィールドを
更新します。

「「年末調整データ確認/更新JPN」ページ」を参照してください。

「源泉徴収票 JPN」ページ
「源泉徴収票 JPN」ページ (GPJP_RC_YEAWHRPT) を使用して、雇用終了従業員の源泉徴収票を印刷
します。

死亡により雇用終了した従業員の最後の支給で年末調整処理が行われていた場合、源泉徴収票には
年末調整の結果が出力されます。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「源泉徴収票 JPN」, 「源泉徴収票 JPN」

画像: 「源泉徴収票 JPN」ページ

次の例では、「源泉徴収票 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィー
ルドおよびコントロールの定義は後で説明します。

注: このページは、「年末調整」メニューからアクセスする「源泉徴収票 JPN」ページとほぼ同じです。雇用
終了従業員の源泉徴収票を印刷する場合は、「雇用終了処理」メニューからこのページにアクセスする
必要があります。

カレンダー グループ ID 最後の給与または賞与の支給時のカレンダー グループ ID を選
択します。

従業員 源泉徴収票の印刷を、すべての雇用終了従業員に対して行う
か、または「年末調整データ確認/更新JPN」ページの「税務署提
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出」チェック ボックスが選択されている従業員に対してのみ行
うかを選択します。

「支給元」、「ビジネス ユニット」、「所在地」、「部門」および「従業員」は、雇用終了従業員のグループまた
は特定の従業員に対象を絞る場合に使用するオプションのパラメータです。

「ソート基準」グループ ボックスを使用すると、ビジネス ユニット、所在地コードおよび部門でレポートをソー
トできます。

注: 源泉徴収票を印刷する前に、年末調整レポート データ ロード JPN プロセスを実行する必要がありま
す。
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第8章

離職証明書と 60 歳到達時等賃金証明書の管理

離職証明書について

雇用終了従業員は会社に対し、自分に代わって離職証明書を適切な職業安定所に提出するように要求
できます。離職証明書が提出されると、離職票が職業安定所から会社に送られてきます。この離職票は、
該当する従業員に渡す必要があります。

注: すべての職業安定所で、コンピュータ出力された離職証明書を受け付けているわけではありません。
手で記入されたもののみ受け付けるところもあります。離職証明書をコンピュータ出力にするかどうかは、
個別に判断する必要があります。

離職証明書は 3 つのセクションで構成されます。最初のセクションには、見出し、個人情報および労働保
険事業所情報が含まれます。2 つ目のセクションには、従業員の賃金支払い状況が含まれます。3 つ目
のセクションには、離職理由が含まれます。

グローバル ペイロール (日本) を使用すると、次の作業を行うことができます。

• 従業員の雇用終了の職務レコード行の追加。

注: 雇用終了の職務レコードの有効日は、従業員の離職日 (最終勤務日) の翌日の日付にする必要
があります。

• 離職証明書データのロード。

• 離職証明書データの確認および更新。

• 離職証明書の作成。

配布エレメントの表示

PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
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離職証明書データのロード

この項では、離職証明書データのロード プロセスの概要について説明します。

離職証明書データのロードに使用するページ
ページ名 定義名 用途

離職証明書ロード ページ GPJP_RC_UC_LOAD 離職証明書の作成に必要な給与計算
情報および勤務時間情報をロードしま
す。

「受給者リスト - 離職証明書ロード JPN」
ページ

GPJP_RC_UC_SEC 離職証明書を出力する受給者を選択し
ます。

離職証明書データのロード プロセスについて
グローバル ペイロール (日本) では、離職証明書の作成に必要な情報を取得するプロセスが提供されて
います。この中には、グローバル ペイロールの結果テーブルに格納されている情報もあります。また、この
他にも、手動で入力する必要のある情報や、PeopleSoft 勤務管理またはサード パーティの勤務時間管理
システムなど、会社で使用している勤務時間管理システムから取得する情報もあります。

グローバル ペイロールの結果テーブルからロードされた情報、および結果テーブル以外の場所に格納され
ている情報の両方を格納するために、離職証明書データ テーブルと呼ばれる中間テーブルが作成されて
います。

ロード プロセスでは、雇用終了従業員の賃金支払い状況データをグローバル ペイロールの計算結果デー
タから抽出し、中間レポート テーブルにロードします。

注: 賃金支払い状況データは、離職証明書データのロード プロセスによって自動的にロードされます。その
後、手動で変更できます。データを再ロードする場合、手動で変更したデータを保持できます。

離職証明書データのロード プロセスでは、次のことが行われます。

1. 従業員 ID、雇用レコード番号、雇用終了日を取得します。

2. 取得した従業員データに対応する雇用日を特定します。

3. 離職証明書の対象となる、グローバル ペイロールのカレンダー ID を取得します。

4. 必要に応じて、この従業員が短時間労働者から短時間以外の労働者に変わった日付、またはその
逆の日付を探します。

離職証明書に必要な賃金支払い状況情報の期間は従業員タイプによって変わるため、この情報は
必要です。

5. 被保険者期間算定対象期間開始日および終了日のリストを作成します。
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6. 離職証明書データ テーブルにロードする値を、カレンダー ID ごとに計算します。

7. 離職証明書データ テーブルにデータをロードします。

離職証明書ロード ページ
「離職証明書ロード JPN」ページ (GPJP_RC_UC_LOAD) を使用して、離職証明書の作成に必要な給与
計算情報および勤務時間情報をロードします。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「離職証明書ロード JPN」, 「離職証明書」

画像: 「離職証明書ロード JPN」ページ

次の例では、「離職証明書ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

労働保険事業所 従業員の労働保険事業所番号を入力します。

ビジネス ユニット (省略可) ビジネス ユニットを入力します。

部門 (省略可) 部門を入力します。

「退職日対象期間開始日」および「終
了日」

ここで指定する期間中に雇用終了日を迎える従業員がレポート
に出力されます。

上書き 賃金支払い状況データは、離職証明書データのロード プロセス
によって自動的にロードされます。その後、手動で変更できます。
データを再ロードする場合、手動で変更したデータを保持できま
す。手動で更新されたデータを含め、ロード プロセスですべての
データを上書きする場合は、このチェック ボックスを選択しま
す。このチェック ボックスが選択されている場合、従業員データ
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のロード プロセスを複数回実行すると、手動で更新されたデー
タは削除されます。

注: 「上書き」チェック ボックス フィールドの設定にかかわらず、
プロセスによって自動的にロードされた前回の賃金支払い状況
データは常に、グローバル ペイロールの最新の計算結果データ
で上書きされます。

受給者リスト このリンクをクリックすると、離職証明書を出力する受給者のリ
ストのページにアクセスできます。

「受給者リスト」チェック ボックスが選択されている場合、「受給
者リスト」2 次ページで 1 つ以上の従業員 ID が選択されてい
ることを表します。このチェック ボックスの選択が解除されてい
る場合、「受給者リスト」2 次ページで従業員 ID が選択されて
いないことを表します。

「受給者リスト - 離職証明書ロード JPN」ページ
「受給者リスト - 離職証明書ロード JPN」ページ (GPJP_RC_UC_SEC) を使用して、離職証明書を出力す
る受給者を選択します。

ナビゲーション

「離職証明書ロード JPN」ページの「受給者リスト」リンクをクリックします。

画像: 「受給者リスト - 離職証明書ロード JPN」ページ

次の例では、「受給者リスト - 離職証明書ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。
このページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

従業員 ID 離職証明書を出力する受給者の従業員 ID を選択します。「受
給者リスト」に登録する従業員は、「離職証明書ロード JPN」ペー
ジで定義されている条件を満たしている必要があります。これ
は、「受給者リスト」上の従業員は、「離職証明書ロード JPN」
ページで指定された労働保険事業所および支給元に属してい
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る必要があることを意味します。また、「退職日対象期間開始
日」および「終了日」フィールドに入力された日付の期間に雇用
終了している必要があります。

離職証明書データの確認および更新

この項では、離職証明書データの更新の概要について説明します。

離職証明書データの更新に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「賃金支払状況」ページ GPJP_UC_WPMT_HIST 賃金支払い状況に関する情報を入力し
ます。

「離職理由」ページ GPJP_UC_RSN_TERM 離職理由についての情報を入力および
確認します。

離職証明書データの更新について
ロード プロセスによって、離職証明書に必要な賃金支払い状況の情報が作成されます。しかし、この情報
は離職証明書に必要な情報の一部でしかありません。離職理由など、雇用終了従業員の個人情報を入
力する必要があります。この情報は、離職証明書更新 JPN コンポーネントで入力することができます。こ
のコンポーネントでは、必要に応じて従業員の賃金支払い状況情報を入力することができます。

「賃金支払状況」ページ
「賃金支払状況」ページ (GPJP_UC_WPMT_HIST) を使用して、賃金支払い状況に関する情報を入力お
よび確認します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「離職証明書更新 JPN」, 「賃金支払状況」

注: 「印刷対象」フィールドの上にある、「離職証明書」グループ ボックスの最初のスクロール領域を使用
して、1 人の従業員に対する複数の離職証明書データにアクセスすることができます。

離職年月日 従業員が雇用終了した日が表示されます。

注: このページで離職年月日を変更することはできません。た
だし、離職年月日が正しくない場合の対応策はあります。従業
員の離職年月日を変更する方法は、この後の「削除」ボタンの
フィールド説明を参照してください。
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印刷対象 特定の従業員に対する離職証明書データの保持のみをして印
刷はしない場合は、このチェック ボックスの選択を解除します。
デフォルトでは選択されています。

59 歳以上 離職証明書データのロード プロセスで、受給者が 59 歳以上で
あることが検証される場合、このチェック ボックスは自動的に
選択されます。このチェック ボックスが選択されている場合、受
給者からのリクエストに関係なく、離職証明書を職業安定所に
提出する必要があります。

削除 離職証明書の離職年月日の値が正しくない場合、「削除」ボタ
ンをクリックします。次に、従業員の職務レコードの雇用終了日を
訂正します。その後、この従業員に対する離職証明書データの
ロード プロセスをもう一度実行します。

注: この場合、離職証明書データ レコードに対して行われた手
動の変更内容は保持されません。この手順の終了後に、再度
変更を行う必要があります。

「期間」タブ

含む この行の情報を離職証明書に出力しない場合は、選択を解除
します。デフォルトでは選択されています。

カレンダー ID このフィールドの値は、ロード プロセスによって設定されます。こ
れは、同じ行の被保険者期間算定対象期間に該当する、GP 結
果テーブルのカレンダーを検索して行われます。

短時間労働者 従業員が短時間労働者の場合は、選択します。

「被保険者期間算定対象期間開始
日」、「被保険者期間算定対象期間終
了日」

最初の行の「被保険者期間算定対象期間終了日」が雇用終
了日です。他の行の終了日は、直前の行の終了日より 1 か月
前の日付になります。「開始日」のフィールドの日付は、同じ行の
開始日から終了日までの期間が 1 か月になるよう、システムに
よって設定されます。

算定対象期間の賃金支払基礎日数 被保険者期間算定対象期間の開始日から終了日までの日数
を入力します。この情報は、従業員の支給タイプに関係なく、自
動的に初期値がロードされます。この従業員の支給タイプが月
給でない場合、この基礎日数を手動で入力する必要がありま
す。

「支払対象期間開始日」、「支払対象期
間終了日」

同じ行の「被保険者期間算定対象期間終了日」の日付が含ま
れる賃金支払い対象期間の開始日と終了日です。
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賃金支払対象期間の基礎日数 賃金支払い対象期間の基礎日数は、フォーミュラ SC FM
BASE DAYS によって計算され、自動的にこのフィールドにロー
ドされます。

賃金に関する特記事項 必要に応じて、従業員の賃金についての特記事項を入力しま
す。

最終更新者 このフィールドの値は、システムによって自動的に更新され
ます。プロセスが賃金支払い状況データをロードすると、この
フィールドは「システム」に設定されます。ユーザーが「賃金支払状
況」グリッドの外部の情報を変更すると、システムは「最終更新
者」フィールドを「ユーザー」に変更します。

更新年月日 「最終更新者」フィールドの値が「システム」に設定されている場
合、このフィールドにはロード プロセスが実行された日付が表示
されます。「最終更新者」フィールドの値が「ユーザー」に設定され
ている場合、このフィールドにはデータが変更された日付が表示
されます。

注: 「更新年月日」フィールドの変更は、「賃金支払状況」グリッ
ド以外で情報が更新された場合にのみ適用されます。「賃金支
払状況」グリッド上で情報を変更しても、「更新年月日」フィール
ドの値は変更されません。

「賃金」タブ

前に定義した共通フィールドに加えて、「賃金」タブには、次のフィールドが含まれます。

賃金額 (A) 月給者の賃金の合計額を入力します。

賃金額 (B) 日給者および時間給者の賃金の合計額を入力します。

計 「賃金額 (A)」と「賃金額 (B)」の合計額が表示されます。

備考 必要に応じて、この期間に関する注記 (無給など) を入力しま
す。

「離職理由」ページ
「離職理由」ページ (GPJP_UC_RSN_TERM) を使用して、離職理由に関する情報を入力および表示しま
す。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「離職証明書更新 JPN」, 「離職理由」

画像: 「離職理由」ページ (1/3)

次の例では、「離職理由」ページ (1/3) のフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィール
ドおよびコントロールの定義は後で説明します。
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画像: 「離職理由」ページ (2/3)

次の例では、「離職理由」ページ (2/3) のフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィール
ドおよびコントロールの定義は後で説明します。

画像: 「離職理由」ページ (3/3)

次の例では、「離職理由」ページ (3/3) のフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィール
ドおよびコントロールの定義は後で説明します。

注: 「離職年月日」フィールドの上にある、「離職証明書」グループ ボックスの最初のスクロール領域を使
用して、1 人の従業員に対する複数の離職証明書データにアクセスすることができます。

離職年月日 従業員が雇用終了した日が表示されます。

離職理由 雇用終了の理由を選択します。値は、「1. 事業所の倒産等によ
るもの」、「2. 定年、労働契約期間満了等によるもの」、「3. 事業主か
らの働きかけによるもの」、「4. 労働者の判断によるもの」および「その
他」です。何を選択するかにより、さらに詳細な理由の定義が必
要な場合があります。
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理由 離職理由または 3. (3-2)、4. (1)(1.6) または 5 を選択する場合
は、具体的な理由の説明を入力できます。

具体的状況記載欄 必要に応じて、離職の具体的な状況を追加で入力します。

離職証明書の作成

この項では、離職証明書の作成の概要と離職証明書の作成方法について説明します。

離職証明書の作成に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「離職証明書 JPN」ページ GPJP_RC_UC_RPT 離職証明書を作成します。

離職証明書の作成について
ロード プロセスを実行して情報を取得したら、中間レポート テーブルにあるデータに基づいて離職証明書
を作成できます。離職証明書には、労働保険事業所、従業員の賃金支払い状況および離職理由など、雇
用終了従業員の情報が出力されます。

これらの情報は、職業安定所で配布される空白の離職証明書フォームに印刷します。

注: 雇用終了従業員が雇用保険の給付対象となるには、雇用期間など、いくつかの条件を満たす必要
があります。

「離職証明書 JPN」ページ
「離職証明書 JPN」ページ (GPJP_RC_UC_RPT) を使用して、離職証明書を作成します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「離職証明書 JPN」, 「離職証明書 JPN」

画像: 「離職証明書 JPN」ページ

次の例では、「離職証明書 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィー
ルドおよびコントロールの定義は後で説明します。

注: このページに表示されるフィールドやパラメータ設定は、前に説明したロード プロセスで使用されてい
るものと同じです。離職証明書データのロードと印刷の両方で同じ設定を使用する場合、同じパラメータ
を再入力する必要はありません。データ ロードの際にラン コントロール ページで定義した設定を保存して、
印刷時にロード時と同じラン コントロール ID を使用できます。

関連リンク
離職証明書データのロード

60 歳到達時等賃金証明書の管理

この項では、60 歳到達時等賃金証明書の概要と次のことを実行する方法について説明します。

• 60 歳到達時等賃金証明書データのロード。

• 60 歳到達時等賃金証明書データの確認および更新。

• 60 歳到達時等賃金証明書の印刷。
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60 歳到達時等賃金証明書について
雇用が終了した従業員が雇用終了前の特定期間の賃金に応じた失業保険給付を受給できるのと同
様に、高齢の従業員は 60 歳になるまでの特定期間の賃金に応じた高年齢雇用継続給付を受給できま
す。60 歳到達時等賃金証明書と離職証明書は、どちらも受給資格を得るために必要です。これらの証明
書のフォーマットは、有効日を除いては基本的に同じものです。離職証明書は、雇用終了日における情報
に基づいて作成されます。60 歳到達時等賃金証明書は、従業員が 60 歳に到達したとみなされる日付
における情報に基づいて作成されます。この日付は、基本的には従業員が 60 歳になる日ですが、厳密
には次の両方の条件を満たすようになる最初の日付です。

• 従業員の年齢が 60 歳以上 65 歳未満であること。

• 従業員が雇用保険に登録してから少なくとも 5 年経過していること。

60 歳到達時等賃金証明書の有効日の例

受給者の誕生日が 1945 年 5 月 10 日で、雇用保険登録日が 1968 年 4 月 1 日の場合、60 歳到達時等
賃金証明書の有効日は 2005 年 5 月 9 日になります。

受給者の誕生日が 1945 年 5 月 10 日で、雇用保険登録日が 2003 年 4 月 1 日の場合、この受給者は
2008 年 3 月 31 日に 60 歳に達するとみなされます。その理由は、この受給者はこの日付において前述
の両方の条件を満たすためです。

60 歳到達時等賃金証明書の管理に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」
ページ

GPJP_RC_UC_LOAD 60 歳到達時等賃金証明書のデータを
ロードします。

「60 歳時賃金証明書の更新 JPN」ペー
ジ

GPJP_RC_UC_UPD 賃金証明書情報を確認および更新しま
す。

「60 歳到達時等賃金証明書 JPN」ペー
ジ

GPJP_RC_UC_RPT 60 歳到達時等賃金証明書を印刷しま
す。

「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」ページ
「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」ページ (GPJP_RC_UC_LOAD) を使用して、60歳到達時等賃金
証明書のデータをロードします。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」, 「60歳
到達時等賃金証明書ロード JPN」

画像: 「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」ページ

次の例では、「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。
このページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

「60 歳到達日」および「終了日」 この期間中に 60 歳到達時等賃金証明書の受給資格を取得す
る従業員が、ロード プロセスで選択されます。

このページのその他のフィールドは、「離職証明書ロード JPN」ページのフィールドと同じです。

「離職証明書ロード ページ」を参照してください。

「60 歳時賃金証明書の更新 JPN」ページ
「60 歳時賃金証明書の更新 JPN」ページ (GPJP_RC_UC_UPD) を使用して、賃金証明書情報を確認お
よび更新します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」、「社会保険」、「60 歳時賃金証明書の更新 JPN」、「60 歳時賃
金証明書の更新 JPN」

「60 歳時賃金証明書の更新 JPN」ページは、「離職証明書データの確認および更新」の項で説明した「賃
金支払状況」ページと同じように機能しますが、「離職年月日」フィールドのかわりに「資格取得日」フィー
ルドが表示されます。

「「賃金支払状況」ページ」を参照してください。
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「60 歳到達時等賃金証明書 JPN」ページ
「60 歳到達時等賃金証明書 JPN」ページ (GPJP_RC_UC_RPT) を使用して、60歳到達時等賃金証明書
を印刷します。

ナビゲーション

(「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「60 歳到達時等賃金証明書 JPN」, 「60 歳到達
時等賃金証明書 JPN」)。

画像: 「賃金証明書の印刷 JPN」ページ

次の例では、「賃金証明書の印刷 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

このページに表示されるフィールドやパラメータ設定は、前に説明したロード プロセスで使用されているも
のと同じです。離職証明書データのロードと印刷の両方で同じ設定を使用する場合、同じパラメータを再
入力する必要はありません。データ ロードの際にラン コントロール ページで定義した設定を保存して、印
刷時にロード時と同じラン コントロール ID を使用できます。

「60 歳到達時等賃金証明書データのロード」を参照してください。
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60 歳到達時等賃金証明書データのロード

「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」ページにアクセスします (「グローバル ペイロール/休暇欠勤管
理」, 「社会保険」, 「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」, 「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」)。

画像: 「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」ページ

次の例では、「60歳到達時等賃金証明書ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。
このページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

「60 歳到達日」および「終了日」 この期間中に 60 歳到達時等賃金証明書の受給資格を取得す
る従業員が、ロード プロセスで選択されます。

このページのその他のフィールドは、「離職証明書ロード JPN」ページのフィールドと同じです。

「離職証明書ロード ページ」を参照してください。

60 歳到達時等賃金証明書データの確認および更新

「60 歳時賃金証明書の更新 JPN」ページは、「離職証明書データの確認および更新」の項で説明した「賃
金支払状況」ページと同じように機能しますが、「離職年月日」フィールドのかわりに「資格取得日」フィー
ルドが表示されます。

「「賃金支払状況」ページ」を参照してください。
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60 歳到達時等賃金証明書の印刷

「賃金証明書の印刷 JPN」ページにアクセスします(「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保
険」, 「60 歳到達時等賃金証明書 JPN」, 「60 歳到達時等賃金証明書 JPN」)。

画像: 「賃金証明書の印刷 JPN」ページ

次の例では、「賃金証明書の印刷 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

このページに表示されるフィールドやパラメータ設定は、前に説明したロード プロセスで使用されているも
のと同じです。離職証明書データのロードと印刷の両方で同じ設定を使用する場合、同じパラメータを再
入力する必要はありません。データ ロードの際にラン コントロール ページで定義した設定を保存して、印
刷時にロード時と同じラン コントロール ID を使用できます。

「60 歳到達時等賃金証明書データのロード」を参照してください。
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第9章

退職金の処理

退職金の処理について

退職に際し、受給者は、勤続年数、基本給、離職理由およびその他の条件などの組織の方針に基づい
て、退職金を受け取ります。グローバル ペイロール (日本) では、従業員の退職金を入力して、退職時の支
給に関連する所得税および住民税 (都道府県民税や市町村民税) を自動的に計算し、控除できます。ま
た、退職所得の源泉徴収票や明細書を作成することもできます。

この項では、次について説明します。

• 退職金用の配布エレメント。

• 配布エレメントの表示。

• 控除処理ルール。

• 退職金の設定および処理。

退職金用の配布エレメント
グローバル ペイロール (日本) では、退職金を処理するために次のエレメントが配布されています。

• 支給エレメント ER RET ALW。

ポジティブ入力を通して従業員の退職金支給額を入力する際に、このエレメントを使用します。

• 累計 ER AC RET ALW EARN。

このエレメントには、退職金の支給額が格納されます。これには 2 つのメンバーがあります。1 つは支
給エレメント ER RET ALW で、ポジティブ入力によって値がロードされます。もう 1 つは累計 ER AC
RET CUST ERN で、配布されている累計メンバーはありません。累計 ER AC RET ALW EARN のメ
ンバーとして支給エレメントを追加すると、この累計で追加の支給を累計できます。

• 控除エレメント IN TAX RET、IH MUNIC RET および IH PREFT RET。

退職金に対する所得税、市町村民税および都道府県民税を計算するために、これらのエレメントを使
用します。

• プロセス リスト JPRRET。

配布された実行タイプ エレメントに関連付けられているプロセス リストです。
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配布エレメントの表示
PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

控除処理ルール
グローバル ペイロール (日本) では、退職金の支給額に対する税控除処理を次のように行います。

• 重複勤続年数や障害による退職かどうかなどを考慮したうえで、退職金の控除額を計算します。

• 退職所得控除額控除後の退職手当等の金額を計算します。この値は、ポジティブ入力で入力した
退職金の支給額と、「退職金データ管理 JPN」ページで入力した同一年内の退職手当等の金額を合
計し、退職所得控除額を差し引いて算出されます。

• 退職金の課税対象額を計算します。

• 退職金の課税対象額に対する所得税額を、従業員が退職所得の受給に関する申告書を提出したか
どうかを考慮したうえで決定します。

注: 死亡による退職金が支給される場合は、所得税はゼロになります。

• 退職所得控除額控除後の退職手当等の金額に基づいて、住民税を決定します。

退職金の設定および処理
退職金は、不定期支給としてオフサイクル実行で処理されます。

退職金の設定と処理の大まかな手順は次のとおりです。

1. 「退職金データ管理 JPN」ページで、従業員の勤続年数や退職所得の受給に関する申告書のデータ
を含む、退職金データを入力します。

この情報に基づいて、退職金の控除額や現在の退職金に対する税額を計算します。受給者が退職
所得の受給に関する申告書を提出しているかどうかにかかわらず、この手順は行う必要があります。

2. オフサイクルのコンポーネントを使用して、受給者の現在の退職金支給額を不定期支給として入力し
ます。

3. 必要であれば、PeopleSoft HR の人事・労務管理 JPN ビジネス プロセスの「個人情報詳細」ページ
で、受給者の死亡日を入力します。

4. 退職金に対するオフサイクル処理を実行します。

5. 給与明細書を印刷します。
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6. 退職金源泉徴収票を作成します。

退職金データの入力

この項では、従業員の勤続年数および退職所得の受給に関する申告書データを入力する方法について
説明します。

退職金データの入力に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「退職金データ管理 JPN」ページ GPJP_RA_PYE_DATA 受給者の退職金に対する源泉徴収税
額の計算に使用するデータを入力しま
す。

「退職金データ管理 JPN」ページ
「退職金データ管理 JPN」ページ (GPJP_RA_PYE_DATA) を使用して、受給者の退職金に対する源泉徴
収税額の計算に使用するデータを入力します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「雇用終了」, 「退職金データ管理 JPN」, 「退
職金データ管理 JPN」

画像: 「退職金データ管理 JPN」ページ

次の例では、「退職金データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

有効日 受給者の退職日を入力します。

死亡日 このフィールドは、人事・労務管理の「個人情報詳細」ページで、
受給者の死亡日が入力されている場合にのみ、表示されます。
「期間終了日」フィールドと一緒に使用されます。

障害による退職 障害による退職の場合は、このチェック ボックスを選択します。

退職所得の受給に関する申告書提出
済

退職所得の受給に関する申告書が受給者から組織に提出
されている場合は、このチェック ボックスを選択します。この
チェック ボックスの選択が解除されている場合、退職金の総額
に対し、20 パーセントの所得税率が適用されます。

税務署提出 このチェック ボックスは、法定調書合計表の印刷時に使用さ
れます。このチェック ボックスが選択されている場合、受給者の
支給額および源泉徴収税額は税務署に提出されるものとして
法定調書合計表の合計額に含められます。
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勤続年数

期間開始日 デフォルト値として、「職務情報」ページで定義された受給者の
採用日または再雇用日が表示されます。デフォルト値と異なる
日付を入力することもできます。

期間終了日 デフォルト値として、「職務情報」ページで定義された受給者の
雇用終了日が表示されます。デフォルト値と異なる日付を入力
することもできます。

このページに受給者の死亡日が表示され、死亡日と期間終了
日が一致する場合、退職金は受給者の死亡により支給される
ものと判断され、所得税と住民税はゼロになります。また、この
退職金に対しては、退職金源泉徴収票も作成されません。

勤続年数 期間開始日と期間終了日の差に基づいて、勤続年数が算出お
よび表示されます。「上書き」チェック ボックスを使用して、この
フィールドに手動で年数を入力できます。

上書き 勤続年数を手動で入力するには、このチェック ボックスを選択
して「勤続年数」フィールドを編集可能にします。

同一年内の退職手当等の収入金額

従業員が退職所得の受給に関する申告書で申告したデータを、このグループ ボックスのフィールドに入
力します。これらのフィールドの値は、退職金に対する税額の計算時に参照されます。

前年以前 4 年内の退職手当等の収入金額

従業員が退職所得の受給に関する申告書で申告したデータを、このグループ ボックスのフィールドに入
力します。これらのフィールドの値は、退職金に対する税額の計算時に参照されます。

従業員が 2 つの異なる組織に同時に勤務している場合、退職金の控除は、勤務が重複している期間の
インスタンスの 1 つに対してのみ行われます。

退職金の入力と処理

この項では、退職金の入力および処理方法を説明します。退職金の処理時には、「退職金データ管理
JPN」ページで入力した情報に基づいて、退職金に関連する所得税および住民税が自動的に計算されま
す。

退職金の入力および処理を行うには、次の手順に従います。

1. 次の設定を使用して、オフサイクル実行のためのカレンダーを作成します。

• 受給者オプション: 全ての受給者 - 追加条件付き。
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• 追加条件: ポジティブ入力。

2. 退職金を受け取る従業員とその退職金の額を指定するオフサイクル リクエストを作成します。

a. オフサイクル リクエスト コンポーネント (GP_OFFCYCLE_SETUP) にアクセスして、適切な支給
グループおよびターゲット期間 ID を選択します。

b. 基本情報ページで、名称および支給日を入力します。

c. 不定期支給ページの「期間」タブで、退職金を受け取る従業員ごとに行を入力します。

d. 不定期支給の関連データ リンク タブで、PI ターゲット カレンダー列のリンクをクリックして、従業員
の「ポジティブ入力」ページにアクセスします。

e. 「ポジティブ入力」ページの「アクション」タブで、退職金用に配布された支給エレメント「ER RET
ALW」を選択し、アクション タイプの「上書き」を指定します。

注: 累計 ER AC RET CUST ERN を変更して、ER RET ALW の他にも支給エレメントが追加さ
れている場合、必要に応じて、これらの支給エレメントの金額も入力します。

f. 「ポジティブ入力」ページの「メイン コンポーネント」タブで、退職金用の ER RET ALW の金額を
入力します。

g. d から f までの手順を、退職金を受け取る従業員ごとに繰り返します。

3. カレンダー グループ コンポーネント (GP_CALENDAR_RUN) を使用して、オフサイクル カレンダー グ
ループを作成します。

オフサイクル カレンダー グループの作成では、「オフサイクル」チェック ボックスを選択して、支給グ
ループ、期間 ID、および処理を行うオフサイクル グループを指定します。

4. プロセスを実行します。

オフサイクル処理を実行するには、「給与計算 - 休暇欠勤」ページを使用します。

関連リンク
オフサイクル処理について

退職金明細書の設定

退職金用の給与明細書テンプレートを作成することができます。支給グループごとにこのテンプレートに
対し、退職金のための実行タイプを割り当てます。詳細は、「配布エレメントの表示」を参照してください
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退職金源泉徴収票の実行

この項では、退職金源泉徴収票の概要とレポートの実行方法について説明します。

退職金源泉徴収票の実行に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「退職金源泉徴収票 JPN」ページ GPJP_RA_WH 退職金の源泉徴収税額を出力するファ
イルを作成します。

退職金源泉徴収票について
退職金源泉徴収票は、カンマ区切りフォーマット (csv) のファイルで、受給者の退職金の源泉徴収税額
が出力されます。レポートには、各受給者の氏名、住所、退職金支給額、所得税額、市町村民税額、都道
府県民税額が出力されます。また、従業員の勤続年数、採用日、退職日、および自治体コードも出力され
ます。〓自治体コードはソートに使用するための参考情報です。〓受給者の死亡によって支給された退職
金は出力されません。

このファイルは、Microsoft Excel で編集および印刷できます。

前提条件
退職金源泉徴収票を作成するには、このファイルにアクセスするための、ファイル名を含んだ正確なパス
を指定するファイル ハンドルをあらかじめ作成しておく必要があります。

関連リンク
配布エレメントの表示

「退職金源泉徴収票 JPN」ページ
「退職金源泉徴収票 JPN」ページを使用して、退職金の源泉徴収税額を出力するファイルを作成します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「雇用終了処理」, 「退職金源泉徴収票 JPN」, 「退職金源泉徴
収票 JPN」
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第10章

通勤手当の管理

通勤手当について

PeopleSoft から配布されている通勤手当を処理するルールは、日本の法定要件およびビジネス プロセス
の要件を満たしています。この項では、いくつかの要件について確認し、ルールがこれらの要件をどのよう
に満たすのかを一般的な用語で説明します。後の項で、それらのルールの個別のエレメントについて説明
します。

この項では、次について説明します。

• 通勤手当の周期。

• 現金通勤手当および現物通勤手当。

• 通勤手当の入力方法。

• 課税通勤手当および非課税通勤手当。

• 複数雇用レコードに対する通勤手当。

• 配布された通勤手当支給エレメント。

通勤手当の周期
グローバル ペイロール (日本) では、1 日、1 か月、3 か月および 6 か月の支給サイクルの通勤手当の支
給に対応しています。

• 支給サイクルが 1 日の場合、通勤手当の 1 か月の支給額として、日額に出勤日数を掛け合わせた
金額が支給されます。

• 支給サイクルが 1 か月の場合、通勤手当の 1 か月の支給額として、入力された月額が支給されま
す。

• 支給サイクルが 3 か月または 6 か月の場合、実際の支給が行われるのは 3 か月または 6 か月に 1
回のみです。ただし、報酬月額を計算するために、現金通勤手当および現物通勤手当は、月額に比
例配分して管理されます。

支給の周期は、データ入力方法によって変わります。総額登録方法の場合、従業員の通勤手当の構成
要素はすべて、同じ周期で支給する必要があります。区間単位登録方法の場合、通勤区間ごとに周期を
指定して支給できます。
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現金通勤手当および現物通勤手当
PeopleSoft では、従業員の通勤手当の構成要素に対する値を入力するページが用意されています。構
成要素には次のものがあります。

• 現金支給運賃。

• 現金支給通行料等。

• 現物支給運賃。

• 現物支給通行料等。

アレイ CM AR COMM ALLOW によって、これらの値が適切な変数に割り当てられます。

入力された現物支給の値は、所得税および報酬月額の計算のためのみに使用されます。現物支給の金
額は、支給として支払われる金額には加算されません。

通勤手当の入力方法
グローバル ペイロール (日本) では、総額または通勤区間ごとに通勤手当を保存できます。支給サイクル
に基づいて通勤手当を 1 つに合計したり (総額登録方法)、通勤区間に基づいて通勤手当の金額を分け
て (区間単位登録方法)、従業員の通勤手当を入力できます。

入力方法は、支給サイクルおよび税額の計算に影響します。総額登録方法を選択した従業員の場合、支
給サイクルを 1 つのみ指定します。通勤手当はすべて、この支給サイクルで支給されます。

区間単位登録方法を選択した従業員の場合、通勤区間ごとに支給サイクルを 1 つずつ指定します。

課税通勤手当および非課税通勤手当
所得税の計算のために、課税通勤手当および非課税通勤手当の金額を管理する必要があります。通勤
手当総額 (運賃および通行料等) の法定非課税金額 (非課税限度額) は、すべての従業員で同額です。
この金額は、変数 CM VR NTAX ALW MX に格納されています。

支給サイクルが 3 か月または 6 か月の場合、全期間に対する非課税限度額が計算され、その全期間に
対する通勤手当金額にこの限度額が適用されます。

総額登録入力方法

通行料等非課税限度は、従業員ごとに異なります。「通勤手当 JPN」ページで、この値を入力します。

グローバル ペイロール (日本) では、運賃と通行料等の金額は分けて管理されます。まず、個別の限度額
を適用して通行料等非課税額が計算されます。次に、この値を使用して、通勤手当の課税額および非課
税額の合計金額が算出されます。
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区間単位登録入力方法

区間単位登録入力方法を使用する場合、通勤手当はすべて非課税とみなされます。1 か月の合計額が
非課税かどうかの判断は、ユーザーの側に委ねられています。従業員の通勤手当が非課税限度月額を
超えそうな場合や、グリーン運賃などの課税通勤手当が含まれる場合は、総額登録入力方法を使用しま
す。

複数雇用レコードに対する通勤手当
グローバル ペイロール (日本) では、複数雇用レコード機能をサポートしています。複数の雇用レコード、つ
まり複数の職務を持つ従業員の場合、通勤手当は、従業員ごとではなく雇用レコードごとに計算されま
す。同様に非課税限度月額も、次の例で説明されているように、従業員ごとではなく職務ごとに適用され
ます。

通常の例

従業員 Yuko Yoneda に対し、140,000 円の通勤手当を支給します。この従業員の雇用レコード番号は
1 つのみです。非課税限度月額はこの雇用レコード番号に対して適用され、100,000 円が非課税とな
り、40,000 円が課税となります。

複数雇用レコードの例

Kimi Kubota には、雇用レコード番号 1 と 2 の、2 つの雇用レコードがあります。雇用レコード番号 1 に対
し、60,000 円の通勤手当が支給されます。雇用レコード番号 2 に対し、80,000 円の通勤手当が支給さ
れます。非課税限度月額は雇用レコード番号ごとに適用されるので、通勤手当はすべて非課税となりま
す。Kimi Kubota は、前の例の Yuko Yoneda と同額の通勤手当を受け取っていることに注意してくださ
い。それぞれの支給額が非課税限度月額を超えていないため、Kimi Kubota の通勤手当はすべて非課
税になります。

配布された通勤手当支給エレメント
支給エレメント 説明

CM TAX ALW 課税通勤手当。

CM NTAX ALW 非課税通勤手当。

CM TAX ADJ 課税調整通勤手当。

CM NTAX ADJ 非課税調整通勤手当。

PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
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通勤手当データの入力

この項では、通勤手当データの設定の概要について説明します。

通勤手当データの入力に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「通勤手当 JPN」ページ GPJP_CM_PYE_DATA 通勤手当データを入力します。従業員ご
とに、総額または通勤区間別にデータを
定義します。

通勤手当データの設定
給与計算で通勤手当を処理できるようにするには、通勤手当の非課税限度月額を入力し、従業員ごと
に通勤手当金額を定義する必要があります。

1. 現在の通勤手当の法定非課税限度月額を、「カテゴリ別変数」ページで更新します。これは、法定限
度額に変更があった場合にのみ行います。

• PeopleSoft では、100,000 円のデフォルト値で変数 CM VR NTAX ALW MX を配布しています。

• 「カテゴリ別変数」ページにアクセスするときは、カテゴリ CMTX を選択します。

• 変数 CM VR NTAX ALW MX の新しい値は、「カテゴリ別変数」ページの「値」タブで入力しま
す。

2. 従業員ごとの通勤手当データを、「通勤手当」ページで入力します。

関連リンク
「控除エレメントの定義」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

「通勤手当 JPN」ページ
「通勤手当 JPN」ページ (GPJP_CM_PYE_DATA) を使用して、通勤手当データを入力します。

従業員ごとに、総額または通勤区間別にデータを定義します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「支給と控除の割当」, 「通勤手当 JPN」, 「通
勤手当 JPN」

画像: 「通勤手当 JPN」ページ

次の例では、「通勤手当 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールド
およびコントロールの定義は後で説明します。

雇用レコード (雇用レコード番号) この通勤手当が適用される雇用レコード番号が表示されます。
非課税限度月額は、従業員ごとではなく雇用レコード番号ごと
に適用されます。

データ入力方法 「金額」を選択すると、「総額登録」グループ ボックスにアクセス
できます。

支給サイクル この従業員に対する通勤手当の周期を、「1 日」、「1 か月」、「3 か
月」、「6 か月」から選択します。通勤手当のすべてのコンポーネン
トは、同じ支給サイクル周期である必要があります。

金額 「現金運賃」、「現物運賃」、「現金通行料等」、「現物通行料
等」の各フィールドに通勤手当の金額を入力します。

運賃とは、従業員の通勤にかかる最も合理的な通勤費用のみ
をいい、通常は公共の交通手段の費用を指します。通行料等
は、運賃以外のすべての通勤手当に適用されます。これには、
定期券代、ガソリン代、通行料およびグリーン運賃などがありま
す。

備考 交通手段、経路などの、その通勤手当項目に対する備考を入
力します。このフィールドは参照用の情報になります。
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通行料等非課税限度月額

月額 従業員ごとに個別の基準でこの値を決めます。

通勤区間による通勤手当の入力
「通勤手当 JPN」ページにアクセスします (「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「支
給と控除の割当」, 「通勤手当 JPN」, 「通勤手当詳細」)。

画像: 通勤手当詳細 JPN ページ

次の例では、通勤手当詳細 JPN ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィー
ルドおよびコントロールの定義は後で説明します。

雇用レコード (雇用レコード番号) この通勤手当が適用される雇用レコード番号が表示されます。
非課税限度月額は、従業員ごとではなく雇用レコード番号ごと
に適用されます。

データ入力方法 「区間単位」を選択すると、「区間単位登録」グループ ボックスに
アクセスできます。

支給開始日 この通勤手当が支給される最初の日付を入力します。そうする
と、支給サイクルに基づいて通勤手当が計算されます。たとえ
ば、6 か月の支給サイクルで 1 月 1 日に支給が開始される区
間では、1 月と 7 月に通勤手当が支給されます。

支給サイクル この通勤経路に対する通勤手当の周期を、「1 日」、「1 か月」、「3
か月」、「6 か月」から選択します。経路セクションごとに支給サイ
クル周期が異なってもかまいません。

支給方法 「現金」または「現物」のどちらかを選択します。

支給タイプ 「運賃」または「通行料等」を選択します。運賃とは、従業員の通
勤にかかる最も合理的な通勤費用のみをいい、通常は公共の
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交通手段の費用を指します。通行料等は、運賃以外のすべて
の通勤手当に適用されます。これには、定期券代、ガソリン代、
通行料およびグリーン運賃などがあります。

金額 支給サイクルごとに支給される通勤手当の金額を入力します。

「出発地」および「到着地」 通勤区間の出発地と到着地を入力します。

説明 通勤区間に対する備考を入力します。

支給期間中の通勤手当の変更に対する調整

3 か月分または 6 か月分の通勤手当を受け取った後に、従業員の通勤経路が変わることがあります。こ
の場合、その期間の残りの月に対して、前払いとして支給された通勤手当の未使用部分を調整する必
要があります。

支給済の通勤手当を調整するには、次の手順に従います。

1. 調整金額を計算し、グローバル ペイロールの計算にポジティブ入力として入力します。

調整金額の合計額は、その従業員が会社に返済する必要のある金額になります。この金額は、前払
いで支給された、以前の通勤区間に対する通勤手当の未使用部分に相当します。

PeopleSoft では、通勤手当の調整額の課税部分および非課税部分をポジティブ入力として入力す
るために、2 つの支給エレメントが配布されています。

2. その従業員の新しい通勤区間に対する通勤手当の値を「通勤手当」ページで入力し、返済処理を
行った月に対し、通常どおりの処理を続けます。

通勤手当の調整の例

1 月に、ある従業員に 3 か月分の定期券代として 360,000 円を支給したとします。2 月末に、その従業員
が転勤になりました。1 か月分 (3 月分) の定期券代 120,000 円を会社に返済する必要があります。

前払いで支給された 3 月分の返済処理を行うには、次の例のようにします。

1. ポジティブ入力で次の金額を入力します。

支給エレメント 説明 この例での値

CM TAX ADJ 課税調整通勤手当。 -20,000 円

CM NTAX ADJ 非課税調整通勤手当。 -100,000 円

累計 CM AC ADJUST の調整額の合計は、-120,000 円になります。
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2. その後、「通勤手当」ページで、この従業員の 3 月分の新しい通勤手当を入力し、通常どおり処理し
ます。

関連リンク
「ポジティブ入力について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)



Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 107

第11章

マイナンバーの実装

マイナンバー法について

日本政府より、日本国内の行政手続きで使用される ID 番号システムを構築するための新しい法律の
制定が発表されています。

マイナンバー システムは、複数の行政機関によって別々に収集および保持されている個人情報を効果的
に識別し、日本国内における課税および社会福祉の管理をより効率的かつ公正なものにすることを目的
としています。

マイナンバー法では、日本の国民および法人に、所得、社会保障、税および防災対策を管理するための
一意の番号が割り当てられます。日本政府は、住民票を有する個人に対し、2015 年 10 月より一意の番
号を割り当て、2016 年 1 月にこのシステムを開始します。個人番号は 12 桁の数字で構成されます。同
時に、政府は各法人に対して、13 桁の数字で構成される一意の法人番号を割り当てます。人材管理およ
び財務部門は、従業員およびサプライヤからマイナンバーを収集し、この番号を保存して、政府に提出す
るための更新済レポートを作成します。

マイナンバー導入の第 1 フェーズとして、PeopleSoft では従業員と扶養家族の両方のマイナンバーおよび
民間企業のマイナンバーを保存、管理するためのオンライン システムを提供しています。

この項では、次の項目の概要を説明します。

• アプリケーション レベルの暗号化の設定。

• 個人番号セキュリティの設定。

• 従業員のマイナンバーの実装。

• 扶養家族のマイナンバーの実装。

• 法人番号の実装。

• セルフ サービスの計画。

• 個人番号の一括アップロードの有効化。

アプリケーション レベルの暗号化の設定

最初の手順は、扶養家族を含めた全従業員に対し、アプリケーション レベルの暗号化を有効または無効
にすることです。
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アプリケーション レベルの暗号化の設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

アプリケーション レベルの暗号化ページ INSTALLATION_TBL3 マイナンバーのアプリケーション レベル
の暗号化を有効または無効にします。デ
フォルトでは、暗号化は有効になってい
ます。

アプリケーション レベルの暗号化ページ
アプリケーション レベルの暗号化 (INSTALLATION_TBL3) ページを使用して、マイナンバーのアプリケー
ション レベルの暗号化を有効または無効にします。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「インストール」, 「インストール テーブル」

画像: アプリケーション レベルの暗号化ページ

次の例では、アプリケーション レベルの暗号化ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

個人番号暗号化 暗号化を有効にする場合は選択し、無効にする場合は選択を
解除します。

個人番号セキュリティの設定

個人番号セキュリティは、既存の行レベル セキュリティに優先して機能します。新しい権限リスト
HCCPHRMYNUMBER を持つユーザーのみが、個人番号セキュリティ コンポーネントにアクセスできます。
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スーパー ユーザーはこのコンポーネントを使用して、個人番号のセキュリティを設定します。セキュリティは、
ユーザー ID またはロールのいずれかに対して定義できます。

個人番号セキュリティの設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「個人番号セキュリティの設定」ページ HR_PERSNO_SEC_JPN セキュリティを定義します。

「個人番号セキュリティの設定」ページ
「個人番号セキュリティの設定」 (HR_PERSNO_SEC_JPN) ページを使用して、セキュリティを定義しま
す。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「人事・労務管理」, 「従業員データ JPN」, 「個人番号セキュリ
ティ」

画像: 「個人番号セキュリティの設定」ページ

次の例では、「個人番号セキュリティの設定」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

デフォルトの行セキュリティでアクセス デフォルトの行レベル セキュリティ アクセスを有効にする場合
に選択します。

このユーザーまたはロールは、既存の行レベル セキュリティに基
づいた従業員の個人番号へのフル アクセスが可能になります。

事業所タイプ ユーザーまたはロールの事業所タイプを選択します。
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このユーザーまたはロールは、選択した事業所に属する全従業
員の個人番号へのフル アクセスが可能になります。リストには、
労働保険事業所、社会保険事業所および納付元事業所が含
まれます。

追加従業員リスト 個人番号へのアクセス権限を上書きする必要のある従業員を
選択します。

従業員の個人番号へのアクセス権限はここで上書きできます。

フル アクセス ユーザーまたはロールの自身の個人番号への編集アクセスを定
義する場合に選択します。ユーザーは、個人番号を更新または
削除できます。

表示アクセス ユーザーまたはロールの自身の個人番号への表示アクセスを定
義する場合に選択します。ユーザーは、個人番号を更新または
削除できません。

アクセスなし ユーザーまたはロールの個人番号へのアクセスをマスクします。

注: ユーザーまたはロールは、個人データ コンポーネントへの行レベル アクセスが可能な場合でも、デフォ
ルトでは従業員の個人番号にアクセスできません。ユーザーまたはロールに個人番号へのアクセスが必
要な場合は、前述のコンポーネントで、ユーザーまたはロールの行を追加する必要があります。
1 人のユーザーが複数のロールを持つことができ、それらの各ロールがコンポーネント内に 1 つの行を持
つことができるため、セキュリティ設定を評価することが重要です。ある従業員にロール 1 で「フル アクセ
ス」が付与されており、同じ従業員にロール 2 で「アクセスなし」が付与され、ユーザー A にロール 1 および
ロール 2 の両方がタグ付けされている場合は、「アクセスなし」が優先されます。

従業員のマイナンバーの実装

この項では、個人番号カードの有効期限を管理し、従業員の証明書類をアップロードするために使用する
ページについて説明します。

従業員のマイナンバーの実装に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「個人情報の更新」ページ PERSONAL_DATA1 ユーザーにフル アクセスがある場合、個
人番号を入力します。

「個人番号 JPN」ページ HR_PERSNO_JPN 有効期限を入力し、システムに証明書類
をアップロードします。
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「個人情報の更新」ページ
ユーザーにフル アクセスがある場合、「個人情報の更新」 (PERSONAL_DATA1) ページを使用して、個人
番号を入力します。

ナビゲーション

「人事・労務管理」, 「個人情報」, 「一般情報」, 「個人情報の更新」

画像: 「個人情報の更新」ページ

次の例では、「個人情報の更新」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

管理者は、「個人情報」ページで個人番号を国民 ID として入力できます。個人番号は、アプリケーション
レベルの暗号化の後 (暗号化が有効な場合)、新しい PS_PERS_NID_JPN レコードに保存されます。

「個人番号 JPN」ページ
「個人番号 JPN」 (HR_PERSNO_JPN) ページを使用して、有効期限を入力し、システムに証明書類を
アップロードします。
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ナビゲーション

「人事・労務管理」, 「個人情報」, 「一般情報」, 「個人番号 JPN」

画像: 「個人番号 JPN」ページ

次の例では、「個人番号 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

扶養家族のマイナンバーの実装

従業員の個人番号へのアクセス権があるユーザーは、従業員の扶養家族へのアクセス権があります。個
人番号は、扶養家族情報ページで NID として追加できます。

データはアプリケーション レベルの暗号化の後、新しい HR 日本所有の PS_PERS_DNID_JPN レコード
に保存されます。

扶養家族のマイナンバーの実装に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「扶養家族情報」ページ DEPEND_BENEF2 個人番号を国民 ID として入力します。

「個人番号 JPN」ページ HR_PERSNO_JPN 扶養家族の有効期限および証明書類を
追加します。
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「扶養家族情報」ページ
「扶養家族情報」 (DEPEND_BENEF2) ページを使用して、個人番号を扶養家族の国民 ID として追加し
ます。

ナビゲーション

「人事・労務管理」, 「個人情報」,  , 「個人情報」, 「扶養家族情報」

画像: 「扶養家族情報」ページ

次の例では、「扶養家族情報」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

「個人番号 JPN」ページ
「個人番号 JPN」 (HR_PERSNO_JPN) ページを使用して、有効期限を入力し、システムに証明書類を
アップロードします。
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ナビゲーション

「人事・労務管理」, 「個人情報」, 「一般情報」, 「個人番号 JPN」

画像: 「個人番号 JPN」ページ

次の例では、「個人番号 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

法人口座番号の実装

納付元事業所、社会保険事業所および労働保険事業所用の法人口座番号があります。

1. 「納付元事業所」ページにナビゲートして、法人口座番号が 13 桁かどうかを確認します。

2. 「社会保険事業所」ページにナビゲートして、社会保険番号を確認します。

3. 「労働保険事業所」ページにナビゲートして、労働保険番号を確認します。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「税」, 「納付元事業
所テーブル JPN」

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会
保険事業所 JPN」
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「労働
保険事業所 JPN」

関連リンク
納付元事業所と保険事業所の設定

セルフ サービスの計画

従業員は、セルフ サービスを使用して、個人番号と有効期限および扶養家族を管理できます。特定の従
業員の個人番号がシステムにない場合は、編集オプションを有効にするか、またはオプションを無効にし
て、それ以降は人事部門担当者のみが更新する権限を持つようにします。

また、従業員が証明書類をアップロードするオプションもあります。

セルフ サービスの計画に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「個人番号 JPN」ページ HR_ESS_PER_NBR_JPN セルフ サービスを使用して、自分と扶養
家族の個人番号を表示します。

「従業員個人番号」ページ HR_PERSONAL_NM_JPN セルフ サービスを使用して、従業員個人
番号を編集します。

「扶養家族個人番号」ページ HR_PERSONAL_DP_JPN セルフ サービスを使用して、扶養家族個
人番号を編集します。

「個人番号 JPN」ページ
「個人番号 JPN」 (HR_ESS_PER_NBR_JPN) ページを使用して、従業員と扶養家族の個人番号情報を
表示します。
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ナビゲーション

「セルフサービス」, 「個人情報」, 「個人番号 JPN」

画像: 「個人番号 JPN」ページ

次の例では、「個人番号 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

「従業員個人番号」および「扶養家族個人番号」ページに移動
する場合に選択します。

「従業員個人番号」ページ
「従業員個人番号」 (HR_PERSONAL_NM_JPN) ページを使用して、従業員の個人番号情報を編集しま
す。
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ナビゲーション

「セルフサービス」, 「個人情報」, 「個人番号 JPN」

「編集」アイコンを選択して、「従業員個人番号」ページに移動します。

画像: 「従業員個人番号」ページ

次の例では、従業員個人番号 JPN ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

「扶養家族個人番号」ページ
「扶養家族個人番号」 (HR_PERSONAL_DP_JPN) ページを使用して、セルフ サービスによって扶養家
族個人番号を編集します。
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ナビゲーション

「セルフサービス」, 「個人情報」, 「個人番号 JPN」

「編集」アイコンを選択して、「扶養家族個人番号」ページに移動します。

画像: 「扶養家族個人番号」ページ

次の例では、「扶養家族個人番号」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

個人番号の一括アップロードの有効化

一括アップロード機能は、大人数の従業員グループのデータを変更するために使用します。

多数の従業員および従業員の扶養家族の個人番号をアップロードできます。

個人番号の一括アップロードの有効化に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「個人番号の一括アップロード」ページ HR_PERSNO_MUPL_JPN 従業員と扶養家族またはすべての従業
員の個人番号をアップロードし、一括アッ
プロードを実行します。

「個人番号の確認/最終決定」ページ HR_PERSN_MUPL2_JPN 従業員と扶養家族のデータを確認およ
び変更し、データを最終決定します。
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「個人番号の一括アップロード」ページ
「個人番号の一括アップロード」ページ (HR_PERSNO_MUPL_JPN) を使用して、すべての従業員の従業
員 ID と個人番号をシステムにアップロードします。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「人事・労務管理」, 「従業員データ JPN」, 「個人番号の一括
アップロード」

画像: 「個人番号の一括アップロード」ページ

次の例では、「個人番号の一括アップロード」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

添付の追加 添付ファイルを .csv 形式でアップロードして、従業員の個人番
号情報を含むファイルをアップロードする場合に選択します。

「個人番号の確認/最終決定」ページ
「個人番号の確認/最終決定」 (HR_PERSN_MUPL2_JPN) ページを使用して、従業員と扶養家族の個
人データ コンポーネントにアップロードされるデータを最終決定します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「人事・労務管理」, 「従業員データ JPN」, 「個人番号の確
認/最終決定」

画像: 「個人番号の確認/最終決定」ページ

次の例では、「個人番号の確認/最終決定」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。
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第12章

社会保険の管理

社会保険ルールについて

この項では、次について説明します。

• 標準報酬の計算。

• 保険料の計算。

標準報酬の計算
この項では、次の計算に使用するルールとエレメントについて説明します。

• 報酬月額。

• 標準報酬月額および等級。

• 定時決定または随時改定に対する資格。

• 固定的賃金の遡及支給または遡及減額。

報酬月額

システムは、報酬月額の計算をサポートするルールとエレメントが付属しています。その一部を次に説明し
ます。

• 累計では、社会保険料および給与の固定的賃金部分の月次変動の対象となる、現金支給と現物支
給が管理されます。

• 変数、フォーミュラおよび累計では、支給タイプごとに、毎月の支給の支払い基礎日数が管理および
評価されます。

• フォーミュラによって、その従業員が基礎日数を満たして働いた算定月に対する平均報酬月額が計
算されます。

標準報酬月額および等級

PeopleSoft では、標準報酬月額表を配布および管理しています。「標準報酬月額保険料額表 JPN」ペー
ジのこの表で値と等級を表示します。
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定時決定または随時改定に対する資格

給与計算実行の際には、随時改定または定時決定の資格を管理するために、次の 4 つの値が使用され
ます。

随時改定 随時改定のすべての条件を満たしている従業員に対し指定さ
れます。

随時改定候補 2 か月前より固定的賃金総額が増加または減少している従業
員に対し指定されます。過去 3 か月間に対するその従業員の
標準報酬月額が計算され、随時改定の資格の有無が判定さ
れます。

定時決定 定時決定の資格のある従業員に対し指定されます。

該当なし この値は、システム入力値を無効にするために使用されます。

レポート作成でどの計算を実行し、どの従業員を選択するかを決定するために、これらの値が使用されま
す。

固定的賃金の遡及支給または遡及減額

従業員に固定的賃金の遡及支給または遡及減額がある場合、遡及支払い対象月の基礎日数が満たさ
れれば、算定期間に対する修正平均報酬月額が計算されます。随時改定の資格は、修正平均報酬月額
を基に決定されます。

保険料の計算
この項では、次の項目の決定方法について、注意する必要がある重要な情報を説明します。

• 給与に対する保険料計算。

• 賞与に対する保険料計算。

• 被保険者資格の取得者および喪失者に対する保険料控除。

• 事業主負担分の保険料。

給与に対する保険料計算

月給に対する社会保険料は、その月の月末時点の標準報酬月額に基づいて計算され、その次の月の
給与から差し引かれます。

給与から控除される社会保険料は、支払いが行われる月の前月の末日時点の次のデータの値に基づ
いて計算されます。

• 従業員の標準報酬月額。

• 標準報酬等級表。

• 「社会保険料率」ページで事業所に対して設定されている保険料率。
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• 「社会保険データ管理 JPN」ページに入力されている従業員の社会保険データ。

これは、5 月に行われる控除には、同年の 4 月 30 日時点の有効日を持つ値が使用されることを意味し
ます。月末時点で有効なデータが、翌月に控除される保険料の計算で使用するデータになっていることを
確認する必要があります。

注: 月給に対する社会保険料は、その月の月末時点の標準報酬月額のみに基づいて計算されます。そ
の月の実際の給与支給額は、保険料にまったく影響しません。

賞与に対する保険料計算

賞与から控除される社会保険料は、「社会保険料率」ページで設定されている、賞与が支給される月の
月末時点の有効日を持つ事業所の保険料率の値に基づいて計算されます。計算に使用される標準賞
与額は、実際の賞与総額から 1,000 円未満を切り捨てた額になります。健康保険および厚生年金保険に
対し、標準賞与額には上限があります。

被保険者資格の取得者および喪失者に対する保険料控除

システムでは、従業員の社会保険データを参照して、支払いの月またはその前月に被保険者資格の取
得または喪失の変更理由があるかどうかが確認されます。被保険者資格の取得または喪失の変更理由
がある場合は、給与に対して適切な控除が計算されます。

社会保険の被保険者資格喪失データは、受給者の最後の支給が処理される前に入力する必要がありま
す。

たとえば、従業員の最終勤務日が 5 月 10 日、最後の支給の支給期間が 4 月 16 日から 5 月 15 日であ
るとします。給与計算は 5 月 20 日に行われます。この場合は、5 月 20 日に最後の支給が処理される前
に、5 月 11 日を有効日とする、この従業員の社会保険の被保険者資格喪失データを入力する必要があ
ります。

事業主負担分の保険料

システムには、受給者社会保険フラグ変数 SC VR CALC ER FLG が含まれています。この変数を使用
して、事業主負担分の保険料を計算するかどうかを指定します。このフラグの値が真の場合、事業主およ
び従業員に対する次の保険料が計算されます。

• 健康保険。

健康保険の事業主負担分が変数 SC VR HEL CO として計算されます。計算された値は、書込み可
能アレイ GPJP WA SC RPT SAL および GPJP WA SC RPT BON によって GPJP_WA_SCRPT テー
ブルに保存されます。

• 介護保険。

介護保険の事業主負担分が変数 SC VR NUR CO として計算されます。計算された値は、書込み可
能アレイ GPJP WA SC RPT SAL および GPJP WA SC RPT BON によって GPJP_WA_SCRPT テー
ブルに保存されます。

• 厚生年金保険。
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厚生年金保険の事業主負担分が変数 SC VR PEN CO として計算されます。計算された値は、書込
み可能アレイ GPJP WA SC RPT SAL および GPJP WA SC RPT BON によって GPJP_WA_SCRPT
テーブルに保存されます。

• 厚生年金基金。

厚生年金基金の事業主負担分が変数 SC VR FND CO として計算されます。計算された値は、書込
み可能アレイ GPJP WA SC RPT SAL および GPJP WA SC RPT BON によって GPJP_WA_SCRPT
テーブルに保存されます。

「社会保険料率」ページで、健康保険、介護保険、厚生年金保険および厚生年金基金の保険料に対する
負担率を設定できます。

「「社会保険料率 JPN」ページ」を参照してください。

児童手当拠出金も計算されます。この拠出金は厚生年金報酬総額に基づいて、社会保険チェック レ
ポートの一部として計算されます。

関連リンク
社会保険処理に関する設定
「社会保険データ管理 JPN」ページ
雇用終了処理について

社会保険用に配布された支給エレメントおよび控除エレメントの参照

控除 説明

SC FND BON 厚生年金基金掛金 (賞与)。

SC FND SAL 厚生年金基金掛金 (給与)。

SC HEL BON 健康保険料 (賞与)。

SC HEL SAL 健康保険料 (給与)。

SC NUR BON 介護保険料 (賞与)。

SC NUR SAL 介護保険料 (給与)。

SC PEN BON 厚生年金保険料 (賞与)。

SC PEN SAL 厚生年金保険料 (給与)。
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支給 説明

SC REM S01 1 月の報酬月額。

SC REM S02 2 月の報酬月額。

SC REM S03 3 月の報酬月額。

SC REM S04 4 月の報酬月額。

SC REM S05 5 月の報酬月額。

SC REM S06 6 月の報酬月額。

SC REM S07 7 月の報酬月額。

SC REM S08 8 月の報酬月額。

SC REM S09 9 月の報酬月額。

SC REM S10 10 月の報酬月額。

SC REM S11 11 月の報酬月額。

SC REM S12 12 月の報酬月額。

PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

前提条件

社会保険料を計算する前に、次の設定を行う必要があります。

• 社会保険事業所の設定。

• 社会保険料率の設定。

関連リンク
社会保険処理に関する設定
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従業員の社会保険データの準備

この項では、従業員社会保険データの準備の概要について説明します。

従業員社会保険データの準備に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「社会保険データ管理 JPN」ページ GPJP_SC_PYE_DATA 従業員社会保険データを入力および更
新します。新規加入者の報酬月額およ
びその他の社会保険個人情報を入力し
ます。このページを自動的に更新するに
は、標準報酬月額更新プロセスを実行
します。保険者算定の場合は、手動で更
新データを入力できます。

「社会保険扶養者情報 JPN」ページ GPJP_SC_DEP_DATA 受給者の社会保険扶養者情報を管理し
ます。

従業員社会保険データの準備の概要
「社会保険データ管理 JPN」ページで、従業員の報酬月額およびその他の社会保険個人情報を入力また
は更新します。最初にシステムを設定するとき、または新しい従業員を登録するときは、この情報を手動
で入力します。標準報酬月額更新プロセス (GPJP_UPD_REM) を実行すると、報酬月額が自動的に更
新されます。その後で、データを編集できます。

有効日について

次のリストでは、標準報酬月額更新プロセスによって入力される随時改定および定時決定の有効日に
ついて説明します。

• 随時改定。

改定後の標準報酬月額および標準報酬等級の有効日は、随時改定の対象となった給与計算の月
の翌月の最初の日になります。

たとえば、5 月の給与計算の最終決定後に随時改定処理を行い、受給者が随時改定の対象となる
と、改定後の標準報酬月額および標準報酬等級の有効日は 6 月 1 日になります。6 月の社会保険
料は、新しい等級で計算され、7 月の給与計算で受給者の給与から控除されます。

• 定時決定。

改定後の標準報酬月額および標準報酬等級の有効日は、9 月 1 日です。9 月の社会保険料は、新
しい等級で計算され、10 月の給与計算で受給者の給与から控除されます。
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複数雇用レコードに対する標準報酬月額および保険料の計算

複数の職務、つまり雇用レコードから給与を受け取る従業員の場合、法律により、標準報酬月額は、すべ
ての雇用レコードから支給される給与を加算した額になります。標準報酬月額は、対象月の報酬月額に
基づいて、随時改定処理または定時決定処理で計算します。給与に対する社会保険料は標準報酬月
額に基づいて計算し、「社会保険データ管理 JPN」ページで割り当てた雇用レコード番号によって支給さ
れている給与から控除します。

複数の雇用レコードから賞与を受け取る従業員の場合、標準賞与額は、すべての雇用レコードから支給さ
れる賞与を加算した額になります。賞与に対する社会保険料は標準賞与額に基づいて計算し、「社会保
険データ管理 JPN」ページで割り当てた雇用レコード番号によって支給されている賞与から控除します。

雇用レコード番号 給与 報酬月額 標準報酬月額 健康保険料

0 300,000 円 400,000 円 (300,000 円
+ 100,000 円)

410,000 円 32,000 円 (410,000
円×8%)

1 100,000 円 0 0 0

複数雇用レコードによって給与が支給される場合に、どのように社会保険料を計算するかを設定するに
は、次の手順に従います。

1. 次の 5 つのユーザー定義の支給エレメントを作成します。これらのエレメントは、PeopleSoft からは配
布されません。

• 個別支給金銭報酬 (給与): このエレメントは、現金報酬総額 (給与) 累計 ER AC CASH REM
SAL で累計する必要があります。

• 個別支給現物報酬 (給与): このエレメントは、現物報酬総額 (給与) 累計 ER AC NCSH REM
SAL で累計する必要があります。

• 個別支給固定的賃金: このエレメントは、固定的賃金総額 (給与) 累計 ER AC FIX WAGE SAL
で累計する必要があります。

• 個別支給金銭報酬 (賞与): このエレメントは、現金報酬総額 (賞与) 累計 ER AC CASH REM
BON で累計する必要があります。

• 個別支給現物報酬 (賞与): このエレメントは、現物報酬総額 (賞与) 累計 ER AC NCASH REM
BO で累計する必要があります。

2. 手順 1 で設定した支給エレメントをプロセス リストおよびエレメント グループに追加します。

3. ポジティブ入力を使用して、雇用レコード番号 1 から支給された報酬額を、雇用レコード番号 0 の対
応する支給エレメントに入力します。

雇用レコード番号 0 に対する給与計算プロセスによって、雇用レコード番号 1 と 0 の合計に対する社
会保険料が計算されます。
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再雇用された従業員の賞与金額に対する健康保険料の計算

受給者の社会保険事業所が変わっていない場合、雇用レコード番号にかかわらず、再雇用された従業員
の健康保険料計算のための賞与金額を累計する必要があります。例:

• 受給者 A は、2007 年 12 月 10 日に賞与 (5,000,000 円) を受け取ります。

• 受給者 A は、2007 年 12 月 31 日に雇用終了します。

• 受給者 A は、2008 年 1 月 1 日に「従業員情報の追加」を使用して再雇用されます。

• 受給者 A は、2008 年 1 月 10 日に賞与 (500,000 円) を受け取ります。

この場合、2007 年 4 月から 2008 年 3 月までの賞与合計金額が 5,400,000 円を超えているので、受給
者の 1 月 10 日の賞与からは、100,000 円についてのみ控除する必要があります。

「社会保険データ管理 JPN」ページ
「社会保険データ管理 JPN」ページ (GPJP_SC_PYE_DATA) を使用して、従業員社会保険データを入力
および更新します。

新規加入者の報酬月額およびその他の社会保険個人情報を入力します。このページを自動的に更新す
るには、標準報酬月額更新プロセスを実行します。保険者算定の場合は、手動で更新データを入力でき
ます。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「社会保険」, 「社会保険データ管理 JPN」,
「社会保険データ管理 JPN」

画像: 「社会保険データ管理 JPN」ページ

次の例では、「社会保険データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページ
のフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

有効日 このページの情報が有効になる日付を入力します。

給与計算システムとしてグローバル ペイロールを使用し始めた
日付より前の日付を指定すると、グローバル ペイロールの計算
にはまったく使用されない情報を入力できます。この場合、「社
会保険データ管理 JPN」ページの雇用レコード番号と職務テーブ
ルの給与計算システム フラグの整合性は検証されません。

雇用レコード (雇用レコード番号) 社会保険の控除を適用する雇用レコード番号を入力します。社
会保険データは、職務テーブル上の現在の給与計算システム
フラグがグローバル ペイロールである雇用レコード番号とのみ関
連付けることができます。
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被保険者資格取得日 従業員が社会保険事業所の被保険者資格を取得した日付を
入力します。システムでは、このフィールドは使用されません。か
わりに、変更理由が新規加入や再加入になっているデータの有
効日が、被保険者資格取得日として使用されます。

変更理由 社会保険の被保険者資格取得/喪失ステータスの管理に使用
する値を選択します。値は次のとおりです。

1. 新規加入: 社会保険料控除の際に、被保険者資格取得日
として、このデータの有効日が使用されます。その他社会保
険届ファイル作成プロセスでは、資格取得届作成時に、こ
の「変更理由」の行が取得されます。

2. 再加入: 社会保険料控除の際に、被保険者資格取得日と
して、このデータの有効日が使用されます。その他社会保
険届ファイル作成プロセスでは、資格取得届作成時に、こ
の「変更理由」の行が取得されます。

3. 資格喪失 (死亡): 被保険者資格喪失日として、このデータの
有効日が使用されます。その他社会保険届ファイル作成プ
ロセスでは、資格喪失届作成時に、この「変更理由」の行が
取得されます。

4. 資格喪失 (年齢 - 厚生年金): 被保険者資格喪失日として、
このデータの有効日が使用されます (PI)。その他社会保
険届ファイル作成プロセスでは、資格喪失届作成時に、こ
の「変更理由」の行が取得されます。

5. 資格喪失 (その他): 被保険者資格喪失日として、このデータ
の有効日が使用されます。その他社会保険届ファイル作成
プロセスでは、資格喪失届作成時に、この「変更理由」の行
が取得されます。

6. 随時改定: この値は、受給者が随時改定の対象となったと
きに、標準報酬月額更新プロセスによって設定されます。

7. 定時決定: この値は、従業員が定時決定の対象となったと
きに、標準報酬月額更新プロセスによって設定されます。

8. その他: この値は、社会保険データを変更する場合に使用し
ます。たとえば、新しい有効日付きの行を作成して、健康保
険被保険者証番号や厚生年金基金加入員番号を変更で
きます。たとえば、受給者が産前産後休業を開始または終
了するときに、この値を選択できます。

9. 除外: 社会保険料の控除から除外されます。この値を使用
すると、受給者が次の両方の条件に当てはまる場合に社会
保険料の控除から除外する雇用レコードを指定できます。
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• 雇用レコード番号が月の途中で変更されている。

• 受給者の社会保険事業所が変わっていない。

10. 資格喪失 (年齢 - 健康保険) 受給者が 75 歳に達すると、健
康保険 (HI) のみ終了します。ただし、ほとんどの場合、受
給者は年齢のために厚生年金プランをすでに終了していま
す。

11. 資格喪失 (障害): 受給者が 65 から 74 歳の場合、一定レベ
ルの障害を負ったため、健康保険のみ終了します。受給者
の環境および障害のレベルによっては、受給者は厚生年金
によってカバーされる場合があります。

12. 資格喪失後新規加入: 受給者が事業所を終了し、同じ日に
別の事業所に加入した場合、「資格取得」 ではなくこの「変
更理由」を使用します。システムは、受給者の保険料控除の
資格を評価するとき、および資格喪失届を生成するとき、前
の日付の行で追跡された事業所を受給者が終了したもの
とみなします。

13. 育児休業後改定: 受給者が育児休業から復職したことによ
る報酬改定の対象になるときに選択します。この値は、標準
報酬月額更新プロセスによって使用されます。

控除から除外する雇用レコードが選択されていない場合、複数
の雇用レコードから社会保険料が控除されます。雇用レコードが
変更される月の前の月の末日が「有効日」になっているデータ
を作成する必要があります。

注: 「資格喪失 (年齢 - 厚生年金)」、「資格喪失 (年齢 - 健康保
険)」および「資格喪失 (障害)」は、レポート用にのみ使用されま
す。システムは、受給者の年齢と、「健康保険を除外」チェック
ボックスが選択されているかどうかに基づいて、受給者の保険
料控除の資格を判定します。その他の喪失の値は、資格の評価
とレポートの生成の両方に使用されます。

社会保険事業所番号 ここで選択した事業所に対して定義されている保険料率が、こ
の従業員の保険料の計算に使用されます。

産前産後休業 従業員が育児休業中の場合、このチェック ボックスを選択しま
す。システムは、育児休業では従業員の社会保険料を控除しま
せん。

さらに、このチェック ボックスの選択が解除されている行をシス
テムが検出し、受給者のレコードにこのチェック ボックスが選択
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されている以前の有効日行が含まれる場合、社会保険報酬月
額ロード プロセスは受給者が育児休業から復職したものと判
断します。

パートタイム 従業員がパートタイム従業員の場合、このチェック ボックスを選
択します。定時決定処理での報酬月額総額の計算時や、算定
基礎届の作成時に、この値が使用されます。

報酬月額 「変更理由」が「新規加入」、「再加入」または「資格喪失後新規加
入」の場合、この値が金銭報酬月額および現物報酬月額の合
計額として使用されます。

標準報酬月額更新プロセスを実行すると、この値が更新されま
す。計算期間中に従業員の遡及支払い調整がある場合、修正
平均報酬月額が入力されます。

この値を基にして、従業員の標準報酬月額および標準報酬等
級が決定されます。

報酬月額 (金銭) (金銭報酬月額) 受給者の加入時の金銭報酬月額の予定額を入力します。シス
テムは、このフィールドを使用して「報酬月額」を生成します。こ
のフィールドは、「変更理由」が「新規加入」または「再加入」のと
きにのみ表示されます。

報酬月額 (現物) (現物報酬月額) 受給者の加入時の現物報酬月額の予定額を入力します。シス
テムは、このフィールドを使用して「報酬月額」を生成します。こ
のフィールドは、「変更理由」が「新規加入」または「再加入」のと
きにのみ表示されます。

標準報酬/等級

この有効日に対する「報酬月額」フィールドの値に基づいた標準報酬月額および標準報酬等級が表示さ
れます。

これらの値は表示専用です。テーブルには保存されません。

注: 平均標準報酬が上限より多いか、または下限より少ない従業員の場合、このグループ ボックスには
ダミーの等級が表示されます。これらのダミー等級の目的は、受給者が 1 回の随時改訂の除外対象であ
る場合に給与計算管理者に通知することです。等級が 2 等級以上変更された従業員のみが随時改訂
の対象となります。

健康保険

特に高齢者に対して使用される新しい健康保険システムが、2008 年 4 月 1 日に導入されました。この
日以降、75 歳以上の受給者には健康保険が適用されません。75 歳以上の受給者がこのシステムに移
行すると、従業員に対する現在の健康保険システムから除外されます。
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通常、システムは支払い日での各従業員の年齢を評価し、75 歳以上の受給者を健康保険料控除から
除外します。ユーザーは、これらの受給者を追跡する必要はありません。

それ以外の場合で、従業員に対する現在の健康保険から受給者を除外できる場合、受給者は新しい健
康保険システムに移行する前に次の条件を両方とも満たす必要があります。

• 受給者が 65 歳以上である。

• 受給者に一定のレベルの障害がある。

このような受給者を追跡するには、「健康保険を除外」チェック ボックスを選択します。

介護保険

特定被保険者 このチェック ボックスを選択すると、受給者の年齢に関係なく
介護保険料が計算および控除されます。

除外 このチェック ボックスを選択すると、受給者の年齢に関係なく
介護保険料は計算および控除されません。

厚生年金

基礎年金番号 必要に応じて、従業員とその配偶者の基礎年金番号を入力し
ます。これらの値は、資格取得届、資格喪失届および住所変更
届で使用されます。

配偶者基礎年金番号 このフィールドの値は参照専用です。給与計算システムでは使
用されません。

厚生年金高齢任意加入被保険者資格 従業員が 70 歳以上で、厚生年金保険負担分の給与計算控除
の対象である場合、このチェック ボックスを選択します。年齢の
ために厚生年金保険の被保険者資格を喪失した従業員を確
認するには、厚生年金 70 歳到達者レポートを使用します。

最終更新情報の更新

フィールド 手動入力 自動入力

最終更新 オンライン ユーザー システム

更新日 現在の日付 プロセスの実行日

「社会保険扶養者情報 JPN」ページ
「社会保険扶養者情報 JPN」ページ (GPJP_SC_DEP_DATA) を使用して、受給者の社会保険扶養者情
報を管理します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「社会保険」, 「社会保険扶養者情報 JPN」,
「社会保険扶養者情報 JPN」

画像: 「社会保険扶養者情報 JPN」ページ

次の例では、「社会保険扶養者情報 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このペー
ジのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

扶養者が従業員の健康保険に含まれている場合、「健康保険被扶養者」チェック ボックスを選択しま
す。

報酬月額関連レポートの準備

この項では、報酬月額関連レポートの概要について説明します。

報酬月額関連レポートの準備に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「社会保険報酬月額ロード JPN」ページ GPJP_RC_SC_LOAD 報酬月額ロード結果プロセスを実行しま
す。

「報酬月額計算結果の確認 JPN」ページ GPJP_SC_MTH_REMUN 個別の従業員に対する報酬月額計算
の結果を表示および編集します。報酬月
額ロード結果アプリケーション エンジン
プロセスによって、このページのデータは
ロードおよび更新されます。このプロセス
のラン コントロール ページで入力した値
によって、このページで参照できる従業
員が決まります。
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ページ名 定義名 用途

「社会保険報酬月額更新 JPN」ページ GPJP_RC_SC_LOAD 従業員社会保険データを更新します。標
準報酬月額更新プロセスを実行して、随
時改定または定時決定の対象となる従
業員の「社会保険データ管理 JPN」ペー
ジの報酬月額を更新します。

報酬月額関連レポートについて
報酬月額ロード結果プロセス (GPJP_LD_REM) では、ヒューマン リソース管理およびグローバル ペイロー
ルのテーブルから情報が収集され、報酬月額計算結果テーブル (GPJP_MTHRMN_TBL) が更新されま
す。このテーブルは、PeopleSoft が提供する 3 つの報酬月額関連レポートと 1 つのページの元データにな
ります。ユーザーは必要に応じて、報酬月額計算結果テーブルのデータにアクセスする独自の Structured
Query Report (SQR)、サービス オペレーションまたは電子データ ファイルを作成できます。

ここでは、報酬月額関連レポートの準備方法を説明します。

1. 給与計算実行を最終決定します。

2. 報酬月額ロード結果アプリケーション エンジン プロセス (GPJP_LD_REM) を実行します。

3. 報酬月額結果ページで報酬月額の結果を確認および修正します。

4. 次の報酬月額関連レポートを実行します。

• 月額変更届。

• 算定基礎届 (6 月の給与計算のみ)。

• 算定基礎届総括表基礎資料 (6 月の給与計算のみ)。

5. 標準報酬月額更新アプリケーション エンジン プロセス (GPJP_UPD_REM) を実行します。

「社会保険報酬月額ロード JPN」ページ
「社会保険報酬月額ロード JPN」ページ(GPJP_RC_SC_LOAD) を使用して、報酬月額ロード結果プロセス
を実行します。



社会保険の管理 第12章

136 Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会保険報酬月額ロード JPN」, 「社会保険報
酬月額ロード JPN」

画像: 「社会保険報酬月額ロード JPN」ページ

次の例では、「社会保険報酬月額ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

報酬月額ロード結果プロセスでは、報酬月額計算結果テーブル (GPJP_MTHRMN_TBL) に値をロードし
ます。

選択したカレンダー グループに対する給与計算は最終決定されている必要があります。そうでない場合
は、エラー メッセージが表示されます。このプロセスでは、指定されたカレンダー グループがどの月に当
たるかを決める際に、支給日を使用します。次の表は、データのロード対象別に、ロードされるカレンダー グ
ループ ID の月を一覧にしたものです。

該当タイプ ロードされる月

随時改定 すべての月

随時改定候補 すべての月

定時決定 6 月のみ

「報酬月額計算結果の確認 JPN」ページ
「報酬月額計算結果の確認 JPN」ページ (GPJP_SC_MTH_REMUN) を使用して、個別の従業員に対す
る報酬月額計算の結果を表示および編集します。

報酬月額ロード結果アプリケーション エンジン プロセスによって、このページのデータはロードおよび更新
されます。このプロセスのラン コントロール ページで入力した値によって、このページで参照できる従業員
が決まります。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「報酬月額計算結果の確認 JPN」, 「報酬月額計
算結果の確認 JPN」
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対象 その従業員が随時改定または定時決定の対象かどうかを示
します。値には、「随時改定該当」、「随時改定候補」、「定時決定該
当」および「該当なし」があります。

「標準報酬の計算」を参照してください。

各月の報酬月額

各月の社会保険料の計算対象となる金銭報酬および現物報酬の金額を表示または更新します。

月 対象期間の 3 か月が表示されます。

支払基礎日数 該当月の給与計算に使用した基礎日数が表示されます。

報酬月額合計 金銭報酬および現物報酬の総額が表示されます。この値
は、「報酬月額 (金銭)」または「報酬月額 (現物)」フィールドの
値を変更すると自動的に更新されます。

改定後報酬月額

このグループ ボックスでは、「報酬月額合計」、「平均」、「改定後 (健保)」、「改定後 (厚年)」の値を手動
で更新できます。「報酬月額 (金銭)」や「報酬月額 (現物)」フィールドの値を変更しても、これらのフィール
ドの値は自動的に再計算されません。このページの保存時に、値が変更されている場合はこれらのフィー
ルドの値を手動で更新するように警告するメッセージが表示されます。

報酬月額合計 基礎日数が基準に達している、計算対象の月の報酬総額が表
示されます。

平均 計算対象の期間の平均報酬月額が表示されます。

修正平均報酬月額 計算対象の月以外の遡及金額を含まない、この期間に対する
平均報酬月額が表示されます。

従前 (健保) 定時決定または随時改定前の、健康保険に対する標準報酬月
額が表示されます。

従前 (厚年) 定時決定または随時改定前の、厚生年金保険に対する標準報
酬月額が表示されます。

改定後 (健保) 定時決定または随時改定によって改定された、健康保険に対
する標準報酬月額が表示されます。

改定後 (厚年) 定時決定または随時改定によって改定された、厚生年金保険
に対する標準報酬月額が表示されます。
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備考欄

遡及支払額 計算から除外された月の遡及金額を除いた遡及報酬の合計
金額が表示されます。遡及減額は、マイナスの金額で表示され
ます。

固定的賃金の変動

差額 固定的賃金に適用された増減額が表示されます。減額の場合
は、マイナスで表示されます。

有効月 遡及が発生した月を入力します。給与変更が発生した月では
ありません。たとえば、4 月に昇給があって 4 月の支給から適用
された場合、この値は 4 になります。5 月に昇給があって 4 月の
支給から適用された場合、この値は 5 になります。

フィールド 手動入力 自動入力

最終更新 オンライン ユーザー システム。

更新日 現在の日付 プロセスの実行日。

関連リンク
社会保険ルールについて

「社会保険報酬月額更新 JPN」ページ
「社会保険報酬月額更新 JPN」ページ (GPJP_RC_SC_LOAD) を使用して、従業員社会保険データを更
新します。

標準報酬月額更新プロセスを実行して、随時改定または定時決定の対象となる従業員の「社会保険
データ管理 JPN」ページの報酬月額を更新します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会保険報酬月額更新 JPN」, 「社会保険報酬
月額更新 JPN」

画像: 「社会保険報酬月額更新 JPN」ページ

次の例では、「社会保険報酬月額更新 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

標準報酬月額更新プロセスを実行して、随時改定または定時決定の対象となる従業員の「社会保険
データ管理 JPN」ページの報酬月額を更新します。「選択条件」フィールドを使用して、レポートに出力する
報酬月額結果データを選択します。

このプロセスは、報酬月額ロード結果プロセスと同じラン コントロール ページを使用しています。

関連リンク
「社会保険報酬月額ロード JPN」ページ

社会保険料の計算の確認

この項では、社会保険料の計算の確認についての概要について説明します。

社会保険料レポートの実行に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「社会保険料サマリ レポート JPN」ページ GPJP_RC_SC_GRD 社会保険料サマリ レポートを作成して、
事業所内のすべての従業員の社会保
険料および等級に関する情報を確認し
ます。

「社会保険料照会レポート JPN」ページ GPJP_RC_SC_CHK 社会保険料照会レポートを作成して、前
月と当月の間で保険料が変更された従
業員を確認します。
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社会保険料の計算の確認について
グローバル ペイロール (日本) では、社会保険料の計算後、従業員および事業主に対する控除が行われ
ます。社会保険取扱い機関でも、これらの保険料は別途計算されます。社会保険チェック レポートで、こ
れらの値を比較できます。値を比較するには、次の手順に従います。

1. 社会保険取扱い機関から保険料の支払いに関する書類を取得します。

社会保険取扱い機関からは、前月分の納入告知書、算定内訳書および増減内訳書が送られてきま
す。

2. 社会保険料サマリ レポートおよび社会保険料照会レポートを使用して、社会保険取扱い機関のデー
タとグローバル ペイロールでの計算結果を比較します。

社会保険サマリ レポートでは、給与と賞与に対する従業員と事業主それぞれの保険料負担分、およ
び等級別被扶養者数などの情報が、事業所 ID ごとに表示されます。

社会保険照会レポートでは、その月に保険料が変更された受給者が、事業所 ID ごとにリスト出力さ
れます。

「社会保険料サマリ レポート JPN」ページ
「社会保険料サマリ レポート JPN」ページ (GPJP_RC_SC_GRD) を使用して社会保険料サマリ レポートを
作成し、事業所内のすべての従業員の社会保険料および等級に関する情報を確認します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会保険料サマリ レポート JPN」, 「社会保険料
サマリ レポート JPN」

画像: 「社会保険料サマリ レポート JPN」ページ

次の例では、「社会保険料サマリ レポート JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。
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レポート リクエスト パラメータ

レポートを実行する対象年度、月および社会保険事業所番号を指定します。たとえば、3 月に控除をして
社会保険取扱い機関に支払われた保険料のサマリ レポートを出力する場合、「月」フィールドに 03 を指
定します。

「社会保険料照会レポート JPN」ページ
「社会保険料照会レポート JPN」ページ (GPJP_RC_SC_CHK) を使用して社会保険料照会レポートを作
成し、前月と当月の間で保険料が変更された従業員を確認します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会保険料照会レポート JPN」, 「社会保険料照
会レポート JPN」

画像: 「社会保険料照会レポート JPN」ページ

次の例では、「社会保険料照会レポート JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

「対象年度」および「月」 レポートを実行する年度と月を入力します。たとえば、2 月および
3 月に控除をして社会保険取扱い機関に支払われた保険料の
差をレポート出力するには、「月」フィールドに 03 を指定します。

レポート リクエスト パラメータ

当月中に保険料が変更された従業員を検索するオプションのチェック ボックスを選択します。複数のオ
プションをオンにすると、オンにしたオプションに対応するすべての保険料に対し、変更のある受給者が
検索されます。たとえば、「健康保険」および「介護保険」をオンにすると、前月と当月の間に健康保険料
と介護保険料が変更された受給者がリスト出力されます。

レポート リクエスト パラメータを指定しない場合は、保険料に変更がなくても、すべての受給者の社会保
険料が出力されます。
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受取人 ID タイプ

該当するオプションを選択します。

注: このオプションでは、保険番号のみを切り替えることができます。生成されるレポート形式は、社会保
険庁の形式に準拠しています。ただし、健康保険組合および年金保険組合の形式には準拠していませ
ん。

社会保険レポートの実行

この項では、社会保険レポートの概要とレポートの実行に使用するページについて説明します。

社会保険レポートの実行に使用するページ
ページ名 定義名 ナビゲーション 用途

「月額変更届 JPN」ページ GPJP_RC_SC01 「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「月
額変更届 JPN」, 「月額変更
届 JPN」

月額変更届 (GPJPSC01) を
作成します。随時改定の対象
となるすべての従業員の社会
保険および報酬に関する情
報がリスト出力されます。

「算定基礎届 (年間) JPN」
ページ

GPJP_RC_SC03 「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「算
定基礎届 (年間) JPN」, 「算
定基礎届 (年間) JPN」

算定基礎届 (GPJPSC02) を
作成します。定時決定の対象
となるすべての従業員の社会
保険および報酬に関する情
報がリスト出力されます。

「算定基礎届総括表基礎資
料 JPN」ページ

GPJP_RC_SC03 「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「算
定基礎届総括表基礎資料
JPN」, 「算定基礎届総括表基
礎資料 JPN」

算定基礎届総括表記入のた
めの基礎資料 (GPJPSC03)
を作成します。定時決定およ
び随時改定の対象となる従
業員の情報がまとめて出力さ
れます。

「社会保険賞与支払届 JPN」
ページ

GPJP_RC_SC_BNS 「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」, 「社会保険」,
「社会保険賞与支払届 JPN」,
「社会保険賞与支払届 JPN」

受給者ごとの賞与額がリスト
出力されます。

「厚生年金 70 歳到達者レ
ポート JPN」ページ

GPJP_RC_SC04 「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「厚
生年金 70 歳到達者レポート
JPN」, 「厚生年金 70 歳到達
者レポート JPN」

厚生年金保険資格喪失者一
覧表 (GPJPSC04) を作成しま
す。年齢が 70 歳に達したた
めに厚生年金の被保険者資
格を失った従業員がリスト出
力されます。
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社会保険レポートについて
次のレポートを印刷できます。

• 月額変更届 (GPJPSC01): 月額変更に該当する従業員がいる月に提出します。

• 算定基礎届 (GPJPSC02): 毎年提出します。

• 算定基礎届総括表基礎資料 (GPJPSC03): 算定基礎届総括表の作成に使用できます。

• 賞与支払い届 (GPJPSC05)。

• 賞与支払い届総括表 (GPJPSC06)。

• 厚生年金保険資格喪失者一覧表 (GPJPSC04): 「社会保険データ管理 JPN」ページの「厚生年金高
齢任意加入被保険者資格」フィールドの確認および変更に使用します。

報酬月額関連レポートは、東京都の書式で提供されています。この書式は、必要に応じて修正することが
できます。

これらのレポートの詳細について、次に説明します。

月額変更届

給与計算の結果、随時改定の対象となる従業員がいた場合に、社会保険取扱い機関に提出するレポー
トです。このレポートには、随時改定 (2 か月前に固定的賃金が増加または減少した結果、標準報酬等級
が 2 等級以上変化した) の対象となるすべての従業員に関する次の情報がリストされます。

• 健康保険被保険者証番号、氏名、生年月日および種別。

• 対象期間の 3 か月の月ごとの、支払い基礎日数、金銭報酬、現物報酬および報酬の合計額。

• 報酬月額合計、健康保険料標準報酬月額と厚生年金標準報酬月額の変更前および変更後の値。

• 遡及支払い額、昇降給差の月額および昇降給月。

算定基礎届

毎年 7 月 10 日までに社会保険取扱い機関に提出するレポートです。定時決定の対象となった従業員に
ついて、次の情報がリスト出力されます。

• 健康保険被保険者証番号、氏名、生年月日および種別。

• 当年度の 4 月、5 月、6 月の、支払い基礎日数、金銭報酬、現物報酬および報酬の合計額。

• 報酬月額合計、健康保険料標準報酬月額と厚生年金標準報酬月額の変更前および変更後の値。

• 遡及支払い額、昇降給差の月額および昇降給月。
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算定基礎届総括表基礎資料

このレポートの情報を使用して、毎年被保険者報酬月額算定基礎届と一緒に社会保険取扱い機関に提
出する算定基礎届総括表を作成します。このレポートには、事業所ごとに次の情報が出力されます。

• 6 月 1 日から 7 月 1 日の間に被保険者となった従業員の人数。

• 算定基礎届を提出している従業員の人数。

• 7 月に随時改定の対象となった従業員の人数。

• 8 月、9 月の随時改定候補の従業員ごとの健康保険被保険者証番号および氏名。

賞与支払い届

このレポートは、賞与の支給後にその都度提出します。このレポートには、次の情報がリスト出力されま
す。

• 健康保険被保険者証番号、生年月日、氏名および種別。

• 現金賞与額。

• 現物賞与額。

• 賞与の合計額。

賞与支払い届総括表

このレポートは、賞与の支給後にその都度提出します。このレポートには、事業所番号ごとに、次の情報が
リスト出力されます。

• 賞与が支給された受給者の人数。

• 賞与の合計額。

• 被保険者の従業員の人数。

厚生年金保険資格喪失者一覧表

このレポートには、年齢が 70 歳に達したために厚生年金被保険者資格を喪失した従業員について、氏
名、従業員 ID、性別、役職、任意加入の資格があるかどうかの情報がリスト出力されます。また、事業所
番号および部門番号を指定すると、指定した事業所番号と部門番号ごとに厚生年金被保険者資格喪
失者の合計人数、任意加入被保険資格者の合計人数を出力することができます。

このレポートでは、ラン コントロール ページで対象日として入力した日付の時点で 70 歳以上になってい
る従業員が判別されます。
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社会保険レポート データ ファイルの作成

この項では、社会保険レポート データ ファイルの概要について説明します。

社会保険レポート データ ファイルの作成に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「社会保険月変算定届ファイル作成
JPN」ページ

GPJP_RC_SC_RPT1 月額変更届および算定基礎届のための
レポート ファイルを作成します。

「社会保険賞与支払届ファイル作成
JPN」ページ

GPJP_RC_SC_BNS2 社会保険賞与支払い届のためのレポー
ト ファイルを作成します。

「その他社会保険届ファイル作成 JPN」
ページ

GPJP_RC_SC_RPT2 資格取得届、資格喪失届および住所変
更届のためのレポート ファイルを作成し
ます。

レポート データ ファイルについて
前に説明した印刷するレポートの他に、電子ファイルとして提出できる社会保険レポートもあります。次の
レポートのための電子ファイルを作成できます。

• 月額変更届。

• 算定基礎届。

• 賞与支払い届。

• 資格取得届。

• 資格喪失届。

• 住所変更届。

3 つのプロセス、つまり 3 つのラン コントロール ページを使用して、次のファイルを作成します。

• 社会保険月変・算定届ファイル。

• 社会保険賞与支払い届ファイル。

• その他社会保険届ファイル。

これらの各プロセスの基本構造は同じです。まず、適切なテーブルからレポート データを取得します。次
に、データの内容とレポート ファイルの形式を検証します。最後に、データをファイルに出力します。

検証中にエラーが発生すると、検出されたエラーごとに詳細ログ ファイルが作成されます。このエ
ラー ログ ファイルには、レコードの行番号、従業員 ID、健康保険被保険者証番号、氏名、レポート
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タイプ、エラーの発生したフィールド名およびエラーの詳細が出力されます。エラー ログ ファイル名
は、gpjp_sc_det_log_プロセスのインスタンス番号.csv という形式になります。

データ内にカンマがあった場合は、強制的にスペースに置き換えられます。

社会保険月変・算定届ファイル

算定基礎届および月額変更届の両方の作成に使用されるプロセスでは、報酬月額計算結果レ
コード (GPJP_MTHRMN_TBL) から、対象日 (GPJP_OBJECT_DATE) および社会保険事業所
(GPJP_TAX_ESTAB) が「社会保険月変算定届ファイル作成 JPN」ページで指定した値と一致する行が
取得されます。取得された行からデータが抽出され、レポート ファイルの作成に使用されます。

月額変更届では、該当タイプ (GPJP_SUBJECT_IND) が随時改定である行が取得されます。算定基礎
届では、GPJP_SUBJECT_IND が定時決定である行が取得されます。

注: 社会保険月変算定届ファイルを作成する前に、社会保険報酬月額ロード プロセスを実行しておく必
要があります。

社会保険賞与支払い届ファイル

社会保険賞与支払い届ファイルの作成に使用されるプロセスでは、グローバル ペイロールの結果テーブ
ル (GPJP_WA_PIN) から、賞与の支給月の末日時点で保険に加入している受給者のデータ行が取得さ
れます。取得された行からデータが抽出され、レポート ファイルの作成に使用されます。

その他社会保険届ファイル

資格取得届、資格喪失届および住所変更届のファイルの作成に使用されるプロセスでは、従業員社会
保険データ テーブル (GPJP_SC_PYE_DTA) から、有効日が期間内で社会保険事業所が「その他社会
保険届ファイル作成 JPN」ページで選択した値と同じデータ行が取得されます。

また、ファイルごとに、変更理由が次の条件に一致している必要があります。

データ ファイル 変更理由

資格取得届 新規加入。

再加入。

資格喪失届 資格喪失 (死亡)。

資格喪失 (年齢)。

資格喪失 (その他)。

住所変更届データ ファイルの作成では、次の条件を満たすデータが検索されます。

• 有効日が「その他社会保険届ファイル作成 JPN」ページで指定された期間内で住所タイプが自宅で
あるアクティブ行が住所タイプ テーブル (ADDRESSES) にある。
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• 上で取得したアクティブ行と同じ有効日で、変更理由が除外以外の有効行が、従業員社会保険デー
タ テーブルにある。

• 先に取得した住所タイプ行と同じ有効日で、変更理由が新規加入または再加入の行が、従業員社会
保険データ テーブルにない。

「社会保険月変算定届ファイル作成 JPN」ページ
「社会保険月変算定届ファイル作成 JPN」ページを使用して、月額変更届および算定基礎届のためのレ
ポート ファイルを作成します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会保険月変算定届ファイル作成 JPN」, 「社
会保険月変算定届ファイル作成 JPN」

画像: 「社会保険月変算定届ファイル作成 JPN」ページ

次の例では、「社会保険月変算定届ファイル作成 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明しま
す。このページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

届出の選択

ファイルの作成で使用するレポート データを選択します。
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受取人 ID タイプ

該当するオプションを選択します。

注: このオプションでは、保険番号のみを切り替えることができます。生成されるレポート形式は、社会保
険庁の形式に準拠しています。ただし、健康保険組合および年金保険組合の形式には準拠していませ
ん。

ファイル出力先

ファイル ハンドル あらかじめ定義されているファイル ハンドルの中から選択しま
す。

「社会保険賞与支払届ファイル作成 JPN」ページ
「社会保険賞与支払届ファイル作成 JPN」ページ (GPJP_RC_SC_BNS2) を使用して、社会保険賞与支
払い届ファイルを作成します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「社会保険賞与支払届ファイル作成 JPN」, 「社
会保険賞与支払届ファイル作成 JPN」

画像: 「社会保険賞与支払届ファイル作成 JPN」ページ

次の例では、「社会保険賞与支払届ファイル作成 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明しま
す。このページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

受取人 ID タイプ

該当するオプションを選択します。
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注: このオプションでは、保険番号のみを切り替えることができます。生成されるレポート形式は、社会保
険庁の形式に準拠しています。ただし、健康保険組合および年金保険組合の形式には準拠していませ
ん。

ファイル出力先

ファイル ハンドル あらかじめ定義されているファイル ハンドルの中から選択しま
す。

「その他社会保険届ファイル作成 JPN」ページ
「その他社会保険届ファイル作成 JPN」ページ (GPJP_RC_SC_RPT2) を使用して、資格取得届、資格喪
失届および住所変更届のためのレポート ファイルを作成します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「社会保険」, 「その他社会保険届ファイル作成 JPN」, 「その他
社会保険届ファイル作成 JPN」

画像: 「その他社会保険届ファイル作成 JPN」ページ

次の例では、「その他社会保険届ファイル作成 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。
このページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。
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届出の選択

ファイルの作成で使用するレポート データを選択します。

受取人 ID タイプ

該当するオプションを選択します。

注: このオプションでは、保険番号のみを切り替えることができます。生成されるレポート形式は、社会保
険庁の形式に準拠しています。ただし、健康保険組合および年金保険組合の形式には準拠していませ
ん。

ファイル出力先

ファイル ハンドル あらかじめ定義されているファイル ハンドルの中から選択しま
す。

社会保険料の支払いの準備

グローバル ペイロールの汎用レポート作成機能を使用すると、社会保険の取扱い機関に毎月提出する社
会保険料の金額を確認できる支給および控除のレポートを作成できます。

関連リンク
グローバル ペイロール (日本) の汎用レポートの実行

随時改定および定時改定候補の報酬月額計算結果データの処理

この項では、次について説明します。

• 7 月の報酬月額データの処理。

• 8 月の報酬月額データの処理。

• 9 月の報酬月額データの処理。

7 月の報酬月額データの処理

6 月に次の手順を実行します。

1. 6 月の給与計算プロセスを実行し、最終決定します。

2. 6 月の給与に関する報酬月額ロード プロセスを実行します。
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3. 「報酬月額計算結果」ページで結果を確認します。

4. 7 月の被保険者報酬月額変更届を印刷します。

5. 次のいずれかを実行します。

• 社会保険取扱い機関により 8 月と 9 月の随時改定の候補者を定時決定届に含めるよう要求さ
れた場合は、被保険者報酬月額算定基礎届および算定基礎総括表記入のための基礎資料を
選択条件 0 (将来の随時候補者を含める) で印刷します。

• 社会保険取扱い機関により 8 月と 9 月の随時改定の候補者を定時決定届から除外するよう要
求された場合は、被保険者報酬月額算定基礎届および算定基礎総括表記入のための基礎資
料を選択条件 7 (将来の随時候補者を除外する) で印刷します。

6. 7 月の報酬月額更新プロセスを選択条件 0 (通常処理) で実行します。

注: 8 月と 9 月の定時決定は社会保険では考慮されません。

被保険者報酬月額算定基礎届に印刷されるデータは、社会保険取扱い機関による届出に対する要求に
よって異なります。カテゴリ 1 のデータのみ (社会保険取扱い機関が将来の候補者を除外するよう要求し
た場合) となるか、またはカテゴリ 1 - 4 のすべてのデータ (社会保険取扱い機関が将来の候補者を届出
に含めるよう要求した場合) となる場合があります。

報酬月額更新プロセスで更新されるデータについては、社会保険取扱い機関による届出に対する要求
に関係なく、データのカテゴリは同じです。カテゴリ 1 のデータのみは、すべての状況で社会保険受給者
データ テーブルに更新されます。

データ カテゴリ 8 月の随時改定候補として判
定

9 月の随時改定候補として判
定

7 月の報酬月額計算結果の該
当タイプ (有効日は 6 月)

1 該当なし 該当なし 定時決定

2 該当なし 候補者 定時決定

3 候補者 該当なし 定時決定

4 候補者 候補者 定時決定

8 月の報酬月額データの処理

7 月に次の手順を実行します。

1. 7 月の給与計算プロセスを実行し、最終決定します。

2. 給与計算の報酬月額ロード プロセスを実行します。

3. 「報酬月額計算結果」ページで結果を確認します。
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4. 8 月の被保険者報酬月額変更届を印刷します。

5. 8 月の報酬月額更新プロセスを選択条件 0 (通常処理) で実行します。

6. 社会保険取扱い機関から 8 月と 9 月の随時改定について候補者を定時決定届から除外するように
要求された場合は、被保険者報酬月額算定基礎届を選択条件 8 (8 月Modori算定) で印刷します。

7. 7 月の報酬月額更新プロセスを選択条件 8 (8 月Modori算定) で実行します。

8 月に随時改定の対象となった場合、カテゴリ 3 および 4 のデータが判定されます。

次の表で、データ カテゴリ 3-1 と 4-1 が随時改定の対象となります。データ カテゴリ 3-2 と 4-2 は決定さ
れません。また、7 月の報酬月額計算結果の行が「定時決定」から「該当なし」に更新されます。

8 月の随時改定対象外であり、9 月の随時改定候補でないデータ (3-2 として分類) のみが 7 月に印刷
および更新されます。

データ カテゴリ 8 月随時改定候補者 9 月随時改定候補者 7 月の報酬月額計算結
果の該当タイプ (有効日
は 6 月)

8 月の報酬月額計算結
果の該当タイプ (有効日
は 7 月)

1 該当なし 該当なし 定時決定 行は作成されません

2 該当なし 候補者 定時決定 行は作成されません

3–1 候補者 該当なし 定時決定 → 該当なし 随時改定

3–2 候補者 該当なし 定時決定 該当なし

4-1 候補者 候補者 定時決定 → 該当なし 随時改定

4-2 候補者 候補者 定時決定 該当なし

9 月の報酬月額データの処理

8 月に次の手順を実行しておきます。

1. 8 月の給与計算プロセスを実行し、最終決定します。

2. 報酬月額ロード プロセスを実行します。

3. 「報酬月額計算結果」ページで結果を確認します。

4. 9 月の被保険者報酬月額変更届を印刷します。

5. 9 月の報酬月額更新プロセスを選択条件 0 (通常処理) で実行します。

6. 社会保険取扱い機関から 8 月と 9 月の随時改定について候補者を定時決定届から除外するように
要求された場合は、被保険者報酬月額算定基礎届を選択条件 9 (9 月Modori算定) で印刷します。
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7. 7 月の報酬月額更新プロセスを選択条件 9 (9 月Modori算定) で実行します。

9 月に随時改定の対象となった場合、カテゴリ 2、4-1 および 4-2 のデータが判定されます。次の表で、
データ カテゴリ 2-1、4-1-1 および 4-2-1 が随時改定の対象となります。データ カテゴリ 2-2、4-1-2 および
4-2-2 は決定されません。7 月の報酬月額計算結果の行が「定時決定」から「該当なし」に更新されま
す。9 月の随時改定対象外のデータ (データ カテゴリ 2-2 および 4-2-2) のみが 8 月に印刷され更新され
ます。

データ カテゴリ 8 月の随時改定候
補として判定

9 月の実際の随時
改定結果

7 月の報酬月額計
算結果の該当タイプ
(有効日は 6 月)

8 月の報酬月額計
算結果の該当タイプ
(有効日は 7 月)

9 月の報酬月額計
算結果の該当タイプ
(有効日は 8 月)

1 該当なし 該当なし 定時決定 行は作成されませ
ん

行は作成されませ
ん

2–1 該当なし 候補者 定時決定 → 該当
なし

行は作成されませ
ん

随時改定

2–2 該当なし 候補者 定時決定 行は作成されませ
ん

該当なし

3–1 候補者 該当なし 定時決定 → 該当
なし

随時改定 行は作成されませ
ん

3-2 候補者 該当なし 定時決定 該当なし 行は作成されませ
ん

4-1-1 候補者 候補者 定時決定 → 該当
なし

随時改定 随時改定

4-1-2 候補者 候補者 定時決定 → 該当
なし

随時改定 該当なし

4-2-1 候補者 候補者 定時決定 → 該当
なし

該当なし 随時改定

4-2-2 候補者 候補者 定時決定 該当なし 該当なし
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第13章

労働保険の管理

労働保険ルールについて

この項では、次について説明します。

• 労働保険料の計算のために配布されたエレメント。

• 年齢による免除の決定のために配布されたエレメント。

• 短時間労働被保険者の管理のために配布されたエレメント。

• 配布エレメントの表示。

労働保険料の計算のために配布されたエレメント
PeopleSoft では、労働保険料に対する被保険者負担分および事業主負担分の計算のためのエレメント
が配布されています。

被保険者負担分の労働保険料

被保険者負担分の労働保険料の計算には、次のエレメントが使用されます。

• 給与または賞与に対する労働保険料の控除処理で使用される控除エレメント LA EMP SAL および
LA EMP BON。

• 業種 A、業種 B (農林水産、清酒製造業) および業種 B (建設) の 3 つの雇用保険の業種に対する
変数。

• 賃金総額が 92,000 円 から 484,000 円までのときの、業種 A および B に対する雇用保険料率を決
定するためのブラケット。

• 賃金総額がブラケット外の場合の雇用保険料の計算のための変数およびフォーミュラ。

事業主負担分の労働保険料

事業主負担分の労働保険料の計算には、次のエレメントが使用されます。

• 事業主負担分の計算を行うかどうかを決定する変数エレメント LA VR CALC ER FLG。デフォルト
値は 0 (計算しない) です。

• 業種に対する変数。これらの変数は、被保険者負担分の計算で使用されている変数と同じです。

• 前述の 3 つの業種に対する事業主負担分の雇用保険料率を決定するためのブラケット。
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• 労災保険料率を保持する変数 LA VR WKRCMP RT。

• 計算によって求められた事業主負担分の雇用保険料に対する変数 LA VR EMPL INS CO。

• 計算によって求められた労災保険料に対する変数 LA VR WKR COMP。

• 事業主負担分の労働保険料の計算結果 (LA VR EMPL INS CO および LA VR WKR COMP) を
保持する書込み可能アレイ GPJP_WA_SCRPT。

年齢による免除の決定のために配布されたエレメント
PeopleSoft では、従業員が 4 月 1 日の時点で 64 歳に達しているかどうかを判定し、64 歳に達している
場合には保険料を控除しないようにするための日付エレメント、デュレーション、フォーミュラ、変数および
ジェネレーション コントロールが配布されています。

短時間労働被保険者の管理のために配布されたエレメント
レポート作成のために短時間労働被保険者情報を管理する変数が配布されています。従業員のステータ
スが短時間労働被保険者になったり、短時間労働被保険者から変更されたときに提出する区分変更届
の作成や、被保険者離職証明書の内容の決定に、この情報が使用されます。

配布エレメントの表示
PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

労働保険情報の入力

この項では、労働保険情報の設定の概要と、労働保険データの入力方法について説明します。

労働保険データの入力に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「労働保険データ管理 JPN」ページ GPJP_LA_PYE_DATA 各従業員の雇用レコードすべてに対する
労働保険データを入力します。

労働保険情報の設定について
労働保険料を計算する前に、いくつかのデータを入力する必要があります。
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労働保険データを設定するには、次の手順に従います。

1. 「労働保険事業所」ページで労働保険事業所を定義します。

各労働保険事業所に対する業種を選択します。

2. 「労働保険データ管理 JPN」ページで、従業員の労働保険データを設定します。

複数の雇用レコードを持ち、それぞれの雇用レコードから個別に給与を支給される従業員の場合、そ
れぞれの雇用レコードに対して個別に労働保険データを入力します。

労働保険料データは、従業員の雇用レコードごとに控除されます。

「労働保険データ管理 JPN」ページ
「労働保険データ管理 JPN」ページ (GPJP_LA_PYE_DATA) を使用して、各従業員の雇用レコードすべて
に対する労働保険データを入力します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「社会保険」, 「労働保険データ管理 JPN」,
「労働保険データ管理 JPN」

画像: 「労働保険データ管理 JPN」ページ

次の例では、「労働保険データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページ
のフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

労災保険

労災保険区分 「常用労働者」、「役員で労働者」、「臨時労働者」、「適用外」から選
択します。

役員報酬など、支給が労災保険の対象でない場合は、「適用
外」を選択します。
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雇用保険

労災保険区分 被保険者: 雇用保険の対象となる一般従業員です。

役員: 雇用保険の対象となる、従業員として勤務する役員で
す。

適用外: 1 週間の標準勤務時間が 20 時間未満の受給者など、
雇用保険の対象外となる、その他のすべての受給者です。

注: 雇用保険区分が「役員」または「被保険者」の従業員は、支
給の時点で 64 歳以上でないかぎり、雇用保険料の控除の対
象となります。年齢は自動的に判定されます。「高年齢継続被
保険者」チェック ボックスの値には影響されません。グローバル
ペイロール (日本) では、任意の高年齢継続被保険者はサポー
トしていません。

高年齢継続被保険者 受給者の雇用保険区分が「役員」または「被保険者」であり、概
算・確定保険料申告書基礎資料で受給者を「高年齢継続被保
険者」として分類する必要がある場合に、このチェック ボックス
を選択します。高年齢継続被保険者として分類される従業員を
判定するには、雇用保険免除者一覧表を使用します。

短時間労働者 受給者の雇用保険区分が「役員」または「被保険者」であり、短
時間労働者として分類する必要がある場合に、このチェック
ボックスを選択します。

労働保険レポート データの入力および確認

この項では、労働保険データの入力処理の概要と、労働保険レポート データの入力方法について説明し
ます。

労働保険レポート データの入力および確認に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「労働保険レポート データ管理 JPN」ペー
ジ

GPJP_LA_PYE_RPT 労働保険レポートのためのデータを入力
します。

資格取得届データ ページの表示 GPJP_LA_PYE_RPT1 資格取得届に転記可能なデータが表示
されます。

氏名変更届および資格喪失届データの
表示

GPJP_LA_PYE_RPT2 資格喪失届または氏名変更届に転記可
能なデータが表示されます。
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ページ名 定義名 用途

転勤届および区分変更届データの表示 GPJP_LA_PYE_RPT3 転勤届または区分変更届に転記可能な
データが表示されます。

労働保険レポート データについて
グローバル ペイロール (日本) では、手動による労働保険レポートの作成に使用するデータを取得するペー
ジが提供されています。データ取得が可能な労働保険レポートは次のとおりです。

• 資格取得届。

• 資格喪失届。

• 区分変更届。

• 転勤届。

• 氏名変更届。

レポート データを入力するには、次の手順に従います。

1. 「労働保険レポート データ管理 JPN」ページの関連するフィールドを設定します。

注: レポートの作成に使用されるフィールドを確認するには、「帳票種別」を選択して「レポートの表示」
リンクをクリックします。

2. ページの下にある「レポートの表示」リンクをクリックします。

このリンクをクリックして表示されるページは、「労働保険レポート データ管理 JPN」ページで指定した
「帳票種別」フィールドの値によって変わります。

3. レポートの内容を確認します。

日付データは、自動的に和暦に変換されます。また、「労働保険レポート データ管理 JPN」ページで指
定した帳票種別に対応するレポート コードも表示されます。

入力内容が正しいことを確認したら、レポートにデータをコピーします。オンライン レポート ページには、政
府によって定義されている OCR 帳票書式のデータ入力順とほぼ同じ順序でデータが表示されます。

注: 複数の雇用レコードから個別に給与が支給される従業員の場合、労働保険レポート データをそれぞ
れの雇用レコードに対して個別に入力します。

この項で使用する共通フィールド
被保険者になった年月日 「帳票種別」が「資格取得届」の場合に、「労働保険レポート

データ管理 JPN」ページで入力した有効日が表示されます。
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賃金月額 「労働保険レポート データの管理」ページの「賃金月額」フィー
ルドに入力した値が表示されます。この値は、端数なしの 1,000
円単位の値に変換されます。

標準勤務時間 「職務情報」ページに表示される受給者の標準勤務時間が表
示されます。

「労働保険レポート データ管理 JPN」ページ
「労働保険レポート データ管理 JPN」ページ (GPJP_LA_PYE_RPT) を使用して、労働保険レポートのため
のデータを入力します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「社会保険」, 「労働保険レポート データ管理
JPN」, 「労働保険レポート データ管理 JPN」

画像: 「労働保険レポート データ管理 JPN」ページ

次の例では、「労働保険レポート データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。こ
のページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

帳票種別 「資格取得」、「氏名の変更」、「退職」、「転勤」の帳票種別から選択
します。選択した値によって、「レポートの表示」リンクをクリックし
たときに表示されるページが決まります。

資格取得理由 値は、「日雇から切替」、「新規雇用 (新卒)」、「新規雇用 (その
他)」、「その他」、「出向元へ復帰」です。

「契約開始日」および「終了日」 「契約期間の定め」フィールドで「契約期間あり/契約の更新なし」ま
たは「契約期間あり/契約の更新あり」の条件を選択した場合、契
約の開始日および終了日を指定する必要があります。
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メモ 備考の入力に、このフィールドを使用します。たとえば、契約の更
新をしない理由、保険の対象外になっている理由、または離職
証明書が必要かどうかなどを入力します。

レポートの表示 このリンクをクリックすると、指定した帳票種別に対して入力し
たデータを確認できるページが表示されます。

資格取得届データ ページの表示
ナビゲーション

「労働保険レポート データ管理 JPN」ページで「レポートの表示」リンクをクリックします。(このページで、「帳
票種別」に「資格取得」を選択してください。)

「資格取得届」ページ (GPJP_LA_PYE_RPT1) を使用して、資格取得届に転記可能なデータを表示しま
す。

注: このページで、「帳票種別」に「資格取得」を選択してください。

帳票種別 資格取得届の帳票種別 10101 が表示されます。(グローバル
ペイロール (日本) では、帳票種別 10162 はサポートしていませ
ん。)

取得区分 「労働保険レポート データ管理 JPN」ページの「雇用形態」フィー
ルドで指定した値によって、1 または 2 が表示されます。「新規雇
用 (新卒)」または「新規雇用 (その他)」を選択すると 1 が表示さ
れ、その他の値を選択すると 2 が表示されます。

変更理由 「労働保険レポート データ管理 JPN」ページの「資格取得理由」
フィールドで指定した値によって、1、2、3、4 または 8 が表示され
ます。

氏名変更届および資格喪失届データの表示
「氏名変更/資格喪失レポート」ページ (GPJP_LA_PYE_RPT2) を使用して、資格喪失届または氏名変更
届に転記可能なデータを表示します。

ナビゲーション

「労働保険レポート データ管理 JPN」ページで「レポートの表示」リンクをクリックします。(このページで、「帳
票種別」に「氏名の変更」または「退職」を選択してください。)

注: このページで、「帳票種別」に「氏名の変更」または「退職」を選択してください。
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フリガナ (フリガナ) 「労働保険レポート データ管理 JPN」ページに表示される有効
日より前の時点のフリガナが表示されます。

新規フリガナ (新規フリガナ) 現在のフリガナが表示されます。

帳票種別 氏名変更届の場合は 10102、資格喪失届の場合は 10103 が
表示されます。(グローバル ペイロール (日本) では、氏名変更の
帳票種別 10190 および資格喪失の 10191 はサポートしていま
せん。)

指定日 資格喪失届の場合、このフィールドには「労働保険レポート デー
タ管理 JPN」ページで入力された有効日が表示されます。

転勤届および区分変更届データの表示
「転勤、区分変更レポート」ページ (GPJP_LA_PYE_RPT3) を使用して、転勤届または区分変更届に転記
可能なデータを表示します。

ナビゲーション

「労働保険レポート データ管理 JPN」ページで「レポートの表示」リンクをクリックします。(このページで、「帳
票種別」に「転勤」または「区分変更届」を選択してください。)

注: このページで、「帳票種別」に「転勤」または「区分変更届」を選択してください。

帳票種別 転勤届の場合は 10106、区分変更届の場合は 10107 が表示さ
れます。

転勤前の事業所番号 (前の労働保険
事業所番号)

転勤が有効になる日より前の時点の労働保険事業所番号が
表示されます。この番号は、労働保険受給者データ テーブルか
ら取得されます。

労働保険レポートの実行

この項では、労働保険レポートの概要と前提条件について説明します。

労働保険レポートの実行に使用するページ
ページ名 定義名 用途

雇用保険料免除者一覧表 (GPJPLA01)
について

GPJP_RC_LA01 雇用保険免除者一覧表 (GPJPLA01) を
実行します。このレポートには、年齢のた
めに労働保険料の支払いを免除される
従業員がリスト出力されます。
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ページ名 定義名 用途

概算・確定保険料申告書基礎資料
(GPJPLA02) について

GPJP_RC_LA01 概算・確定保険料申告書基礎資料 (
GPJPLA02) を実行します。このレポート
には、毎年 5 月に提出義務のある概算・
増加概算・確定保険料申告書の作成に
必要とされる労災保険および雇用保険
の賃金情報が出力されます。

雇用保険資格取得届 (GPJPLA03) につ
いて

GPJP_RC_LA_PYE_RPT 雇用保険資格取得届ファイル (
GPJPLA03)、データ ファイル、サマリ ログ
ファイルおよび詳細ログ ファイルの作成
を実行します。

雇用保険料免除者一覧表 (GPJPLA01) について
このレポートでは、ラン コントロール ページで選択した対象年度の 4 月 1 日時点で 64 歳以上になってい
る従業員がリスト出力されます。このレポートには、従業員 ID、部門、役職、生年月日および性別が記載
されます。また、パラメータで部門や労働保険事業所を指定すると、指定した部門や事業所ごとの免除者
の合計人数もリスト出力されます。

このレポートに出力される従業員の中に高年齢継続被保険者の従業員がいる場合は、「労働保険データ
管理 JPN」ページで「高年齢継続被保険者」チェック ボックスを選択します。

概算・確定保険料申告書基礎資料 (GPJPLA02) について
このレポートは、毎年 5 月に提出する必要のある概算・増加概算・確定保険料申告書の作成に役立ちま
す。このレポートを実行する前に、保険年度 (4 月 1 日から 3 月 31 日) 内のすべての月で給与計算を実
行し、確定しておく必要があります。

労災保険および雇用保険の両方について、加入している従業員数、給与および賞与に含まれる賃金、保
険区分 (常用労働者、役員で労働者など) ごとの加入人数合計などを一覧にしたものが出力されます。
また、高年齢継続被保険者を含めた加入者合計と、高年齢継続被保険者を除外した加入者合計も記載
されます。

このレポートには、ラン コントロール ページで選択した対象年度の前年の 4 月 1 日から、選択した年の 3
月 31 日までのデータが一覧表示されます。

雇用保険資格取得届 (GPJPLA03) について
雇用保険資格取得届ファイル作成を実行すると、次のファイルが作成されます。

• PDF 形式の雇用保険資格取得届ファイル (GPJPLA03)。

• サマリ ログ ファイル (GPJP_LA03_sum.csv)。

このファイルには、労働保険事業所の詳細データ、ファイル作成日付、データ ファイル内の従業員数、
およびデータ ファイル内で検出されたエラーの数が出力されます。
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• データ ファイル (shutoku.csv)。

このファイルには、ラン コントロール日付時点で新しく資格を取得している従業員の詳細データが出
力されます。

• 詳細ログ ファイル (GPJP_LA03_dtl.csv)。

このファイルには、従業員 ID、氏名、エラーのあるフィールドおよびエラーの詳細が出力されます。

公共職業安定所に資格取得データを提出するには、「労働保険レポート データの管理」ページで作成し
た資格取得届データを転記して、従業員ごとに個別の紙のレポートを作成します。このレポートのかわり
に、csv 形式のデータ ファイル、雇用保険資格取得届 (GPJPLA03) およびサマリ レポートの 3 つを提出す
ることもできます。サマリ レポートを作成するには、公共職業安定所から提供される、書式があらかじめ印
刷されている用紙にサマリ ログ ファイルからデータを転記します。

雇用保険資格取得届ファイル作成の実行のための前提条件
雇用保険資格取得届ファイル作成を実行する前に、ファイル ハンドルを作成する必要があります。ファイ
ル ハンドルの作成時にはファイル名を入力する必要がありますが、ファイルを作成する場合は、このファ
イル名は使用されません。次の表で記述されている名称指定規則が適用されます。

ファイル 名称指定規則

データ ファイル shutoku + (ジョブ インスタンス) +.csv

サマリ ログ ファイル gpjp_la03_sum_ + (ジョブ インスタンス) +.csv

詳細ログ ファイル gpjp_la03_dtl_ + (ジョブ インスタンス) +.csv

関連リンク
ファイル ハンドルの設定
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第14章

住民税の管理

住民税ビジネス プロセス処理について

PeopleSoft グローバル ペイロール (日本) では、次の目的に使用するルール、ページ、プロセスおよびレ
ポートが提供されています。

• 住民税テーブルの設定。このテーブルには、従業員の自治体データおよび受給者番号データとともに、
住民税の月額が保存されます。

• 自治体に提出する給与支払い報告書およびその総括表の準備。

• 手動またはデータ ロード プロセスによる、自治体から受け取った住民税額および個人番号のロード。

• 給与からの住民税額の控除。

• 自治体に提出する住民税納付先別一覧表の準備。

注: PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが
提供されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されてい
ます。

「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」) を参照してください。

「年末調整レポートの実行」を参照してください。

対象年度

対象年度とは、通常、処理を実行する対象の年度またはレポートを作成する対象の年度を指します。グ
ローバル ペイロール (日本) では、対象年度を次のように定義して住民税について説明します。自治体
は、6 月 1 日から翌年の 5 月 31 日までを期間とする住民税を月額で通知します。この 6 月 1 日が含ま
れている年が、対象年度になります。

住民税テーブルの管理方法について

住民税テーブル (GPJP_IH_PYE_TAX) には、各従業員が徴収されている住民税に対する有効日付きの
行が含まれています。この行には、従業員 ID、雇用レコード、受給者番号、個人番号、自治体コードおよび
前職の徴収済月が含まれます。住民税は、従業員が複数の職務で支給を受けていても、 1 つの職務レ
コードからのみ控除されます。

http://docs.oracle.com/cd/E64438_01/hcm92pbr8/eng/hcm/hgpy/task_UnderstandingHowtoViewDeliveredElements-e32fe4.html
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従業員の住民税額を決定するには、まず従業員の住所の郵便番号と住民税を納める自治体の関連付
けを行います。この関連付けを行うには、自治体テーブルと郵便番号テーブルの関連付けを行う必要があ
ります。住民税納付先取得エラー レポート クエリーでは、自治体コードに関連付けられていない郵便番号
が特定されます。この関連付けが確立されると、従業員と自治体が結び付けられます。

従業員と自治体の関連付けが確認できたら、住民税テーブルを作成できます。このテーブルには、住民税
額ロード プロセス (GPJP_IHMUN2) を使用して電子的にデータをロードすることも、手動でデータを入力す
ることもできます。

画像: 住民税テーブルの管理方法を説明するプロセス

次の図は、住民税テーブルの管理プロセスを表しています。
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住民税テーブルの管理について、次に詳しく説明します。

1. 「自治体」テーブルで、自治体コードと給与支払い者整理番号および特別徴収義務者指定番号を関
連付けます。

2. 「郵便番号 JPN」ページで、自治体コードを郵便番号に関連付けます。

3. 対象年度の 1 月 1 日時点での従業員の住所を更新します。

4. 住民税納付先取得エラー レポート クエリーを実行し、郵便番号テーブルの中で自治体コードが指定さ
れていない郵便番号を特定します。

足りない自治体コードを「郵便番号 JPN」ページに追加します。

5. 従業員の住所の郵便番号に誤りがないか確認するために、住民税納付先取得エラー レポート JPN
レポートを実行します。

a. 住民税納付先取得エラー レポートで報告されたエラーを訂正します。

b. エラーがなくなるまで、住民税納付先取得エラー レポートを再実行します。

c. 住民税額レコード初期作成プロセス (GPJP_IHMUN1) を実行する前に、すべてのエラーを訂正す
る必要があります。

6. 住民税額レコード初期作成プロセスを実行します。

このプロセスでは、各従業員の自治体コードと受給者番号が、対象年度の 6 月 1 日を有効日として
住民税テーブルにロードされます。

必要に応じて「住民税データ管理 JPN」ページで、対象年度に対する受給者番号と雇用レコードを変
更します。

7. 対象年度の 1 月末までに、更新済の給与支払い報告書を総括表と一緒に各自治体に送付します。

8. 対象年度の 5 月に自治体から提供される従業員の住民税額および個人番号をロードします。

• 印刷されたリストからデータをロードするには、「住民税データ管理 JPN」ページで税額を手動で入
力します。

• 電子ファイルからデータをロードするには、住民税額ロード プロセス (GPJP_IHMUN2) を使用しま
す。

関連リンク
年末調整レポートの実行
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前提条件

住民税の処理の前に、次の手順を実行しておく必要があります。

1. 「自治体テーブル」ページで、自治体コードを給与支払い者整理番号および特別徴収義務者指定番
号に関連付けます。

2. 「郵便番号 JPN」ページで、自治体コードを郵便番号に関連付けます。

3. 住民税テーブルに直接データをロードする、各自治体の電子ファイルのファイル ハンドルを定義しま
す。「ファイル ハンドル JPN」ページを使用します。

住民税額を手動でロードする場合は、この手順を省略できます。

関連リンク
住民税処理に関する設定

住民税テーブルの設定

この項では、住民税額レコード初期作成プロセスの概要と関連アクティビティについて説明します。

住民税テーブルの設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「クエリー マネージャ」ページ QRY_SELECT 郵便番号 JPN テーブルに未登録の自治
体コードを特定および訂正します。住民
税納付先取得エラー レポート クエリーを
実行し、郵便番号 JPN テーブルの中で
自治体コードが指定されていない郵便
番号を特定します。

「住民税納付先取得エラー レポート
JPN」ページ

GPJP_RC_IH_AUD 郵便番号エラーのオーディットおよび訂
正を行います。住民税納付先取得エラー
レポートを実行すると、法的住所または
自宅住所の郵便番号が無効な従業員
に対するエラー メッセージがリスト出力さ
れます。

「住民税額レコード初期作成 JPN」ページ GPJP_RC_IH_MUN1 住民税額レコード初期作成プロセスを実
行して、対象年度の従業員 ID、自治体
コード、受給者番号を住民税テーブルに
ロードします。
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住民税額レコード初期作成プロセスについて
住民税額レコード初期作成プロセス (GPJP_IHMUN1) では、指定した給与支払い者整理番号によって
従業員が選択されます。このプロセスでは、各従業員の自治体コードと受給者番号が、対象年度の 6 月
1 日を有効日として住民税テーブルにロードされます。「住民税データ管理 JPN」ページで、このプロセスの
結果を表示、更新および訂正できます。

自治体コード

このプロセスでは、対象年度の 1 月 1 日時点における従業員の法的住所レコードの郵便番号に基づい
て、郵便番号 JPN テーブルの自治体コードが選択されます。従業員に法的住所がない場合は、自宅住所
レコードの郵便番号が使用されます。

雇用レコード番号

住民税データ行がすでに存在する場合、新しい行の雇用レコードは古い行の雇用レコードで更新されま
す。住民税データ行が存在しない場合は、新規に挿入される行に対する課税控除のために、税区分が甲
種の所得税レコードの雇用レコードが選択されます。税区分が甲種の所得税レコードがない場合、新規に
挿入される行に対する課税控除のために、給与計算システム フラグがグローバル ペイロールである職務
レコードの最も小さい雇用レコードが選択されます。

受給者番号

このプロセスによって、各従業員の受給者番号が次のようにロードされます。

• 導入年度。

受給者番号として、従業員 ID がロードされます。受給者番号が従業員 ID と異なる場合は、受給者
番号を手動で訂正する必要があります。

• 継続年度。

対象年度の自治体コードが検索されます。前年度の住民税レコードの従業員の自治体コードと、対象
年度の住民税レコードの自治体コードが比較されます。

• 自治体コードが一致しない場合は、プロセスが従業員 ID を割り当てます。

• 自治体コードが一致した場合は、その受給者番号がそのまま使用されます。

プロセスを実行する際の注意

このプロセスを実行する前に、住民税納付先取得エラー レポート クエリーと住民税納付先取得エラー レ
ポート JPN レポートを実行して、すべての郵便番号エラーを訂正しておく必要があります。

このプロセスは、各給与支払い者整理番号および対象年度に対して 1 回のみ実行できます。2 回実行し
ようとすると、エラー メッセージが表示され、プロセスが中断されます。
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郵便番号エラーのオーディットおよび訂正

対象年度の 1 月 1 日時点の従業員の住所レコードの郵便番号エラーを見つけるために、住民税納付先
取得エラー レポート JPN レポートを実行します。郵便番号の検索では、最初に法的住所が参照されます。
従業員に法的住所がない場合は、自宅住所が参照されます。

エラー メッセージ 訂正

自治体コードが自治体テーブルに存在しません。 その自治体コードが正しい場合は、自治体テーブルにこの自
治体コードを追加して郵便番号 JPN テーブルの郵便番号と関
連付けます。

住所に登録されている郵便番号が、郵便番号 JPN テーブル
に存在しません。

個人住所テーブル上の、その従業員の郵便番号を訂正する
必要があります。

住所に郵便番号が登録されていません。 従業員の住所データに郵便番号がありません。個人住所テー
ブルのその従業員のデータに、郵便番号を追加する必要があ
ります。

「クエリー マネージャ」ページ
「クエリー マネージャ」ページ (QRY_SELECT) を使用して、郵便番号 JPN テーブルに未登録の自治体
コードを特定および訂正します。

ナビゲーション

レポート ツール, 「クエリー」, 「クエリー マネージャ」, 「クエリー マネージャ」

住民税納付先取得エラー レポート クエリーを実行し、郵便番号 JPN テーブルの中で自治体コードが指定
されていない郵便番号を特定します。

郵便番号 JPN テーブルに未登録の自治体コードを特定および訂正するには、次の手順に従います。

1. クエリー GPJP_AUDIT_BLANK_MUNIC を検索します。

2. クエリーを実行します。

3. 自治体コードが指定されていない郵便番号がリスト出力されます。

注: 住民税額レコード初期作成プロセスを実行する前に、郵便番号 JPN テーブルに未登録の自治体コー
ドを訂正しておく必要があります。

「住民税額レコード初期作成 JPN」ページ
「住民税額レコード初期作成 JPN」ページ (GPJP_RC_IH_MUN1) を使用して、住民税額レコード初期作
成プロセス (GPJP_IHMUN1) を実行し、自治体コードや受給者番号を更新します。このプロセスでは、対
象年度に対する従業員 ID、自治体コードおよび受給者番号が住民税テーブルにロードされます。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「税」, 「住民税額レコード初期作成 JPN」, 「住民税額レコード初
期作成 JPN」

画像: 「住民税額レコード初期作成 JPN」ページ

次の例では、「住民税額レコード初期作成 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

対象年度 デフォルト値は当年度です。

給与支払者整理番号 ここで入力した給与支払い者整理番号で自治体に報告するす
べての従業員が選択されます。

関連リンク
住民税額レコード初期作成プロセスについて

住民税データのロード

この項では、住民税データのロードの概要について説明します。



住民税の管理 第14章

172 Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

住民税データのロードに使用するページ
ページ名 定義名 用途

「住民税データ管理 JPN」ページ GPJP_IH_PYE_TAX 住民税データを更新します。住民税額
レコード初期作成プロセスの実行後に、
受給者番号の確認および訂正を行いま
す。

必要に応じて、新規採用者の住民税
データを入力します。

この税を控除する必要のある雇用レコー
ドを入力します。

必要に応じて、雇用終了する従業員から
一括徴収する残額を入力します。

電子ファイル ロード プロセスを使用しな
い場合は、自治体から入手した住民税
額を手動で入力します。

「徴収状況詳細」ページ GPJP_IH_COL_STAT 従業員ごとの住民税の年間累計額を確
認します。

「住民税額ロード JPN」ページ GPJP_RC_IH_MUN2 電子ファイルから住民税額をロードしま
す。住民税額ロード プロセスを実行して、
自治体から送られてきた住民税額データ
をロードします (電子ファイル データを使
用する場合)。

住民税データのロードについて
手動で住民税額を入力することも、電子ファイルから税額データをロードすることもできます。

受給者の住民税データをロードしたら、再ロード プロセスを使用してデータを変更できます。ユーザーによる
更新を行ったデータのみを選択して、データの上書きや削除が可能です。

住民税データのロードでは、次のことが可能です。

• 自治体から送られてきたファイルをテーブルにロードできます。

• 必要に応じて、ロード プロセスによってロードされた行を変更できます。

• 新規採用した従業員など、情報がまだ自治体に送られていない従業員に対する行を新規に作成で
きます。

「住民税データ管理 JPN」ページ
「住民税データ管理 JPN」ページ (GPJP_IH_PYE_TAX) を使用して、住民税データを更新します。
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「住民税データ管理 JPN」ページ (GPJP_IH_PYE_TAX) は、住民税額レコード初期作成プロセスの実行
後に、受給者番号の確認および訂正を行うために使用します。

住民税額レコード初期作成プロセスの実行後に、受給者番号の確認および訂正を行います。必要に応じ
て、新規採用者の住民税データを入力します。この税を控除する必要のある雇用レコードを入力します。
必要に応じて、雇用終了する従業員から一括徴収する残額を入力します。電子ファイル ロード プロセス
を使用しない場合は、自治体から入手した住民税額を手動で入力します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「税」, 「住民税データ管理 JPN」, 「住民税デー
タ管理 JPN」

画像: 「住民税データ管理 JPN」ページ

次の例では、「住民税データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

有効日 住民税額レコード初期作成プロセスによって、自治体に報告す
る従業員データの有効日は対象年度の 6 月 1 日に設定されま
す。新規採用者の住民税データの手動入力では、実際の入社
日に関係なく、対象年度の 6 月 1 日が使用されます。

雇用レコード (雇用レコード番号) 住民税データを徴収する雇用レコードのレコード番号を選択しま
す。

受給者番号 従業員 ID が正しい受給者番号ではない場合は、変更できま
す。
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個人番号 住民税額ロード プロセスによってロードされた値が表示されま
す。

自治体コード 対象年度の 1 月 1 日時点でのその従業員の住所の郵便番号
に基づいた値が表示されます。

前職の徴収済月 前職の事業主が最後に住民税を支払った月を入力します。こ
のフィールドは、受給者が対象年度内に採用された場合に使用
します。

税額詳細

徴収月額 開始日と終了日の間に支給される給与から控除される、従業
員の住民税月額を入力します。

新規採用者の税額を手動で入力する場合は、「開始日」フィー
ルドと「終了日」フィールドに当月の最初の日付と最後の日付を
それぞれ入力します。

「徴収状況詳細」ページ
「徴収状況詳細」ページ (GPJP_IH_COL_STAT) を使用して、従業員ごとの住民税の年間累計額を確認
します。
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ナビゲーション

「住民税データ管理 JPN」ページの「徴収状況」リンクをクリックします。

画像: 「徴収状況詳細」ページ

次の例では、「徴収状況詳細」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールド
およびコントロールの定義は後で説明します。

このページでは、特別徴収にかかる給与所得者異動届出書の作成に必要なデータがサマリ表示されま
す。

「住民税額ロード JPN」ページ
「住民税額ロード JPN」ページを使用して、電子ファイルから住民税額をロードします。住民税額ロード プロ
セスを実行して、自治体から送られてきた住民税額データをロードします (電子ファイル データを使用する
場合)。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「税」, 「住民税額ロード JPN」, 「住民税額ロード JPN」

画像: 「住民税額ロード JPN」ページ

次の例では、「住民税額ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

対象年度 デフォルト値は当年度です。

ファイル ハンドル 住民税テーブルにロードする自治体ファイルを識別するファイル
ハンドルを選択します。

注: PeopleSoft グローバル ペイロール (日本) では、モデルとして東京都のファイル形式が提供されてい
ます。アプリケーション デザイナを使用して、他の自治体の形式に修正できます。

レコード ロード オプション

ロード値のみ削除/上書きなし ユーザーによる変更や新規行を上書きせずに、自治体から送ら
れてきたファイルをテーブルに再ロードする場合は、このオプショ
ンを選択します。

ロード値のみ削除/上書き ユーザーによる変更は上書きし、新規行は上書きせずに、自治
体から送られてきたファイルをテーブルに再ロードする場合は、
このオプションを選択します。

全て削除 ユーザーによる変更や新規行をすべて上書きして、自治体から
送られてきたファイルをテーブルに再ロードする場合は、このオ
プションを選択します。

関連リンク
ファイル ハンドルの設定
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住民税レポートの印刷

この項では、住民税納付先別一覧表の印刷に使用するページをリスト表示します。

住民税納付先別一覧表の印刷に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「住民税納付先別一覧表 JPN」ページ GPJP_RC_IH_MNTH 住民税納付先別一覧表 (GPJPIH02) を
出力すると、各自治体に納付する住民
税の件数とその総額を支給期間別に確
認できます。

住民税納付ファイルの管理

この項では、住民税納付ファイルの概要について説明します。

住民税納付ファイルの管理に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「住民税納付データ ロード JPN」ページ GPJP_RC_IH_T_LDE 住民税納付ファイル作成用のデータを
ロードします。

住民税納付データの表示および管理 GPJP_IH_TAX_DATA 住民税納付データを自治体コード別に表
示および修正します。

住民税納付ファイルの作成 GPJP_RC_IH_T_GEN 住民税納付ファイルを作成します。

住民税納付ファイルについて
従業員の住所がいくつかの自治体に限定されている場合は、自治体への住民税直接納付を適切に管
理できます。一方、大企業では多くの場合、銀行サービスを利用して住民税納付を管理します。このよう
な銀行サービスを利用する場合は、その旨を自治体に報告します。PeopleSoft グローバル ペイロール (日
本) では、ファイルを作成して、銀行を利用した住民税納付を簡単に行うことができます。この機能では、
全国地方銀行協会が定める定型書式をサポートしています。

給与計算が最終決定し、適切な調整を行ったら、住民税納付ファイル作成プロセスを実行して、住民税
額を自治体別にソートしたファイルを作成します。このファイルには、給与と退職金の両方に基づいた住
民税額が含まれます。この情報を 1 つの銀行に送信すると、その銀行から各自治体に住民税が振り込ま
れます。会社は、住民税の計算と控除を行った後、毎月 10 日までにこのファイルを転送する必要があり
ます。
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「住民税納付データ ロード JPN」ページ
「住民税納付データ ロード JPN」ページ (GPJP_RC_IH_T_LDE) を使用して、住民税納付ファイル作成用
のデータをロードします。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」、「支給処理」、「住民税納付データ ロード JPN」、「住民税納付
データ ロード JPN」

「住民税納付データ ロード JPN」ページをロードします(「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「支給処
理」, 「住民税納付データ ロード JPN」, 「住民税納付データ ロード JPN」)。

画像: 「住民税納付データ ロード JPN」ページ

次の例では、「住民税納付データ ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

給与支払者 住民税納付ファイル作成用のデータをロードする納付元事業所
ID を選択します。

対象年度 税金の支払い対象年度です。

月 税金の支払い対象月です。たとえば、6 月に控除が行われ、7
月 10 日までに納付する必要がある住民税の場合は 6 月を選
択します。

送金元銀行 送金元銀行を選択します。

住民税納付データの表示および管理
「住民税ファイル データ管理 JPN」ページ (GPJP_IH_TAX_DATA) を使用して、住民税納付データを自治
体コード別に表示および修正します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「支給処理」, 「住民税ファイル データ管理 JPN」, 「住民税ファ
イル データ管理 JPN」

画像: 「住民税ファイル データ管理 JPN」ページ

次の例では、「住民税ファイル データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

自治体コード 自治体テーブル ページの自治体コード ID が表示されます。

名称 自治体の名前です。

特別徴収者 (特別徴収義務者指定) 特別徴収義務者指定番号です。

異動 転送フラグです。

給与税額件数 (給与レコード) 給与に対する所得割税レコード数です。

所得割税額 (給与税額) 給与に対する所得割税額です。

退職税額件数 (退職レコード) 退職金に対する税レコード数です。

退職金税額 (退職合計) 退職金に対する税額です。

税件数 (税レコード) 税レコードの合計数です。

税額合計 (税額合計) 給与に対する税額と退職金に対する税額の合計額です。

退職者 退職者数です。

退職金額 (退職金額) 退職金額です。

税額 (税額) 自治体税額です。

都道府県税額 (都道府県税額) 都道府県税額です。
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住民税納付ファイルの作成
「住民税データ ファイル作成 JPN」ページにアクセスします (「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「支
給処理」, 「住民税データ ファイル作成 JPN」, 「住民税データ ファイル作成 JPN」)。

画像: 「住民税データ ファイル作成 JPN」ページ

次の例では、「住民税データ ファイル作成 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

給与支払者 納付元事業所 ID を選択します。

対象年度 税金の支払い対象年度です。

月 税金の支払い対象月です。

送金元銀行 ID 税金の送金元銀行です。

ファイル ハンドル 出力フォーマットを選択します。

注: このプロセスを実行するには、事前にソース データをロードしておく必要があります。データがロードされ
ていないと、エラー メッセージが表示されます。
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第15章

源泉所得税

所得税の源泉徴収について

グローバル ペイロール (日本) では、給与と賞与の所得税額を算出し、それらを控除するためのルールが
提供されています。また、複数雇用レコードを持つ従業員に対する所得税の計算を行うこともできます。

給与からの所得税

所得税の区分が甲種の場合に使用されるルールには、次の項目が含まれます。

• データ入力の各ページ、および扶養親族等の数と扶養控除の計算に使用するエレメント。

• 社会保険料控除後の給与等の金額の算出に使用するエレメント。

• 給与支払い者ごとに指定された、計算フォーミュラ IN FM SAL MAC KO または月額表による表引
きフォーミュラ IN FM SAL TBL KO を使用した税額の決定。

所得税の区分が乙種の場合に使用されるルールには、次の項目が含まれます。

• 社会保険料控除後の給与等の金額の算出に使用するエレメント。

• 月額表による表引きフォーミュラ IN FM SAL TBL OT を使用した税額の決定。

注: 乙種の給与に対する扶養控除の適用がサポートされていますが、これが適用されることは非常にま
れです。

賞与からの所得

賞与からの所得税は、通常は前月の給与に基づいて計算されます。賞与額が前月の給与額の 10 倍を
超える場合、前月の給与額と賞与額の両方を使用して税金が計算されます。受給者が前月に給与を受
け取っていない場合は、賞与額に基づいて税額が計算されます。

賞与に対する税額計算のルールでは、次の項目が実行されます。

• 前月の給与、前月の給与と賞与の両方または賞与のみのいずれに基づいて税額を計算するかの決
定。

• 甲種の扶養親族等の数の算出。

• 甲種または乙種の賞与税率表を使用した賞与に対する税額の決定。
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複数雇用レコードに対する所得税

複数雇用レコードを持つ従業員に対する所得税の計算に使用されるルールには、次の項目が含まれま
す。

• 各雇用レコードに対して所得税データを作成する必要があります。

• 各雇用レコードに対応する所得税データに基づいて所得税は計算されます。

• 税区分の甲種は、一度に 1 つの雇用レコードでのみ指定できます。一方、乙種または税率指定は、複
数の雇用レコードで指定できます。

• 複数の雇用レコードで同一の扶養親族に対する控除を同時に認めることはできません。

従業員ごとに認められる控除は、扶養親族ごとに 1 つのみです。

前提条件
「納付元事業所」ページを使用して、給与支払い者整理番号を設定し、甲種の所得税の計算方法を指定
します。

関連リンク
納付元事業所と保険事業所の設定

所得税の源泉徴収の準備

この項では、所得税の源泉徴収の準備および扶養控除の概要について説明します。

所得税の源泉徴収の設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「所得税データ管理 JPN」ページ GPJP_IT_PYE_TAX 給与支払い者整理番号、本人区分、障
害情報など、従業員の所得税情報を入
力します。

所得税の扶養親族データの入力 GPJP_IT_DEP_TAX 扶養親族データを入力します。

所得税の源泉徴収の準備について
所得税の源泉徴収の処理を開始する前に、次の情報をシステムに入力しておきます。

1. 各従業員の所得税データを「所得税データ管理 JPN」ページで入力します。

2. 扶養親族データを入力します。
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• PeopleSoft HR の「扶養家族データ」ページで、扶養家族 ID、従業員との続柄、生年月日を入力
します。

• 「所得税扶養家族データ管理 JPN」ページで、扶養親族が控除対象であるかどうか、扶養親族が
受給者と同居する親であるかどうか、および障害区分を指定します。

扶養控除について
グローバル ペイロール (日本) では、源泉徴収税の観点に基づいて、従業員は 3 つのタイプに識別されま
す。従業員のタイプは、その従業員がどのような扶養控除等申告書を組織に提出しているかによって決
まります。

提出された扶養控除等申告書の種類 「所得税データ管理 JPN」ページ: 「税区
分」フィールド

「扶養控除」ページ

主たる給与についての扶養控除等申告
書。

「甲種」を選択します。 扶養控除等申告書で提出された扶養
親族のデータを入力します。

従たる給与についての扶養控除等申告
書。

「乙種」を選択します。 扶養控除等申告書で提出された扶養
親族のデータを入力します。

扶養控除等申告書未提出。 「乙種」を選択します。 所得税扶養親族情報を入力しないでく
ださい。

注: 前述のテーブルの組合せに基づいて、扶養控除の計算が処理されます。「乙種」の税区分を選択し、
「所得税扶養家族データ管理 JPN」ページで扶養家族情報を定義すると、従たる給与を対象として扶養
控除が計算されます。受給者から扶養控除等申告書を受け取っていない場合、扶養控除に関する情報
は入力しないでください。

「所得税データ管理 JPN」ページ
「所得税データ管理 JPN」ページ (GPJP_IT_PYE_TAX) を使用して、給与支払い者整理番号、本人区
分、障害情報など、従業員の所得税情報を入力します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「税」, 「所得税データ管理 JPN」, 「所得税デー
タ管理 JPN」

画像: 「所得税データ管理 JPN」ページ

次の例では、「所得税データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

税区分 「税率指定」、「甲種」、「乙種」から選択します。

複数雇用レコードを持つ従業員の場合、「甲種」を指定できるの
は、全雇用レコードの中で 1 つのみです。複数のレコードで指定
すると、エラー メッセージが表示されます。複数の雇用レコードで
同時に税区分の甲種を指定することが認められないため、現在
の甲種のレコードを甲種以外の値に更新してから、他の甲種以
外のレコードを甲種にする必要があります。

税区分が甲種ではない場合、従業員はこの扶養親族データを
セルフサービスのページで更新することはできません。

税率 「税区分」に「税率指定」を選択した場合にかぎり、このフィールド
に値を入力します。税率が 20% の場合は、「0.2」と入力します。

世帯主との続柄 世帯主に対する従業員の続柄を選択します。従業員自身が世
帯主の場合、「本人」を選択します。

世帯主氏名 従業員が世帯主ではない場合、世帯主の氏名を入力します。



第15章 源泉所得税

Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 185

障害に関する情報

従業員によって扶養控除等申告書で申告された障害に関する情報を入力および編集します。

関連リンク
年末調整控除データの入力

所得税の扶養親族データの入力
「所得税扶養家族データ管理 JPN」ページ (GPJP_IT_DEP_TAX) を使用して、扶養控除データを入力し
ます。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「税」, 「所得税扶養家族データ管理 JPN」,
「所得税扶養家族データ管理 JPN」

画像: 「所得税扶養家族データ管理 JPN」ページ

次の例では、「所得税扶養家族データ管理 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

このページで選択する内容によって、年末調整処理での所得税に対する扶養控除や、所得税の源泉徴
収に対する扶養控除が決まります。このアプリケーションでは、扶養親族の誕生日と受給者との続柄に
基づいて控除が決定されます。

扶養家族データ ページの情報 基準日における年齢 適用可能な扶養控除

続柄が「配偶者」で、「控除対象」が選択
されている。

70 歳以上。 老人控除対象配偶者
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扶養家族データ ページの情報 基準日における年齢 適用可能な扶養控除

続柄が「配偶者」で、「控除対象」が選択
されている。

70 歳未満。 一般の控除対象配偶者

続柄が「配偶者」以外で、「控除対象」と
「受給者と同居する親」が選択されてい
る。

70 歳以上。 老人扶養親族 (同居老親等)

続柄が「配偶者」以外で、「控除対象」と
「受給者と同居する親」が選択されてい
る。

70 歳未満。 一般の扶養親族

続柄が「配偶者」以外で、「控除対象」と
「受給者と同居する親」の選択が解除さ
れている。

70 歳以上。 老人扶養親族 (同居老親等以外の者)

続柄が「配偶者」以外で、「控除対象」が
選択されている。

16 歳以上、23 歳未満。 特定扶養親族

続柄が「配偶者」以外で、「控除対象」が
選択されている。

23 歳以上、70 歳未満。 一般の扶養親族

続柄が「配偶者」以外で、「控除対象」が
選択されている。

16 歳未満。 一般の扶養親族

前述以外の組合せ。 任意の年齢。 該当なし

扶養家族詳細

所得税の扶養親族データは、雇用レコード番号と関連付ける必要があります。複数雇用レコードを持つ従
業員の場合、「所得税データ管理 JPN」ページで「税区分」の「甲種」に関連付けられている雇用レコード
番号が「雇用レコード番号」フィールドのデフォルト値になります。「税区分」が「甲種」のデータに関連付け
られている雇用レコード番号がない場合、ゼロがデフォルト値になります。

注: 扶養親族との続柄がヒューマン リソース管理で「元配偶者」に変更された場合は、このページで「控除
対象」チェック ボックスの選択を解除してください。

注: 新生児の場合は、子の生年月日を「有効日」フィールドに入力します。これにより、子が生まれた年の
税額が正しく計算されます。

障害の内容

従業員によって扶養控除等申告書で申告された障害に関する情報を入力および編集します。

扶養親族データの削除

扶養家族情報のページで扶養親族データを削除した場合、サービス オペレーション DEPBEN_SYNC が
有効であれば、このページの扶養親族データも同時に削除されます。
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関連リンク
年末調整控除データの入力

所得税源泉徴収簿の処理

この項では、所得税源泉徴収簿の概要とレポートの実行方法について説明します。

所得税源泉徴収簿レポートの実行に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「所得税源泉徴収簿 JPN」ページ GPJP_RC_IT_WHRG 所得税源泉徴収簿レポート (GPJPIT01)
を実行して、カテゴリ別 (従業員 ID デー
タ、給与データ、賞与データ、有給休暇
データ、前職データ、総支給額データ、年
末調整データおよび退職金データ) に給
与計算データを印刷します。

「所得税源泉徴収簿 JPN」ページ (GPJP
_RC_IT_WHRG) を使用して所得税源
泉徴収簿レポート (GPJPIT01) を実行し、
カテゴリ別 (従業員 ID データ、給与デー
タ、賞与データ、有給休暇データ、前職
データ、総支給額データ、年末調整データ
および退職金データ) に給与計算データ
を印刷します。

所得税源泉徴収簿について
PeopleSoft アプリケーション エンジンプロセスによって、グローバル ペイロールでの給与計算結
果が所得税源泉徴収簿テーブル (GPJP_IT_WH_REG) および所得税源泉徴収簿詳細テーブル
(GPJP_IT_WH_REG2) にロードされます。

SQR プロセスでは、所得税源泉徴収簿レコードと、ヒューマン リソース管理およびグローバル ペイロールの
レコードからデータが抽出され、出力されます。

指定した給与支払い者を持つ雇用レコード、特定の従業員または従業員全員に対し、所得税源泉徴収
簿を出力します。このレポートは、年末調整後、または任意の時期に実行します。

注: 年末調整データを所得税源泉徴収簿に含める場合は、このレポートを実行する前に年末調整テーブ
ル ロードのアプリケーション エンジン プロセス (GPJP_YEALOAD) を実行する必要があります。
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配布された所得税控除エレメントの参照

控除 説明

IN TAX SAL 所得税 (給与)

IN TAX BON 所得税 (賞与)

PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「兼務について」 (「PeopleSoft ヒューマン リソース管理人事・労務管理」)



Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 189

第16章

財形貯蓄控除の管理

財形貯蓄プランについて

Zaikei貯蓄口座は、従業員の資産の形成および蓄積を促す目的で、国が援助するプランです。住宅貯
蓄や年金貯蓄があります。事業主は従業員への支給額 (給与および賞与) から一定金額を控除しま
す。Zaikei貯蓄の利息に対しては税の優遇措置が適用される場合があります。事業主がZaikei貯蓄プラ
ンに参加するかどうかは任意ですが、多くの場合、従業員にこの有利なプランを提供しています。

Zaikei貯蓄口座商品および制限

会社は、金融機関に代わってZaikei貯蓄プランを管理するための契約を金融機関と結びます。金融機関
は、Zaikei貯蓄の制限に合わせて既存の商品を変更します。次のような制限があります。

• 新しい口座の作成は、従業員の勤務先の会社に限定されます。

• 拠出は、給与および賞与からの控除を通してのみ行われます。

• 従業員による引出しは、勤務先の会社を通してのみ行われます。

• 口座の解約は、従業員の勤務先の会社に限定されます。

受給者別エレメント割当てについて

Zaikei貯蓄のための給与および賞与からの控除は、グローバル ペイロールの受給者別エレメント割当て
コンポーネントを使用して設定されます。Zaikei貯蓄控除を設定し、それを従業員に割り当てる手順は、次
のとおりです。

1. Zaikei貯蓄控除に対する新しいエレメント カテゴリを作成します。

注: このエレメント カテゴリは、Zaikei貯蓄控除のみでなく、すべての非公的控除に使用できます。

2. 上書きレベルを「受給者」に設定して、会社が提供する各Zaikei貯蓄商品の控除エレメントを定義し
ます。

3. エレメントをZaikei貯蓄控除の累計のメンバーとして追加します。

4. エレメントを受給者に割り当てます。

5. 受給者に対する控除の有効日と金額を入力します。
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提示されている例

この章の例で使用する控除エレメントは、サンプル データとして提供されています。例で使用するその
他のエレメントは、慣例または法定のエレメントとして配布されています。例は各組織のニーズに合っ
たZaikei貯蓄控除エレメントを設定するためのテンプレートと考えてください。組織が従業員に提供して
いるZaikei貯蓄プランごとに、控除エレメントを設定する必要があります。たとえば、組織が金融機関 A
および B と契約を結び、金融機関 A が 3 つのZaikei貯蓄商品を、B が 4 つのZaikei貯蓄商品を提供し
ている場合は、7 つの控除エレメントを設定する必要があります。

Zaikei貯蓄控除用の配布済サンプル データ

エレメント エレメント タイプ 説明

ZK GENERAL 控除 一般Zaikei貯蓄控除。

ZK PENSION 控除 Zaikei年金貯蓄控除。

ZK HOUSING 控除 Zaikei住宅貯蓄控除。

DENL エレメント カテゴリ 非法定控除エレメント カテゴリ (
Zaikei貯蓄控除エレメント用)。

ZK GC RUN TYPE FLG ジェネレーション コントロール 実行タイプ フラグ チェック。

ZK FM RUN TYPE FLG フォーミュラ Zaikei貯蓄実行タイプ チェック フラグ (
プロセスの実行タイプをチェック)。

ZK AC SAVINGS Zaikei貯蓄累計 Zaikei貯蓄のすべての控除エレメントは
この累計のメンバーである必要がありま
す。この累計は、累計 ER AC TTL DED
SAL (給与からの控除の総額) および累
計 ER AC TTL DED BON のメンバーで
あり、その結果、Zaikei貯蓄控除は総支
給額から控除されます。

ZK SE DED Zaikei貯蓄控除セクション 配布されている、および慣例のZaikei控
除エレメントは、このセクションに含まれ
ている必要があります。このセクション
は、次の既存のプロセス リストに含まれ
ています。

• JPRSAL

• JPRADJSAL

• JPRBON

• JPRADJBON
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給与明細書およびレポートへのZaikei貯蓄控除の出力

Zaikei貯蓄控除の金額は、それぞれ給与支給と賞与支給を表す、JSALSLIP と JBONSLIP 給与明細書
ID に表示されます。金額が 0 (ゼロ) のときは、ラベルも金額も給与明細書に出力されません。

次の汎用レポートには、Zaikei貯蓄控除のセグメント累計が表示されます。

• JGR02 (累計リスト (給与))

• JGR04 (累計リスト (賞与))

• JGR05 (賃金元帳)

Zaikei控除の設定

この項では、Zaikei控除のエレメント カテゴリの設定方法について説明します。

注: この項では、控除コンポーネントのページのうち、Zaikei控除エレメントを設定するために変更または
特定のフィールド入力が必要なものについてのみ説明します。入力が不要なページ、またはデフォルト設
定のまま使用するページについては説明していません。次の例は、サンプル データで提供されている ZK
GENERAL 控除エレメントを利用しています。

Zaikei控除の設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「カテゴリ」ページ GP_PIN_CATEGORY Zaikei控除エレメント用にカテゴリを設
定するか、既存のカテゴリを使用します。

「カテゴリ別設定」ページ GP_ED_SETUP_CAT メッセージ セット、メッセージ番号、および
標準ページおよびポジティブ入力の上
書きをカテゴリに対して定義します。

「控除名」ページ GP_PIN 従業員に提供されている各金融商品に
対してZaikei控除を定義し、「上書きレベ
ル」グループ ボックスの「受給者」を選択
します。

「計算」ページ GP_ERN_DED_CALC Zaikei控除に対して、控除の有効日を
入力し、「計算ルール」オプションを「金
額」に設定し、「金額タイプ」オプション
を「受給者レベル」に設定します。

「累計」ページ GP_ERN_DED_AC_ADDL Zaikei控除の累計を指定します。
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Zaikei控除のエレメント カテゴリの設定
Zaikei控除エレメントを設定する前に、Zaikei控除のエレメント カテゴリおよびカテゴリの共通設定を定
義します。配布されているエレメント カテゴリ DENL (非法定控除) を新しいエレメント カテゴリ作成のテ
ンプレートとして使用するか、または配布されているデータ カテゴリをZaikei控除エレメントに使用します。

「カテゴリ」ページ
「カテゴリ」ページ (GP_PIN_CATEGORY) を使用して、Zaikei控除エレメント用にカテゴリを設定するか、
既存のカテゴリを使用します。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「エレメント」, 「カテゴ
リ」

画像: 「カテゴリ」ページ

次の例では、「カテゴリ」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールドおよ
びコントロールの定義は後で説明します。

Zaikei控除エレメントを定義するための前提条件として、Zaikei控除エレメントのカテゴリ タイプを定義し
ます。

「カテゴリ別設定」ページ
「カテゴリ別設定」ページ (GP_ED_SETUP_CAT) を使用して、メッセージ セット、メッセージ番号、および
標準ページおよびポジティブ入力の上書きをカテゴリに対して定義します。
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ナビゲーション

(「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「エレメント」, 「給与
計算エレメント」, 「カテゴリ別設定」)。

画像: 「カテゴリ別設定」ページ - 「エレメント」タブ

次の例では、「カテゴリ別設定」ページ - 「エレメント」タブのフィールドおよびコントロールを説明します。こ
のページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

変数 ER VR RUN TYPE はユーザーが選択した実行タイプの名前を保持します。ジェネレーション コント
ロール フォーミュラ ZK GC RUN TYPE FLG がこの値とシステム エレメント RUN TYPE を比較し、控除
を処理するかどうか決定します。

画像: 「カテゴリ別設定」 - 「コントロール」タブ

次の例では、「カテゴリ別設定」 - 「コントロール」タブのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

GPJP_RUN_TYP_VW プロンプト ビューにより、ユーザーはサンプル データに基づいて、日本固有の実行
タイプである SAL (給与) か BON (賞与) のどちらかを選択できます。
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「控除名」ページ
「控除名」ページ (GP_PIN) を使用して、従業員に提供されている各金融商品に対して財形貯蓄控除を
定義し、「上書きレベル」グループ ボックスの「受給者」を選択します。

ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「エレメント」, 「給与
計算エレメント」, 「控除」, 「控除名」

画像: 「控除名」ページ

次の例では、「控除名」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールドおよび
コントロールの定義は後で説明します。

「控除名」ページの「上書きレベル」グループ ボックスには、重要なZaikei控除設定が表示されます。選択
できる上書きレベルは、次のとおりです。

• 受給者

• エレメント使用

• ポジティブ入力

結果は常に保存されます。

PeopleSoft グローバル ペイロールを参照してください。「支給エレメントおよび控除エレメントの定義」。

「計算」ページ
「計算」ページ (GP_ERN_DED_CALC) を使用して、Zaikei控除に対して、控除の有効日を入力し、「計算
ルール」オプションを「金額」に設定し、「金額タイプ」オプションを「受給者レベル」に設定します。
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ナビゲーション

(「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「エレメント」, 「給与
計算エレメント」, 「控除」, 「計算」)。

画像: 「計算」ページ

次の例では、「計算」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールドおよびコ
ントロールの定義は後で説明します。

このページでのフィールド入力は、作成するすべてのZaikei控除エレメントで同じです。

計算ルール 「金額」オプションを選択します。

金額タイプ 「受給者レベル」オプションを選択します。

ジェネレーション コントロール ジェネレーション コントロール フォーミュラ ZK GC RUN TYPE
FLG が、システム エレメント RUN TYPE に基づいて、控除を処
理するかどうか決定します。

「累計」ページ
「累計」ページ (GP_ERN_DED_AC_ADDL) を使用して、Zaikei控除の累計を指定します。
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ナビゲーション

(「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「エレメント」, 「給与
計算エレメント」, 「控除」, 「累計」)。

画像: 「累計」ページ

次の例では、「累計」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールドおよびコ
ントロールの定義は後で説明します。

このページでのフィールド入力は、作成するすべてのZaikei控除エレメントで同じです。

累計エレメント ZK AC SAVINGS と入力します。

累計指示 「加算」オプションを選択します。

注: 「累計値」タブの「オプション - パーセント」で「数値」を選択し、「累計率」フィールドには 100.000000 と
入力します。

受給者へのZaikei控除の割当て

この項では、エレメント割当ておよびエレメント詳細について説明します。

受給者へのZaikei控除の割当てに使用するページ
ページ名 定義名 用途

受給者別割当ページ GP_ED_PYE 受給者にZaikei控除を割り当てます

「エレメント詳細」ページ GP_ED_PYE_DTL_SEC 割り当てる控除について、計算情報と実
行タイプ情報を設定します。

受給者別割当ページ
「受給者別エレメント割当」ページ (GP_ED_PYE) の使用。
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ナビゲーション

(「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「支給と控除の割当」, 「受給者別エレメント
割当」)。

画像: 「受給者別エレメント割当」ページ

次の例では、「受給者別エレメント割当」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページ
のフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

Zaikei控除を設定したら、各受給者に割り当てます。Zaikei控除ごとに 2 つのインスタンス (給与の実行
タイプとして 1 つ、賞与の実行タイプとして 1 つ) が割り当てられます。

「エレメント詳細」ページ
「エレメント詳細」ページ(GP_ED_PYE_DTL_SEC) を使用して、割り当てる控除について、計算情報と実
行タイプ情報を設定します。
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ナビゲーション

(「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データの定義」, 「支給と控除の割当」, 「受給者別エ
レメント割当」)。「割当」グループ ボックスで「エレメント名」リンクをクリックします。

画像: 「エレメント詳細」ページ

次の例では、「エレメント詳細」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールド
およびコントロールの定義は後で説明します。

開始日 Zaikei控除が開始する日付を入力します。

注: Zaikei控除の金額は、支給日ではなく期間終了日付で定
義されます。たとえば、月給からのZaikei控除を始める際に、期
間開始日を 1 月 1 日、期間終了日を 1 月 31 日、支給日を 2 月
10 日とする場合は、このページの「開始日」フィールドに 1 月 31
日を指定します。
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第17章

年末調整の準備

年末調整について

グローバル ペイロール (日本) にあらかじめ用意されたルールを使用することで、年末調整の計算レポート
で必要とされる、日本独自の法定要件や業務要件に対応できます。また、年末調整後に受給者の年税
額に影響するイベントが発生したときに行う、単独年調の計算やレポートのルールも用意されています。

暦年の最後の給与あるいは賞与の支給時に年末調整処理を行うと、徴収された所得税と実際の支給
額に対する所得税の差額が受給者ごとに計算され、その年の最後の支給でこの過不足税額が精算さ
れます。単独年調処理では、過不足税額は未払いの所得税となり、次の対象年度の最初の支給で差し
引かれる控除として繰り越されます。過不足税額により、所得税の源泉徴収額が実際の所得税額を超え
ていることが判明した場合、年末にその超過額が受給者に払い戻されます。この金額は翌年へ繰り越す
こともできます。

この項では、次について説明します。

• 配布された年末調整エレメント。

• 配布エレメントの表示。

• 単独年調の過不足税額の繰越し。

• 年末調整レポート。

• セルフサービスによる年末調整データ収集。

• 印刷されたレポートからの年末調整データ収集。

配布された年末調整エレメント
グローバル ペイロール (日本) では、年末調整を処理するために次のエレメントが配布されています。

• 控除エレメント YE TAX DIF および YE TXDIF CY。

YE TAX DIF は、年末調整処理中に計算された過不足税額を表します。YE TX DIF CY は、単独年
調処理の対象となった従業員の、翌年に繰り越される過不足税額を表します。

• プロセス リスト JPRADJSAL、JPRADJBON および JPRADJIND。

適切な給与計算プロセス リストを使用して、給与年調、賞与年調または単独年調の処理を行いま
す。
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配布エレメントの表示
提供されているクエリーを実行して、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照できます。このク
エリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています

関連リンク
「グローバル ペイロール データベースの設定データの確認」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

単独年調の過不足税額の繰越し
単独年調で計算された過不足税額によって所得税の控除不足が判明すると、控除エレメント YE
TXDIF CY を使用して次の対象年度にこの不足税額が繰り越されます。プロセス リスト JPRSAL を使用
した 1 月の通常の給与計算処理時に、受給者の支給額からこの金額が控除されます。不足税額が 1 月
の受給者の支給額を超えている場合、または 1 月の給与から控除を行うことができない場合は、この不
足税額は控除が行われるまでその翌月に繰り越され続けます。

デフォルトでは、還付額は繰り越されません。その年の最後の支給で従業員に支払われます。還付額を
繰り越すには、変数 YE VR CYOVR FLG の値を 1 に設定します。

繰り越された過不足税額は、年末調整の給与明細書、所得税源泉徴収簿および繰越し過不足税額レ
ポートに出力されます。

年末調整レポート
年末調整が完了し、データ テーブルの準備が整ったら、次のレポートを実行して年末調整のビジネス プロ
セスを完了します。

• 源泉徴収票 (GPJPYE01)。

• 源泉徴収票/給与支払い報告書 (GPJPYE01)。

• 法定調書合計表 (GPJPYE02)。

• 給与支払い報告書 (総括表) (GPJPYE03)。

• 繰越し過不足税額レポート (GPJPYE06)。

セルフサービスによる年末調整データ収集

グローバル ペイロール (日本) では、従業員の年末調整データ収集において、書類を利用する方法とセル
フサービスによる方法の両方をサポートしています。

ePay-給与と eProfile-人材プロファイルのライセンスを所有している場合、セルフサービスの各ページを使
用して従業員の年末調整データを収集できます。セルフサービスの年末調整データの収集および確認を
行うには、次の手順に従います。
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1. 給与計算管理者は、従業員がセルフサービス トランザクションによってデータの確認と更新を行うこ
とができる期間を指定します。

2. 従業員は、ePay-給与のメインの「年末調整情報」ページにアクセスします。

そのページから、次の年末調整データの確認と更新を行うページにアクセスします。

• 所得税従業員情報 (世帯主や障害に関する情報など)。

• 従業員個人情報 (氏名、住所、生年月日など)。(eProfile-人材プロファイルのライセンスも所有し
ている場合にのみアクセス可能。)

• 所得税扶養家族情報 (本人との続柄、障害のタイプなど)。

• 生命保険 (個人年金の情報も含む)。

• その他の保険 (損害保険、社会保険、小規模企業共済等掛金)。

• 配偶者特別控除。

• 住宅借入金等特別控除。

3. 給与計算管理者は、データを確認し、問題がなければ承認します。問題がある場合は、従業員に対し
て修正を要求します。

4. (オプション) 給与計算管理者は記録の管理のために、扶養控除等申告書、保険料控除申告書兼配
偶者特別控除申告書を出力します。

印刷されたレポートからの年末調整データ収集
給与計算管理者は、次の手順を実行して、印刷されたレポートから年末調整データを収集します。

1. 従業員が各自で年末調整データを記入するために、次の 2 つのフォームを出力および配布します。

• 扶養控除等申告書。

• 保険料控除申告書兼配偶者特別控除申告書。

2. 記入済のフォームを従業員から回収します。

回収したフォームを使用して、グローバル ペイロール (日本) の所得税データ テーブルと年末調整控除
データ テーブルにデータを入力します。

記入済のフォームは記録保持のために保管しておきます。
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扶養控除等申告書および保険料控除申告書兼配偶者特別控除申告書の
出力

この項では、扶養控除等申告書と保険料控除申告書兼配偶者特別控除申告書の概要および共通
フィールドについて説明します。

扶養控除等申告書、保険料控除申告書兼配偶者特別控除申告書の出力に使用する
ページ

ページ名 定義名 用途

「扶養控除等申告書 JPN」ページ GPJP_RC_YEA04 扶養控除等申告書 (GPJPYE04) を実
行します。手動でデータを収集する場合
は、レポートを印刷して従業員に配布し、
確認と更新を行います。セルフサービス
によるデータ収集の場合は、従業員が
ePay-給与および eProfile-人材プロファ
イルでデータを更新してから、記録保持
のためにレポートを印刷します。

「保険料・配特控除申告書 JPN」ページ GPJP_RC_YEA05 年末調整 - 保険/配偶者レポート (
GPJPYE05) を実行します。手動でデー
タを収集する場合は、レポートを印刷し
て従業員に配布し、確認と更新を行いま
す。セルフサービスによるデータ収集の場
合は、従業員が ePay-給与でデータを更
新してから、記録保持のためにレポートを
印刷します。

「受給者リスト」ページ GPJP_RC_YEA_SEC レポートの対象となる従業員を選択しま
す。このページと他の従業員選択条件を
併用しないでください。

扶養控除等申告書と保険料控除申告書兼配偶者特別控除申告書について
データの収集方法によって、これらのレポートを実行するタイミングとレポートの内容が異なります。

印刷されたレポートからのデータ収集

次のレポートを使用して、後でシステムに手動で入力するためのデータを収集します。

• 扶養控除等申告書。

このレポートには、従業員とその扶養親族に関する最新の情報が出力されます。従業員はこのレポー
トの内容を必要に応じて修正または更新できます。

• 保険料控除申告書兼配偶者特別控除申告書。
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このレポートには、基本的な従業員情報のみが出力されます。

記録保持のため、従業員が提出したレポートを保管しておきます。

セルフサービスによるデータ収集

セルフサービスによるデータ収集では、従業員によるデータ更新の後で、記録保持のためにレポートを出
力します。このレポートでは、セルフサービス データが格納されているテーブルからデータが収集されます。

この項で使用する共通フィールド
印刷オプション レポート上にビジネス ユニットおよび所在地を出力する場合

は、「ビジネス ユニットと所在地を印刷」チェック ボックスを選
択します。この情報は、レポートの下部に出力されます。

ソート基準 レポートに出力するソート基準を指定します。オプションには、「ビ
ジネス ユニット」、「所在地コード」、「部門」および「役職 ID」がありま
す。

「扶養控除等申告書 JPN」ページ
「扶養控除等申告書 JPN」ページ (GPJP_RC_YEA04) ページを使用して、扶養控除等申告書
(GPJPYE04) を実行します。

手動でデータを収集する場合は、レポートを印刷して従業員に配布し、確認と更新を行います。セルフサー
ビスによるデータ収集の場合は、従業員が ePay-給与および eProfile-人材プロファイルでデータを更新し
てから、記録保持のためにレポートを印刷します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「扶養控除等申告書 JPN」, 「扶養控除等申告書
JPN」

対象年度 このフィールドの値によって、取得するレポート データの日付が
決まります。扶養控除等申告書は、対象年度の最後の日付時
点の情報に基づいて作成されます。このフィールドに「2004」と
入力すると、レポートは 2004 年 12 月 31 日時点で有効なデー
タに基づいて作成されます。

受給者の住所については、このルールは当てはまりません。受
給者の住所情報は、対象年度の最初の日付時点のデータが取
得されます。対象年度が 2004 年の場合、住所情報に対して使
用される指定日は 2004 年 1 月 1 日になります。
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「保険料・配特控除申告書 JPN」ページ
「保険料・配特控除申告書 JPN」ページ (GPJP_RC_YEA05) を使用して、年末調整 - 保険/配偶者レポー
ト (GPJPYE05) を実行します。

手動でデータを収集する場合は、レポートを印刷して従業員に配布し、確認と更新を行います。セルフサー
ビスによるデータ収集の場合は、従業員が ePay-給与でデータを更新してから、記録保持のためにレポー
トを印刷します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「保険料・配特控除申告書 JPN」, 「保険料・配特
控除申告書 JPN」

対象年度 ePay-給与がインストールされていない場合、このフィールドの
値によって、取得するレポート データの日付が決まります。保険
料控除申告書兼配偶者特別控除申告書は、対象年度の最後
の日付時点の情報に基づいて作成されます。このフィールドに
「2004」と入力すると、レポートは 2004 年 12 月 31 日時点で有
効なデータに基づいて作成されます。

ePay-給与がインストールされている場合、年末調整の設定ペー
ジの「指定日」フィールドに入力された日付を使用して、レポート
データが取得されます。

年末調整ステータス このグループ ボックスは、ePay-給与がインストールされている
場合にのみ表示されます。「送信済」、「承認済」または「グローバル
ペイロールへ送信済」から、適切な年末調整ステータスを選択しま
す。

年末調整控除データの入力

この項では、年末調整控除データの入力および複数雇用レコードに対する手動による年末調整について
の概要について説明します。
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年末調整控除データの入力に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「年調セルフサービス データ ロード JPN」
ページ

GPJP_RC_YEALOAD_SS セルフサービスの控除データをロードし
ます。給与計算の管理者は、年末調整
セルフ サービス データ ロード プロセス (
GPJP_YEASSLD) を実行して、セルフ
サービスで更新された従業員個人情報、
生命保険とその他の保険、配偶者特別
控除、住宅借入金等特別控除に関する
情報を、年末調整データ テーブルおよび
このテーブルに対応するページ (GPJP_
YEA_PYEADJ) にロードします。

「年調セルフサービス データ ロード JPN」
ページ

GPJP_RC_YEA_SEC データをロードする従業員を個別に選択
します。

「年末調整データ」ページ GPJP_YEA_PYEADJ 保険料控除、配偶者特別控除および住
宅借入金等特別控除データを入力し、
年調区分を指定します。従業員が年末
調整の対象者であるかどうかを指定しま
す。

「前職データ」ページ GPJP_YEA_PYEPRI 給与支払い金額、徴収税額、社会保険
料、前勤務先の名称および住所などの
前職データを入力します。

「所得税データ管理 JPN」ページ GPJP_IT_PYE_TAX レポートによって収集された本人区分、
障害区分などの従業員の所得税情報
や給与支払い者整理番号を入力しま
す。

「所得税扶養家族データ管理 JPN」ペー
ジ

GPJP_IT_DEP_TAX レポートによって収集された障害区分な
どの配偶者または扶養親族の控除に関
する情報を入力します。

年末調整控除データの入力について
年末調整レポートを実行する前に、GPJP_YEA_PYEADJ テーブルに年末調整控除情報を入力
し、GPJP_IT_PYE_TAX テーブルおよび GPJP_IT_DEP_TAX テーブルのデータが最新のものであること
を確認する必要があります。

これらの情報の多くは、年末調整データのセルフサービスまたは手動による収集方法によって収集されま
す。データの収集方法によって、入力方法は異なります。

注: セルフサービスのページで入力されたデータを使用する場合でも、従業員の年調区分を変更するに
は、「年末調整データ」ページにアクセスする必要があります。また、前職データを入力するには、「前職デー
タ」ページにアクセスする必要があります。



年末調整の準備 第17章

206 Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

ロードされる給与計算テーブルのデータ セルフサービスによるデータ収集 手動によるデータ収集

従業員の課税控除データ (GPJP_IT_
PYE_TAX)

従業員が所得税従業員情報に関するセ
ルフサービスのページでデータを入力し
て保存すると、自動的に更新されます。

年末調整扶養控除等申告書で収集し
たデータを、「所得税データ管理 JPN」
ページ (GPJP_IT_PYE_TAX) で手動で
入力します。

扶養控除データ (GPJP_IT_DEP_TAX) 従業員が所得税扶養家族情報に関す
るセルフサービスのページでデータを入
力して保存すると、自動的に更新されま
す。

年末調整扶養控除等申告書で収集さ
れ、「所得税扶養家族データ管理 JPN」
ページ (GPJP_IT_DEP_TAX) で手動入
力されます。

保険料控除、配偶者特別控除、住宅借
入金等特別控除データ (GPJP_YEA_
PYEADJ)

年調セルフ サービス データ ロード プロセ
ス (GPJP_YEASSLD) を実行します。こ
のプロセスによって、従業員個人情報、
保険および控除に関するセルフサービス
のページで従業員が入力したデータが
ロードされます。

保険料控除申告書兼配偶者特別控除
申告書で収集したデータを、「年末調整
データ」ページ (GPJP_YEA_PYEADJ)
で手動で入力します。

税源泉徴収および年末調整ルールの変更
日本政府は、子供のいる親が、15 歳以下の子供の数に応じて政府から支給を受ける新しい福利厚生シ
ステムを導入しました。授業料を無料にするか (公立高校)、または減額 (授業料が高い私立高校) できる
ように、高校への資金提供も開始しました。

これらの新しい福利厚生の代償として、15 歳の子供がいる親の所得控除は廃止されました (2011 年 1
月 1 日から適用)。この同じ日から、16 歳から 18 歳の子がいる親は所得控除が減額されます。つまり、16
歳から 18 歳の子は特定扶養親族に分類されなくなり、一般の扶養親族とみなされるようになりました。

このことに対処するため、PeopleSoft では GPJP_IT_DEP_VW と呼ばれる新しい SQL ビューを作成しま
した。この SQL ビューでは GPJP_IT_DEP_TAX と DEP_BEN が結合されます。

配列要素 IN AR DEPENDENTS で、レコード名が GPJP_IT_DEP_TAX から GPJP_IT_DEP_VW SQL
ビューに変更されました。BIRTHDATE が取得したアイテムとして追加されました。この新しい法定要件
の前には税の源泉徴収について扶養親族の年齢を評価する理由がなかったため、BIRTHDATE はこの
配列にありませんでした。

複数雇用レコードに対する手動による年末調整について
従業員に複数雇用レコードが設定されている場合、年末調整レポート データ JPN は、雇用レコードごとに
個別にロードされます。データは常に、年末調整処理が行われる支給日時点で有効な税区分を使用して
ロードされます。その年の間に税区分が変更されている場合は、「前職データ」ページで手動による調整を
行い、適切な給与額に基づいて年末調整レポートおよび源泉徴収票が作成されるようにします。
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例: 1 つの雇用レコードから毎月支給される従業員の場合

雇用レ
コード
番号

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

0 甲種 甲種 甲種 甲種 未使用 未使用 未使用 未使用 甲種 甲種 甲種 甲種

1 未使用 未使用 未使用 未使用 甲種 甲種 甲種 甲種 未使用 未使用 未使用 未使用

支払い日を 12 月 30 日とします。この日の時点での従業員の税区分は甲種なので、年末調整に必要な
他の条件を従業員が満たすならば、雇用レコード番号 0 で調整が処理されます。年末調整は、1 月から 4
月までと、9 月から 12 月までの間に、雇用レコード番号 0 に対して支給された給与に基づいて行われ、源
泉徴収票が印刷されます。

雇用レコード番号 1 によって支給された 5 月から 8 月までの給与を年末調整処理に含めるには、雇用レ
コード番号 0 に対する年末調整処理を実行する前に、雇用レコード番号 0 の「前職データ」ページにアクセ
スして雇用レコード番号 1 に対する給与額および控除額を入力する必要があります。

「年調セルフサービス データ ロード JPN」ページ
「年調セルフサービス データ ロード JPN」ページ (GPJP_RC_YEALOAD_SS) を使用して、セルフサービス
の控除データをロードします。

給与計算の管理者は、年末調整セルフ サービス データ ロード プロセス (GPJP_YEASSLD) を実行し
て、セルフサービスで更新された従業員個人情報、生命保険とその他の保険、配偶者特別控除、住宅
借入金等特別控除に関する情報を、年末調整データ テーブルおよびこのテーブルに対応するページ
(GPJP_YEA_PYEADJ) にロードします。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「年調セルフサービス データ ロード JPN」, 「年調
セルフサービス データ ロード JPN」

「年末調整データ」ページ
「年末調整データ」ページ (GPJP_YEA_PYEADJ) を使用して、保険料控除、配偶者特別控除および住宅
借入金等特別控除データを入力し、年調区分を指定します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「税」, 「年末調整データ管理 JPN」, 「年末調
整データ」

画像: 「年末調整データ」ページ

次の例では、「年末調整データ」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィール
ドおよびコントロールの定義は後で説明します。
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年調区分 (年末調整区分) 値を選択して、この従業員が年末調整の対象者であるかどうか
を指定します。デフォルトは「年調対象」です。従業員を年末調整
処理から除外するには、「年調対象外」を選択します。

「前職データ」ページ
「前職データ」ページ (GPJP_YEA_PYEPRI) を使用して、給与支払い金額、徴収税額、社会保険料、前勤
務先の名称および住所などの前職データを入力します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「税」, 「年末調整データ管理 JPN」, 「前職デー
タ」

画像: 「前職データ」ページ

次の例では、「前職データ」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィールドお
よびコントロールの定義は後で説明します。

このページを使用して、前職の勤務先からの支給データおよび控除データを入力します。

「所得税データ管理 JPN」ページ
「所得税データ管理 JPN」ページ (GPJP_IT_PYE_TAX) を使用して、レポートによって収集された本人区
分、障害区分などの従業員の所得税情報や給与支払い者整理番号を入力します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「税」, 「所得税データ管理 JPN」, 「所得税デー
タ管理 JPN」

関連リンク
所得税の源泉徴収の準備

「所得税扶養家族データ管理 JPN」ページ
「所得税扶養家族データ管理 JPN」ページ (GPJP_IT_DEP_TAX) を使用して、レポートによって収集され
た障害区分などの配偶者または扶養親族の控除に関する情報を入力します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「受給者データ」, 「税」, 「所得税扶養家族データ管理 JPN」,
「所得税扶養家族データ管理 JPN」

関連リンク
所得税の源泉徴収の準備

年末調整レポートの準備

この項では、年末調整レポート データ JPN の準備の概要について説明します。

年末調整レポートの準備に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「住民税額レコード初期作成 JPN」ページ GPJP_RC_IH_MUN1 住民税額レコード初期作成プロセス (
GPJP_IHMUN1) を実行して自治体コー
ドや受給者番号を更新します。このプ
ロセスでは、対象年度に対する従業員
ID、自治体コードおよび受給者番号が住
民税テーブルにロードされます。

「住民税額ロード JPN」ページ GPJP_IH_PYE_TAX 住民税額レコード初期作成プロセスの実
行後に、受給者番号の確認および訂正
を行います。

「年末調整レポート データ ロード JPN」
ページ

GPJP_RC_YEALOAD 年末調整レポート データをロードします。
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ページ名 定義名 用途

「年末調整データ確認/更新JPN」ページ GPJP_YEA_TABLE 年末調整データ テーブルを確認および
更新します。年末調整データ ロード プ
ロセスの結果を確認して、「税務署提
出」チェック ボックスや「摘要」フィールド
を更新します。

年末調整レポート データ JPN の準備について
年末調整テーブル ロードのアプリケーション エンジン プロセス (GPJP_YEALOAD) では、源泉徴収票、
給与支払い報告書、法定調書合計表、所得税源泉徴収簿などのレポートの出力に必要なデータの大半
を含む中間テーブルがロードされます。

データの収集方法 (セルフサービスまたは手動) にかかわらず、年末調整レポート データの準備は次の順
序に従って行います。

1. 必要に応じて、従業員の住所を更新します。

セルフサービス トランザクションで年末調整データを収集した場合、この手順には「従業員個人情
報」ページと年末調整セルフサービス データ ロード プロセス (GPJP_YEASSLD) を使用します。

2. 住民税額レコード初期作成プロセス (GPJP_IHMUN1) を実行し、住民税テーブルに自治体コードを
ロードします。

3. 必要に応じて、「住民税データ管理 JPN」ページで従業員の受給者番号を更新します。

4. 年末調整レポート データ ロード JPN プロセス (GPJP_YEALOAD) を実行します。

5. 必要に応じて、年末調整レポート データ JPN ページで「税務署申請」チェック ボックスの変更や「摘
要」フィールドの編集を行います。

「住民税額ロード JPN」ページ
「住民税額ロード JPN」ページ (GPJP_RC_IH_MUN2) を使用して、電子ファイルから住民税額をロードし
ます。

住民税額ロード プロセスを実行して、自治体から送られてきた住民税額データをロードします (電子ファイ
ル データを使用する場合)。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「税」, 「住民税額ロード JPN」, 「住民税額ロード JPN」。

注: データの初期作成を実行する前に、従業員の住所および郵便番号 JPN テーブルの更新およびオー
ディットを行っておく必要があります。

「住民税テーブルの設定」を参照してください。
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「年末調整レポート データ ロード JPN」ページ
「年末調整レポート データ ロード JPN」ページ (GPJP_RC_YEALOAD) を使用して、年末調整レポート デー
タをロードします。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「年末調整レポート データ ロード JPN」, 「年末調
整レポート データ ロード JPN」

画像: 「年末調整レポート データ ロード JPN」ページ

次の例では、「年末調整レポート データ ロード JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。こ
のページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

従業員 ID 従業員 ID を選択すると、その従業員のデータ行のみが更新さ
れます。

注: 雇用終了した従業員の年末調整データをロードするには、「雇用終了処理」メニューにあるプロセスを
使用します。

関連リンク
雇用終了従業員の処理

「年末調整データ確認/更新JPN」ページ
「年末調整データ確認/更新JPN」ページを使用して、年末調整データ テーブルを確認および更新します。
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ナビゲーション

(「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「年末調整データ確認/更新JPN」, 「年末調整
データ確認/更新JPN」)。

画像: 「年末調整データ確認/更新JPN」ページ (1/2)

次の例では、「年末調整データ確認/更新JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。
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画像: 「年末調整データ確認/更新JPN」ページ (2/2)

次の例では、「年末調整データ確認/更新JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。

税務署提出 甲種の従業員の給与額が 500 万円を超えた場合、または乙種
の従業員の給与額が 50 万円を超えた場合に、フォーミュラ YE
FM SUBMIT によって、このチェック ボックスが選択されます。
ただし、源泉徴収票を提出するかどうかの決定に必要なその他
の条件 (従業員が役員かどうか、退職しているかどうか、災害
の被害者かどうかなど) については、自動では確認されません。

摘要 控除対象の配偶者や扶養家族 ID、前職データ、居住開始年月
日 (住宅借入金等特別控除を受けている従業員の場合) など
が挿入されます。これらのデータは編集が可能です。

文字数制限のため、レポートにすべての摘要情報が出力されな
い場合があります。

年末調整レポートの実行

この項では、源泉徴収票の実行について説明します。

注: これらのレポートを実行する前に、年末調整レポート データ ロード プロセスを実行しておく必要があり
ます。
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年末調整レポートの実行に使用するページ
ページ名 定義名 用途

 「源泉徴収票 JPN」ページ GPJP_RC_YEAWHRPT 源泉徴収票 (GPJPYE01) を実行します。

「給与支払報告書 JPN」ページ GPJP_RC_YEAWGRPT 源泉徴収票/給与支払い報告書 (
GPJPYE01) を実行します。

「法定調書合計表基礎資料 JPN」ページ GPJP_RC_YEA 法定調書合計表 (GPJPYE02) を実行し
ます。

「給与支払報告書 (総括表) JPN」ページ GPJP_RC_YEA 給与支払い報告書 (総括表) (
GPJPYE03) を実行します。

「過不足税額繰越 JPN」ページ GPJP_RC_IT_TXDIF 繰越し過不足税額レポート (GPJPYE06)
を実行します。

関連リンク
雇用終了処理について

 「源泉徴収票 JPN」ページ
「源泉徴収票 JPN」ページ (GPJP_RC_YEAWHRPT) を使用して、源泉徴収票 (GPJPYE01) を実行しま
す。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「源泉徴収票 JPN」, 「源泉徴収票 JPN」

画像: 「源泉徴収票 JPN」ページ

次の例では、「源泉徴収票 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページのフィー
ルドおよびコントロールの定義は後で説明します。

従業員 全従業員: 年末調整処理の後で、従業員すべての源泉徴収票
を作成する場合に選択します。

税務署に提出する従業員:源泉徴収票を税務署に提出する場合
に選択します。「年末調整データ確認/更新JPN」ページの「税務
署提出」チェック ボックスが選択されている従業員のみが選択
されます。

注: 雇用終了した従業員のレポートを実行するには、「雇用終了処理」メニューにあるページを使用しま
す。

「給与支払報告書 JPN」ページ
「給与支払報告書 JPN」ページ (GPJP_RC_YEAWGRPT) を使用して、源泉徴収票/給与支払い報告書
(GPJPYE01) を実行します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「給与支払報告書 JPN」, 「給与支払報告書
JPN」
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年末調整処理の終了後に、このレポートを自治体に提出します。「自治体コード」および「受給者番号」は
オプションのパラメータです。これらのパラメータを使用して出力数を制限できます。

「法定調書合計表基礎資料 JPN」ページ
「法定調書合計表基礎資料 JPN」ページ (GPJP_RC_YEA) を使用して、法定調書合計表 (GPJPYE02)
を実行します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「年末調整」, 「法定調書合計表基礎資料 JPN」, 「法定調書合
計表基礎資料 JPN」

このレポートには、給与所得の源泉徴収票の金額が出力されます。また、退職所得の源泉徴収票の金額
も出力されます。
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第18章

銀行振込み処理

銀行振込み処理について

次に、従業員への給与支給に日本で使用されている自動銀行振込み処理の概要を示します。各ステッ
プについては、後続の項で詳しく説明します。

1. 銀行口座および振込みスケジュールの設定。

2. 給与計算処理の実行。

3. 銀行振込み処理の実行。

4. 日本用のグローバル ペイロールの FB プロセスの実行。自動的に FB ファイルが作成され、Structured
Query Report (SQR) レポートが実行されます。

用語と定義
銀行振込み処理の説明で使用されている用語とその定義を次に示します。

送金元銀行 資金の送金元となる会社の口座のある銀行。

振込み先銀行 資金の受取先となる従業員の口座のある銀行。

自動振込みの場合は、会社が利用している銀行が送金元銀行、従業員が利用している銀行が振込み
先銀行になります。

配布エレメント
PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

銀行振込み処理の設定

銀行振込み処理を定義するには、3 つのタイプの情報を最大で 11 ページにわたり設定する必要がありま
す。設定には次の内容が含まれます。
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• 会社および従業員の指定する銀行、支店、口座情報の指定。

• 送金元銀行の指定と資金レベルの定義。

• 振込み先銀行と振込みスケジュールの指定。

従業員は、支給タイプ (給与または賞与など) ごとに配分率 (パーセント) または金額を指定して支給
額を分割し、複数の銀行口座に振り込まれるように指定できます。

銀行振込みの設定ステップは、コアのPeopleSoft グローバル ペイロールの「銀行振込みについて」のトピック
で詳しく説明されています。ただし、日本用の銀行振込み処理に重要な次のステップについては、次に詳
細を示します。

銀行振込み処理設定の詳細
ページ名 エレメント 説明

銀行テーブル 「銀行名フリガナ」。 半角カタカナで銀行名を入力します。

支店テーブル 「支店情報」グループ ボックス。 設定するすべての送金元銀行および
振込み先銀行の支店情報を入力しま
す。支店情報のない純支給が存在する
と、FB プロセスが中断されてエラー メッ
セージが表示されます。

支店テーブル 「支店名フリガナ」。 半角カタカナで支店名を入力します。

送金元銀行口座 「口座名義フリガナ」。 半角カタカナで口座名義を入力します。

送金元銀行口座 「その他の必須情報」。 このリンクをクリックして「銀行の追加
情報 JPN」ページにアクセスします。こ
のページでは、入力が必須となってい
る口座タイプと会社コードを入力しま
す。「口座タイプ」フィールドを指定しない
場合、FB プロセスでは「普通」が使用さ
れます。

銀行口座情報 「口座名義フリガナ」。 デフォルト値は、「個人データ」ページ
の「フリガナ」フィールドに指定されてい
る名前になります。

注: フリガナ (AC) フィールドは、「プライマリ権限リスト基本設定」ページでフリガナの機能を有効にして
いる場合にのみ表示されます。

関連リンク
「国別プロセスでの金融機関関連データの使用」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
「HCM ローカル インテグレーションの使用」 (「アプリケーションの基礎」)
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代替送金元銀行の設定

この項では、代替送金元銀行の概要と代替送金元銀行の定義方法について説明します。

代替送金元銀行の設定に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「支給元の送金元銀行 JPN」ページ GPJP_PE_ALT_SBANK 支給元および組織の代替送金元銀行を
定義します。

「代替送金元銀行」ページ GPJP_ALT_SBANK_SEC 組織リンクの代替送金元銀行を定義し
ます。

代替送金元銀行について
必要に応じて、銀行振込み処理を実行する前に、支給元や組織の送金元銀行を複数定義します。複数
の送金元銀行を定義することにより、各受給者の銀行口座に基づいて適切な送金元銀行を使用するこ
とが可能になります。

グローバル ペイロール (日本) の銀行振込み処理の実行中に、受給者の銀行と送金元銀行が一致して
いるかどうかが次の順序で確認されます。

1. 組織のデフォルトの送金元銀行。

2. 組織リンクの代替送金元銀行。

3. 支給元のデフォルトの送金元銀行。

4. 支給元の代替送金元銀行。

一致する送金元銀行が検出されたら、その後の銀行振込み処理でもこの値が引き続き使用されます。

「支給元の送金元銀行 JPN」ページ
「支給元の送金元銀行 JPN」ページ (GPJP_PE_ALT_SBANK) を使用して、支給元および組織の代替送
金元銀行を定義します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「フレーム ワーク」, 「組
織」, 「支給元の送金元銀行 JPN」, 「支給元の送金元銀行 JPN」

画像: 「支給元の送金元銀行 JPN」ページ

次の例では、「支給元の送金元銀行 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページ
のフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

支給元レベルおよび組織リンク レベルの送金元銀行を入力します。グローバル ペイロール (日本) の銀行
振込み処理では、これらの値によって、支給処理結果テーブル (GP_PAYMENT) の各支給行で使用され
ている送金元銀行が上書きされます。

「代替送金元銀行」リンクをクリックして、その組織リンクに関連付ける送金元銀行をさらに詳しく定義し
ます。

銀行振込みの FB ファイルとレポートの作成

この項では、FB のプロセス フローと処理手順の概要および前提条件について説明します。

銀行振込みプロセスおよび FB プロセスの実行とレポートの出力に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「支給準備プロセスの実行 JPN」ページ GPJP_RC_BA02 銀行振込みの詳細情報が格納された支
給ファイルを作成するプロセスを実行し
ます。

「ファイル ハンドル JPN」ページ GPJP_FILE_HANDL エクスポートする各ファイルに、ハンドル
を割り当てます。
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ページ名 定義名 用途

「給与振込 FB 作成 JPN」ページ GPJP_RC_BA01 給与振込み FB を作成します。FB プ
ロセスを実行すると、指定の銀行へ送
信する FB フラット ファイルが作成さ
れ、銀行振込みデータ プルーフ リスト (
GPJPBA01) を出力する SQR プログラム
が起動されます。

FB のプロセス フローについて
この図は、日本でのペイロール FB のプロセス フローを示しています。これには、ペイロールの最終決定か
らレポートの印刷またはフラット出力ファイルの作成までの、各手順の説明が含まれます。

画像: ペイロール FB のプロセス

最終支給のレポートの印刷またはフラット出力ファイルの作成までの各手順の説明を含む、日本でのペ
イロール FB のプロセス フロー。

処理手順について
この項では、前述の処理フロー図について説明します。各手順の番号は図内の番号に対応しています。
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1. グローバル ペイロール コア アプリケーションで給与計算を実行します。

2. グローバル ペイロール (日本) の銀行振込み処理を実行します。

このプロセスにより、GP_PAYMENT レコードに値がロードされます。

注: 銀行振込み処理を実行するときは、支給準備プロセスの実行ページの「最終決定」チェック ボッ
クスを選択します。このチェック ボックスが選択されていないと、次の手順でデータを使用できませ
ん。

3. グローバル ペイロール (日本) の FB プロセス (GPJP_BA01) を実行します。

このプロセスにより、支給ステータスが「最終決定済」で、指定されたカレンダー グループ ID、実行タイ
プ名、送金元銀行 ID を持つすべての行が GP_PAYMENT から選択されます。

また、次のレコードに値がロードされます。これらのレコードは、FB ファイルや出力したレポートのヘッ
ダー、トランザクション、トレーラとして使用されます。

• GPJP_BA_HEADER: このレコードのデータは、振込み FB 作成ページで指定したラン コントロー
ル パラメータから取得されます。

会社および送金元銀行の口座情報が格納されています。

• GPJP_BA_TRANS: このレコードのデータは、GP_PAYMENT と、あらかじめ設定しておいた送金
元銀行情報および振込み先銀行情報から取得されます。

従業員情報、振込み先銀行の口座情報、振込み額などの詳細情報が格納されています。

• GPJP_BA_TRAILER: このレコードには、GPJP_BA_TRANS レコードのレコード件数や振込み額な
どの合計情報が格納されます。

このプロセスでは、GP_PAYMENT の行の支給ステータスが「最終決定済」から振込済に変更され
ます。

4. FB プロセスにより、前述の 3 つのレコードのデータが送金元銀行に送信する FB ファイルにまとめら
れます。

ファイル名と文字セットには、「ファイル ハンドル JPN」ページで定義した値が使用されます。

5. FB プロセスにより、SQR プログラム (GPJPBA01) が起動されます。

6. この SQR プログラムにより、前述の 3 レコードのデータを使用して、標準の文字セットを使用した銀行
振込みレポートが FB ファイルとして出力されます。

関連リンク
「銀行振込みについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)
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前提条件
FB プロセスを実行するためには、最初に「ファイル ハンドル JPN」ページでファイル ハンドルを設定する
必要があります。ファイル ハンドルにより、ファイルの作成に使用されるファイル名と文字セット (半角カタ
カナ) が参照されます。

関連リンク
ファイル ハンドルの設定

「支給準備プロセスの実行 JPN」ページ
「支給準備プロセスの実行 JPN」ページ (GPJP_RC_BA02) を使用して、銀行振込みの詳細情報が格納
された支給ファイルを作成するプロセスを実行します。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「支給処理」, 「支給準備プロセスの実行 JPN」, 「支給準備プロ
セスの実行 JPN」

画像: 「支給準備プロセスの実行 JPN」ページ

次の例では、「支給準備プロセスの実行 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

カレンダー グループ プロセスを実行するカレンダー グループを選択します。給与計算
処理で承認された、または最終決定したアイテム (セグメント)
がすべて処理されます。

ストリーム番号 「ストリーム処理」チェック ボックスが選択されているときに「処
理オプション」グループ ボックスの「計算」チェック ボックスを選
択すると、処理対象のストリーム番号を選択する必要がありま
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す。各ストリーム番号は、事前定義した受給者のグループを表し
ます。

ストリーム処理 カレンダー グループの定義でストリーム処理の実行オプションを
選択した場合には、この「ストリーム処理」チェック ボックスは自
動的に選択されます。

処理フェーズとオプション

計算 給与計算処理で承認および最終決定された結果と銀行振込
みの設定時に定義した情報との比較に基づいて支給ファイル
を作成する場合に、このチェック ボックスを選択します。

計算フェーズは、銀行振込み処理を最終決定するまで繰り返し
実行できます。

最終決定 すべての計算が完了してから、このチェック ボックスを選択しま
す。計算フェーズでストリーム処理を使用した場合は、このカレン
ダー グループに対するすべてのストリームが同時に最終決定さ
れます。

注: ストリームを使用しない場合、「計算」と「最終決定」の両方の
チェック ボックスを同時に選択できます。

統計の更新 このチェック ボックスを選択すると、銀行振込みシステムから
統計が出力され、データ管理者はシステムの処理効率を微調
整できます。

ストリーム

このグループ ボックスには、カレンダー グループに関連付けられているすべてのストリームが表示されま
す。

カレンダー リスト

計算フェーズを実行すると、このグループ ボックスには、カレンダー実行の各カレンダーに関する情報が表
示されます。

関連リンク
「処理ストリームの作成」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

「給与振込 FB 作成 JPN」ページ
「給与振込 FB 作成 JPN」ページ (GPJP_RC_BA01) を使用して、給与振込 FB を作成します。
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FB プロセスを実行すると、指定の銀行へ送信する FB フラット ファイルが作成され、銀行振込みデータ
プルーフ リスト (GPJPBA01) を出力する SQR プログラムが起動されます。

ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「支給処理」, 「給与振込 FB 作成 JPN」, 「給与振込 FB 作成
JPN」

画像: 「給与振込 FB 作成 JPN」ページ

次の例では、「給与振込 FB 作成 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。このページの
フィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

プロセスを実行するには、ページ上のすべてのフィールドに値を指定する必要があります。

カレンダー グループ ID FB プロセスでは、「カレンダー グループ ID」、「実行タイプ
名」、「送金元銀行 ID」で指定した値に該当するデータが GP_
PAYMENT テーブルから抽出されます。

ファイル ハンドル 「ファイル ハンドル JPN」ページで設定したファイル ハンドルで
す。このプロセスで使用するファイル名と文字セットを特定しま
す。

支給タイプ 有効な値は、「給与」と「賞与」です、このデータは、FB ファイルの
ヘッダーに出力されます。

振込日 この日付は、FB ファイルのヘッダーとして出力されます。
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第19章

給与明細書の作成

前提条件

給与明細書を作成するには、次の手順をあらかじめ実行しておく必要があります。

1. 給与明細書フォーム上でのデータ エレメントの配置を定義します。

2. 給与明細書テンプレートを定義します。

3. 給与明細書テンプレートを支給グループと実行タイプに割り当てます。

関連リンク
給与明細書の設定

配布エレメントの表示

PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

給与明細書の作成

この項では、給与明細書の作成の概要と給与明細書の実行方法について説明します。

給与明細書の作成に使用されるページ
ページ名 定義名 用途

給与明細書の作成/印刷ページ GPJP_RC_PP01 給与明細書レポート (GPJPPP01) を実行
すると、給与明細書 (標準の明細書)、賞
与明細書、過不足税額レポート (年末調
整明細書) または退職金明細書が出力
されます。また、給与明細書の印刷オプ
ションおよびソート基準を定義します。
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給与明細書の作成について
給与明細書を作成する前に給与明細書テンプレートを設定して、レポートに含まれるデータエレメントとそ
れらのエレメントのページ上での配置場所を指定する必要があります。一番上のヘッダー部分には、部門
ID、従業員 ID、従業員名、レポート タイトル、注記、会社名の情報が常に出力されます。

「給与明細書ラン コントロール」ページを使用すると、次の明細書がすべて作成できます。

• 給与明細書 (標準の明細書)。

• 賞与明細書。

• 過不足税額レポート (年末調整明細書)。

• 退職金。

「給与明細書の作成/印刷 JPN」ページからは、2 つの処理が順番に開始されます。

1. アプリケーション エンジン プロセス GPJP_PP01 により、情報が収集され中間テーブルが作成されま
す。

2. Structured Query Report (SQR) GPJPPP01 により、給与明細書が出力されます。

PeopleSoft では、一般的な給与明細書のフォーマットが用意されています。現在使用している特定の
フォーマットやプリンタを引き続き使用する場合は、SQR を修正する必要がある場合があります。独自
のフォーマットの給与明細書が必要な場合は、SQR レポートのみの修正で対応できます。

「給与明細書の作成/印刷 JPN」ページのパラメータを設定し、選択したカレンダー グループ ID を持つ従
業員から、さらに対象を限定します。カレンダー グループの実行タイプに対して指定された支給グループ
ごとに、適切な給与明細書テンプレートが自動的に選択されます。

印刷オプションを定義するパラメータを入力したり、ソート基準を指定したりすることもできます。

注: カレンダー グループで持つことができる実行タイプは、それぞれ 1 つのみです。これは、通常の給与、
賞与、年末調整または退職金のそれぞれの給与計算ごとに、固有のカレンダー グループ ID を設定する
必要があることを意味します。

関連リンク
給与明細書の設定

給与明細書の作成/印刷ページ
給与明細書の作成/印刷ページ (GPJP_RC_PP01) を使用して給与明細書レポート (GPJPPP01) を実行す
ると、給与明細書 (標準の明細書)、賞与明細書、過不足税額レポート (年末調整明細書) または退職金
明細書が出力されます。

また、給与明細書の印刷オプションおよびソート基準を定義します。
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ナビゲーション

「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「給与明細書」, 「給与明細書の作成/印刷 JPN」, 「給与明細書
の作成/印刷 JPN」

画像: 「給与明細書の作成/印刷 JPN」ページ

次の例では、「給与明細書の作成/印刷 JPN」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

レポート リクエスト パラメータ

カレンダー グループ ID 最終決定された給与計算実行のカレンダー グループ ID のみ
が使用可能です。

明細書タイトル 給与明細書の上部にタイトルとして出力されます。

受給者の選択

支給元 このパラメータしか指定しない場合は、選択したカレンダー グ
ループと支給元を持つ従業員すべての給与明細書が出力さ
れます。対象となる受給者グループをさらに限定するには、パラ
メータを追加指定します。

ビジネス ユニット 部門または所在地を指定する場合は、必須フィールドとなりま
す。
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所在地コード 特定の所在地に対して給与明細書を出力する場合、指定した
ビジネス ユニットに定義されている所在地を選択します。

部門 特定の部門に対して給与明細書を出力する場合、指定したビ
ジネス ユニットに定義されている部門を選択します。

役職 特定の役職の従業員に対して給与明細書を出力する場合、指
定したビジネス ユニットに定義されている役職を選択します。

受給者リスト このリンクをクリックして「受給者リスト」ページにアクセスしま
す。このページでは、給与明細書を実行する任意の数の従業員
を個別に選択できます。ただし、「給与明細書の作成」ページで
指定したカレンダー グループの従業員しか選択できません。

受給者を選択して「給与明細書の作成」ページに戻ると、チェッ
ク ボックスが自動的に選択されます。

印刷オプション

ビジネス ユニット、所在地、役職を出力
する (ビジネス ユニット、所在地、役職
を含める)

給与明細書にビジネス ユニット、所在地および役職を出力する
場合は、「ビジネス ユニット、所在地、役職を出力する」チェック
ボックスを選択します。

ソート基準 出力する給与明細書のソート基準を指定します。オプションに
は、「ビジネス ユニット」、「所在地コード」、「部門」および「役職 ID」が
あります。
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第20章

オフサイクル支給の管理

オフサイクル処理について

この項では、次について説明します。

• オフサイクル処理。

• オフサイクル トランザクションのタイプ。

• 配布エレメント。

オフサイクル処理
オフサイクル処理とは、通常の給与計算スケジュール以外の給与計算結果に対する支給処理および訂
正処理を指します。オフサイクルのトランザクションは、過去の支給の訂正、手動支給の入力または雇用
終了に伴う支給など、スケジュールされた次の給与計算前に実行する必要のある支給の場合に使用さ
れるのが一般的です。

オフサイクル トランザクションのタイプ
オフサイクル トランザクションには、次の 4 つのタイプがあります。

• 手動支給

手動支給では、給与計算システム外で計算および支給された支給を入力できます。例としては、支
給詳細の入力が通常の給与計算までに間に合わなかったために手書きの小切手によって支給され
た新規採用者の給与などがあります。

• 訂正

訂正では、最終決定された給与計算結果を訂正できます。例としては、支給する必要のあった傷病
欠勤中の給与の支給などがあります。

• 不定期支給

不定期支給では、通常の給与計算処理外の 1 回かぎりの支給を入力できます。例としては、1 回か
ぎりの賞与や費用の払戻しなどがあります。

• 前払い



オフサイクル支給の管理 第20章

234 Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

前払給与では、スケジュールされた通常の給与計算実行より前に受給者に対して支給を行うことが
できます。例としては、雇用終了に伴う給与の支給などがあります。

配布エレメント
PeopleSoft では、日本用に設計されたすべての配布エレメントを参照するために実行するクエリーが提供
されています。このクエリーの実行方法については、PeopleSoft グローバル ペイロールで説明されています。

関連リンク
「配布エレメントの表示方法について」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」)

手動支給について

この項では、手動支給についての概要を説明します。

手動支給
日本の受給者に対して手動支給を入力する場合、すべての計算をシステムの外で行ってから入力する
必要があります。手動支給を入力する場合は、次のガイドラインに従います。

• 「手動支給」ページの期間/カレンダータブにある「支給期間/カレンダー」フィールドおよび「支給日」フィー
ルドの値を選択します。

支給期間および支給日の選択は、慎重に考慮して行う必要があります。支給期間を選択する場合
は、直前に最終決定したカレンダーまたは現在オープンしているカレンダーを選択する必要がありま
す。支給日の選択は、エレメントの累計方法に直接影響します。たとえば、期間終了日に基づいて累
計を行う累計の場合、支給日時点では累計残高が即座に更新されない場合があります。

• 「手動支給」ページでプロセス コントロールを指定します。

「期間開始日」と「期間終了日」は、「支給期間/カレンダー」を選択した後、デフォルトで設定されます。提供
されている日本ルールは期間全体を使用して計算するように作成されており、部分的な期間が入力
された場合に自動的に分割されないことがありますので、これらの日付は変更しないでください。

実行タイプは、「支給期間/カレンダー」フィールドの値によって設定されます。このフィールドもデフォルト
値を使用してください。受給者の手動支給を確実に処理するには、該当する実行タイプ定義の「重複
可」チェック ボックスが選択されている必要があります。このチェック ボックスの選択が解除されて
いる場合、指定した期間に対するこの受給者の処理がすでに行われていると判断された場合、この
受給者に対する再処理が行われない可能性があります。

「標準変換停止」を選択すると、プロセス リスト上のエレメントのうち、手動支給に入力されたエレメン
ト以外のすべてのエレメントの変換を停止できます。通常の変換を行う場合は、分析を行ってサポート
エレメントに与える影響を把握する必要があります。
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限定エレメント セットはオフサイクル処理で変換されないため、限定エレメント セットを使用する場合
は、すべてのエレメントが前処理フォーミュラまたは後処理フォーミュラで個別に計算されることを確
認したうえで使用する必要があります。

注: 手動支給は、金額値の保存にのみ使用します。この方法を使用しても、休暇欠勤累計は更新されま
せん。

訂正

最終決定した計算結果をユーザー エラーなどによる理由で変更する必要がある場合は、オフサイクル リ
クエスト コンポーネント (GP_OFFCYCLE_SETUP) の「訂正」ページを使用します。このページでは、日本
用に配布された法定ルールに組み込まれている期間ロジックが使用されます。

訂正を入力する場合は、すべての支給エレメントおよび控除エレメントに期間ロジックが適用されている
必要があります。この方法は、支給額累計の訂正にのみ使用します。休暇欠勤累計は訂正されません。

不定期支給

通常の給与計算処理外の 1 回かぎりの支給を処理する場合は、オフサイクル リクエスト コンポーネント
(GP_OFFCYCLE_SETUP) の不定期支給ページを使用します。例としては、賞与や費用の払戻しなどが
あります。このページでは、日本用に配布された法定ルールに組み込まれている期間ロジックが計算時に
使用されます。

不定期支給を入力する場合は、次のガイドラインに従います。

• すべての支給エレメントおよび控除エレメントで期間ロジックが適用されている必要があります。

• 支給期間を選択する場合は、直前に最終決定したカレンダーまたは現在オープンしているカレンダー
を選択する必要があります。

• このページは、金額値の保存にのみ使用します。

休暇欠勤累計は更新されません。

前払給与

通常のオンサイクルの給与計算実行前に従業員に支給を行う場合は、オフサイクル リクエスト コンポー
ネント (GP_OFFCYCLE_SETUP) の前払給与ページを使用します。例としては、雇用終了する従業員に
対し、次のオンサイクルの給与計算実行ではなく、即座に雇用終了に伴う支給を行う必要がある場合な
どがあります。前払給与を行うときは、次の点に注意します。
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• 常に、オープンしている次のカレンダーを選択します。カレンダーの順序を飛ばすと、累計の更新が正
しく行われない場合があります。

• 選択したカレンダー グループに対する休暇欠勤累計は自動的に計算されます。



Copyright © 1988, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 237

第21章

プログラムに対するエレメントのマッピング

プログラム エレメントのマッピングについて

プログラム エレメント マッピング コンポーネントを使用すると、アプリケーション エンジン プログラムの
フィールドに対するエレメント割当てを追加、削除または変更できます。たとえば、グローバル ペイロール
(日本) プログラム GPJP_YEA_LOAD (ロード GPJP_YEA_TABLE) は、GPJP_IT_EARNS フィールドに
割り当てられたフォーミュラ YE FM TAX PAY ALL で提供されます。異なるフォーミュラまたは他のエレメ
ントを GPJP_IT_EARNS フィールドに割り当てる場合は、プログラム エレメント マッピング コンポーネント
を使用して行うことができます。プログラム自体を変更する必要はありません。

注: プログラム エレメント マッピング コンポーネントは、グローバル ペイロール (日本) に固有のものでは
ありません。どのグローバル ペイロール国別拡張機能でも、このコンポーネントを使用してプログラム エレ
メントをマッピングできます。

プログラム エレメントのマッピングの変更

プログラム エレメントのマッピングの変更に使用するページ
ページ名 定義名 用途

「プログラム エレメント マッピング」ペー
ジ

GP_PRINT_PARAM アプリケーション エンジン プログラムの
フィールドに対するエレメントの割当てを
追加、削除または変更します。

「プログラム エレメント マッピング」ページ
この項では、アプリケーション エンジン プログラムのフィールドにエレメントを割り当てる方法を説明しま
す。

「プログラム エレメント マッピング」ページ (GP_PRINT_PARAM) を使用して、アプリケーション エンジン
プログラムのフィールドに対するエレメントの割当てを追加、削除または変更します。
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ナビゲーション

「HCM 基本設定」, 「製品/業務別定義」, 「グローバル ペイロール/休暇欠勤管理」, 「レポート」, 「プログラ
ム エレメント マッピング」

画像: 「プログラム エレメント マッピング」ページ

次の例では、「プログラム エレメント マッピング」ページのフィールドおよびコントロールを説明します。この
ページのフィールドおよびコントロールの定義は後で説明します。

入力タイプ 割り当てるタイプ エレメントを選択します。

エレメント名 割り当てるエレメントの名前を入力します。

フィールド名 エレメントを割り当てるフィールドの名前を入力します。

データ種別 CD 各行が表しているデータの種別を指定します。値は次のとおり
です。

あり: システム データを示します。

なし: ユーザー定義データを示します。

サンプル: サンプル データを示します。
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第22章

グローバル ペイロール (日本) のレポート群

グローバル ペイロール (日本) のレポートについて

次の表は、レポート ID 別にソートされたグローバル ペイロール (日本) のレポートの一覧です。

これらのレポートの実行方法の詳細は、次を参照してください。

• この製品ドキュメントの対応するトピック。

• 『PeopleTools: PeopleSoft Process Scheduler』

• 『PeopleTools: BI Publisher for PeopleSoft』

• 『PeopleTools: SQR Language Reference for PeopleSoft』

これらのレポートのサンプルについては、このオンライン ドキュメントで公開されているレポート サンプ
ルをご確認ください。

グローバル ペイロール (インド) のレポート群
レポート ID およびレポート名 説明 ナビゲーション ラン コントロール ページ

GPJPBA01

FB 銀行振込

FB プロセスの一部として生
成されます。FB プロセスによ
り銀行に送信される情報が出
力されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「支給処理」, 「給
与振込 FB 作成 JPN」, 「給与
振込 FB 作成 JPN」

GPJP_RC_BA01

GPJPIH01

住民税納付先取得エラー レ
ポート JPN レポート

法的住所または自宅住所の
郵便番号および自治体コード
が無効な従業員に対するエ
ラー メッセージの一覧が出力
されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「税」, 「住民税
納付先取得エラー レポート
JPN」, 「住民税納付先取得エ
ラー レポート JPN」

GPJP_RC_IH_AUD

GPJPIH02

住民税納付先別一覧表 JPN

各地方自治体に納付された
住民税の件数とその総額が
支給期間ごとに出力されま
す。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「税」, 「住民税納
付先別一覧表 JPN」, 「住民
税納付先別一覧表 JPN」

GPJP_RC_IH_MNTH
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レポート ID およびレポート名 説明 ナビゲーション ラン コントロール ページ

GPJPIT01

所得税源泉徴収簿

従業員 ID、給与データ、賞与
データ、有給休暇データ、前職
データ、総支給額データ、退職
金データ、年末調整データなど
の給与計算データが出力され
ます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「税」, 「所得税源
泉徴収簿 JPN」, 「所得税源
泉徴収簿 JPN」

GPJP_RC_IT_WHRG

GPJPLA01

雇用保険免除者一覧表

年齢のために労働保険料の
支払いを免除される従業員
の一覧が出力されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「雇
用保険免除者一覧表 JPN」,
「雇用保険免除者一覧表
JPN」

GPJP_RC_LA01

GPJPLA02

概算・確定保険料申告書基
礎資料

毎年 5 月に提出義務のある
概算・増加概算・確定保険料
申告書の作成に必要とされる
労災保険および雇用保険の
賃金情報が出力されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「概
算・確定保険料申告書基礎
資料」, 「概算・確定保険料申
告書基礎資料」

GPJP_RC_LA01

GPJPLA03

新規加入従業員ファイル

新規従業員の一覧が作成さ
れます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「雇
用保険資格取得届ファイル
作成 JPN」, 「雇用保険資格
取得届ファイル作成 JPN」

GPJP_RC_LA_PYE_RPT

GPJPPP01

給与明細書作成

通常の明細書 (給与明細
書)、賞与明細書、退職金明
細書または過不足税額レポー
ト (年末調整明細書) が出力
されます。

「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」, 「給与明細
書」, 「給与明細書の作成/印
刷 JPN」, 「給与明細書の作
成/印刷 JPN」

GPJP_RC_PP01

GPJPSC01

社会保険月額変更届

随時改定に該当する従業員
の社会保険および報酬月額
情報の一覧が出力されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「月
額変更届 JPN」, 「月額変更
届 JPN」

GPJP_RC_SC01

GPJPSC02

社会保険月額算定基礎届

定時決定に該当する従業員
の社会保険および報酬月額
情報の一覧が出力されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「算
定基礎届 (年間) JPN」, 「算
定基礎届 (年間) JPN」

GPJP_RC_SC03

GPJPSC03

社会保険月額算定総括表

随時改定および定時決定に
該当する従業員情報の総括
表が出力されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「算
定基礎届総括表基礎資料
JPN」, 「算定基礎届総括表基
礎資料 JPN」

GPJP_RC_SC03
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レポート ID およびレポート名 説明 ナビゲーション ラン コントロール ページ

GPJPSC04

厚生年金保険資格喪失者一
覧表

年齢が 70 歳になったために
厚生年金の資格を失った従
業員の一覧が出力されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「厚
生年金 70 歳到達者レポート
JPN」, 「厚生年金 70 歳到達
者レポート JPN」

GPJP_RC_SC04

GPJPSC06

賞与支払届

賞与支給の詳細が出力され
ます。

「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」, 「社会保険」,
「社会保険賞与支払届 JPN」,
「社会保険賞与支払届 JPN」

GPJP_RC_SC_BNS

GPJPSC07

社会保険チェック レポート

社会保険料照会レポートが作
成されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「社会保険」, 「社
会保険料照会レポート JPN」,
「社会保険料照会レポート
JPN」

GPJP_RC_SC_CHK

GPJPSC08

SI サマリ レポート

従業員すべての社会保険料
情報のサマリが出力されま
す。

「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」, 「社会保険」,
「社会保険料サマリ レポート
JPN」, 「社会保険料サマリ レ
ポート JPN」

GPJP_RC_SC_GRD

GPJPUC01

離職証明書

離職証明書が出力されます。 「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」, 「雇用終了処
理」, 「離職証明書 JPN」, 「離
職証明書 JPN」

GPJP_RC_UC_RPT

GPJPWC01

60 歳時賃金証明書

60 歳到達時等賃金証明書が
出力されます。

「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」、「社会保険」、
「60 歳到達時等賃金証明書
JPN」

GPJP_RC_UC_RPT

GPJPYE01

源泉徴収票/給与支払報告書

所得、控除、保険料のレポー
トです。年末調整処理の完了
後に、すべての従業員にこの
レポートを配布します。年度途
中に退職した従業員につい
ては、退職後に配布します。ま
た、特定の条件に該当する従
業員のレポートについては、税
務署に対しても送付します。

• 「グローバル ペイロー
ル/休暇欠勤管理」, 「年
末調整」, 「源泉徴収
票 JPN」, 「源泉徴収票
JPN」

• 「グローバル ペイロー
ル/休暇欠勤管理」, 「雇
用終了処理」, 「源泉徴
収票 JPN」, 「源泉徴収
票 JPN」

GPJP_RC_YEAWHRPT

GPJPYE01

源泉徴収票/給与支払報告書

源泉徴収票と同じ SQR プロ
セスですが、データの選択、
ソート、レポートに異なるパラ
メータが使用されます。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「年末調整」, 「給
与支払報告書 JPN」, 「給与
支払報告書 JPN」

GPJP_RC_YEAWGRPT
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レポート ID およびレポート名 説明 ナビゲーション ラン コントロール ページ

GPJPYE02

法定調書合計表基礎資料

税務署に提出する法定調書
合計表に必要な情報が出力
されます。

「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」, 「年末調整」,
「法定調書合計表基礎資料
JPN」, 「法定調書合計表基礎
資料 JPN」

GPJP_RC_YEA

GPJPYE03

給与支払報告書 (総括表) 記
入のための基礎資料

自治体に提出する給与支払
い報告書 (総括表) に必要な
情報が出力されます。

「グローバル ペイロール/休
暇欠勤管理」, 「年末調整」,
「給与支払報告書 (総括表)
JPN」, 「給与支払報告書 (総
括表) JPN」

GPJP_RC_YEA

GPJPYE04

扶養控除等申告書

手動でデータを収集する場合
は、レポートを印刷して従業
員に配布し、確認と更新を行
います。セルフサービスによる
データ収集の場合は、従業員
が ePay-給与でデータを更新
してから、記録保持のために
レポートを印刷します。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「年末調整」, 「扶
養控除等申告書 JPN」, 「扶
養控除等申告書 JPN」

GPJP_RC_YEA04

GPJPYE05

年末調整 - 保険/配偶者

手動でデータを収集する場合
は、レポートを印刷して従業
員に配布し、確認と更新を行
います。セルフサービスによる
データ収集の場合は、従業員
が ePay-給与でデータを更新
してから、記録保持のために
レポートを印刷します。

「グローバル ペイロール/休暇
欠勤管理」, 「年末調整」, 「保
険料控除/配偶者特別控除申
告書」, 「保険料控除/配偶者
特別控除申告書」

GPJP_RC_YEA05

グローバル ペイロール (日本) の汎用レポートの実行

グローバル ペイロールでは、基本的な給与計算結果の汎用レポートを定義するためのフレームワークが用
意されています。

日本用の汎用レポート テンプレート
PeopleSoft には、日本の給与計算レポート用に特化された、次のテンプレートが用意されています。

• JGR01 - 支給/控除リスト (給与)。

• JGR02 - 累計リスト (給与)。

• JGR03 - 支給/控除リスト (賞与)。

• JGR04 - 累計リスト (賞与)。
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• JGR05 - 賃金元帳。

• JGR06 - 休暇欠勤/超過勤務リスト。

• JGR07 - 源泉徴収税額 (退職者)。

• JGR08 - 退職金。

「汎用レポートについて」 (「PeopleSoft グローバル ペイロール」) を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E64438_01/hcm92pbr8/eng/hcm/hgpy/concept_UnderstandingGenericReports-e32fdf.html
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